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Ⅰ．工事概要 （○印の付いた「・」の項目を適用する）

１．工 事 名

３．工　　期

４．建物概要

建 物 名 称 構　造 階数 備　考消防法別表

R8.4
令和8年度版改訂（改訂1）

（○印の付いた「番号」「・」の項目を適用する）Ⅱ．一般事項
１．本工事は、公共工事であることを十分に認識し、工事の施工に当たって必要な官公署その

工事完成後10日以内（土、日、祝日等を除く）に(一財)日本建設情報総合センターに登録

登録内容の変更時は変更があった日から10日以内（土、日、祝日等を除く）に、完成時は

を作成し監督員の確認を受けたうえ、受注時は契約後10日以内（土、日、祝日等を除く）に、

に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」

12．受注者は、工事請負代金額が500万円以上の工事について、工事実績情報システム(CORINS)

議のうえ、施工すること。

11．設計図書に明記なき事項といえども、機能上、技術上必要と認められるものは監督員と協

術者資格者証の交付を受けたものを選任し、その工事現場の専任とするものとする。

10．建設業法第26条及び同施行令第27条に規定する監理技術者については、指定建設業監理技

と。

９．本工事の施工業者は、建設業退職金共済制度の趣旨をふまえ、この制度の活用に努めるこ

（３）工事現場の警備（交通誘導を含む）を行う業務

（２）土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務

（１）伐採及び測量・調査等の工事現場で作業を行う業務

８．工事を施工するために、建設工事の一部又は以下の各号の業務を下請に付する場合は、施

当該変更があった年月日を付記して、変更に関する事項について、作成し提出すること。

すること。また、施工体制台帳の記載事項又は添付書類に変更があったときは、その都度、

備え置くとともに、その写しを監督員に遅滞なく（遅くとも下請工事の着手前までに）提出

７．建設工事の一部を下請に付する場合は、施工体制台帳及び添付書類を作成し、工事現場に

な指導、助言その他の援助を行い、両者の合理的な関係の確立に努めること。

６．元請業者は、下請業者の施工能力の向上・雇用管理・労働安全管理等の措置に関し、必要

こと。

や労働者の活用を図ること。また、資材についても同じように市内業者からの購入に努める

５．本工事の施工に当たっては、地場産業育成の見地に立ってでき得る限り、市内の専門業者

４．安全管理をはじめとする、その他の諸管理に十分留意して作業を行うこと。

議し、相互理解の上で施工すること。

３．本工事の関連工事に従事する別契約の受注者とは、関連の工程・段取り等を事前に十分協

２．本工事の施工において、関係法令により資格が必要な作業については有資格者が行うこと。

綱及びその他関係法令を遵守し、災害及び事故の防止並びに環境の保全に努めること。

他への手続きは速やかに行い、建築基準法、労働安全衛生法、建設工事公衆災害防止対策要

工体系図を作成し、工事期間中、工事現場の工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい

（４）その他監督員が記載を指示した業務等

場所に掲示するとともに、その写しを監督員に遅滞なく（遅くとも下請工事又は業務の着手

前までに）提出すること。また、施工体系図の記載事項に変更があったときは、その都度、

変更に関する事項について、作成し提出すること。

※ ・建築基準法による表記　・文部科学省算定床面積　・その他（　　　　　　　　　　）

６．鹿児島市建設工事請負契約書第33条に基づく部分使用

　　　　　　　　　　　　　　・無　　 ・有（範囲、時期については監督員の指示による）

７．鹿児島市建設工事請負契約書第38条に基づく指定部分

　　　　　　　　　　　　　　・無　　 ・有（範囲、時期については監督員の指示による）

５．工事種目

電 力 貯 蔵 設 備

雷 保 護 設 備

工　　　　事　　　　種　　　　別

９.

８.

７ .

６ .

５ .

４ .

３ .

２ .

１ .

25.

24.

23.

22.

21.

20.

19.

18.

17.

15.

14.

13.

12.

11.

10.

16.

26.

誘 導 支 援 装 置

拡 声 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備
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工　事　種　目
本 工 事

構 内 通 信 線 路 設 備

構 内 配 電 設 備

中 央 監 視 設 備

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

非 常 警 報 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

入 退 室 管 理 装 置

駐 車 場 管 制 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

テレビ電波障害防除装置

（○印の付いた「工事種目」を適用する）

太 陽 光 発 電 設 備

しなければならない。なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の登

録申請を省略できる。

14．災害及び事故が発生した場合は、人命の安全確保を優先するとともに二次災害の防止に努

め、その経緯を監督員に報告し、適切に対応すること。

（低入札価格調査に基づく措置）

　低入札価格調査基準価格未満の価格での受注者に対しては、次に掲げる措置を講じるもの

とする。

15. 施工体制の強化

（１）低入札価格調査の対象となった工事（以下「調査対象工事」という。）には、専任の

　　主任技術者等を配置すること。

（２）調査対象工事を施工する場合において、契約日の属する年度及びその前年度に完成し

　　た工事に関し、次のいずれかに該当する場合は、配置すべき主任技術者又は監理技術者

　　とは別に、同等の要件を満たす技術者を専任で１人配置すること。

　　ア ６５点未満の工事成績評定を通知された場合

　　イ 工事請負契約書に基づき修補又は損害賠償を請求された場合

　　ウ 品質管理・安全管理に関し、指名停止又は書面による警告・注意の喚起を受けた場合

　　エ 自らに起因して工期を大幅に遅らせた場合

16．監督体制の強化

（１）受注者は、施工体制台帳を提出し、その内容についてのヒアリングを求められたとき

　　は、これに応じなければならない。

（２）受注者は、特記仕様書に基づく施工計画書を提出し、その内容についてのヒアリング

　　を求められたときはこれに応じなければならない。

（工事施工）

17．工事現場での通行、運搬、掘削、舗装等の作業に当たっては、特に現場周辺の住民及び通

行人への危険防止に万全の注意を払うとともに、昼夜間を問わず、十分なる安全対策を行い、

事故の皆無を期すること。また、工事現場周辺の側溝、その他の公共物を土砂やモルタル等

の残材等で埋没させないよう特に注意すること。埋没させた場合は速やかに受注者の負担で

復旧すること。

18．本工事の施工現場の詰め所等においては、火気責任者を定め、火気の取り扱いには十分注

意すること。（下請業者への指導を含む。）

19．本工事の施工に当たって、支障物件を発見し、工事の進捗に影響があると思われる場合に

は、速やかに監督員に連絡し、互いに協議の後、監督員の指示により処理すること。なお、

軽微なものについて、これに要する費用は受注者の負担とする。

（屋内に使用する材料等）

20．ホルムアルデヒドを発散する資材を使用する場合、居室内はＦ☆☆☆☆規格、居室へホル

ムアルデヒドが流入する恐れのある床下及び天井裏は、Ｆ☆☆☆規格以上にそれぞれ適合す

ること。但し、これによりがたい場合は監督員と協議し、承諾を得ること。

　※ 対象となる材料

　　　木質建材（合板、木質フローリング、パーティクルボード、ＭＤＦ等）、壁紙、ホル

　　　ムアルデヒドを含む断熱材、保温材、接着剤、仕上げ塗料等。

　　注）ドアガラリ等により連通され、居室への流入が見込まれるトイレ等は、居室と一体

　　　化とみなす。

21．クロルピリホスを添加しないこと。クロルピリホスを添加した材料でないこと。

22．塗料は、ホルマリン不検出のもので、水性系のものとする。（水廻り及び湿度の高い箇所

を除く。）但し、有機溶剤系塗料を使用する場合は、トルエンやキシレンの拡散が極力小さ

いものとする。

（火災保険等）

24．請負契約締結後速やかに、次の工事保険に加入し、証券又はこれに代わるもの（保険証券

等）の写しを直ちに監督員に提出すること。保証期間は工期後満21日間（24時まで）とする。

　　・火災保険等（工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）等に生じる損害を填補）

　　・請負業者賠償責任保険（工事の施工に伴い第三者に与えた損害を填補）

　保険内容が含まれる火災保険、建設工事保険、組立保険等でも可とする。その場合、保険

証券等により保険内容が確認できるものであること。

（法定外労災保険の付保等について）

25．法定外の労災保険の付保

　本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。なお、当該保険契

約を締結したときは、その証券またはこれに代わるもの（保険証券等）の写しを直ちに監督

員に提出すること。保証期間は工期後満21日間（24時まで）とする。

26．墜落制止用器具の使用について

　高さが2ｍ以上の作業床がない箇所、または作業床の端・開口部等で囲い・手すり等の設置

が困難な箇所における作業については、労働者の危険を防止する手段として、墜落制止用器

具の使用を講じること。

（前払金・中間前金払）

28. 中間前金払

（１）請負金額が１００万円以上で年度内に完成する工事は，契約時において中間前金払か

（２）中間前金払を受けるための要件（全て満たすこと。）

　　ア　請負金額の１０分の４の前金払がなされていること。

　　イ　工期の２分の１を経過していること。

　　ウ　工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施するべきものとされている当該

　　　工事に係る作業が行われていること。

　　エ　既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相

　　　当するものであること。

（３）中間前払金の割合について

13．気象予報又は警報等について、常に注意を払い、災害の予防に努める。なお、地震、大雨

ずその状況を監督員に報告すること。

（契約不適合責任検査）

23．契約不適合責任（鹿児島市建設工事請負契約書第４１条）の確実な履行を図るため、受注

者は、契約不適合責任期間の満了前に、受注者の負担で、契約不適合責任検査を実施するこ

と。受注者は、発注者から契約不適合責任検査実施の通知を受けた場合は発注者の指定する

方法により速やかに契約不適合責任検査の実施日及び報告書提出日を回答したうえで、契約

不適合責任検査を実施し、その結果を報告すること。なお、履行の追完方法は発注者と協議

のうえ、実施すること。

及び台風等が発生した場合は、直ちに工事現場の被災状況を調査し、被災の有無にかかわら

　　　請負代金の１０分の２以内とする。ただし，中間前払金を支出した後の前払金の合計

鹿児島県ホームページから入手できる。

30.　本工事は、「桜島地域営繕工事における渡船料算出等取扱要領」に基づき対応を行う。

（桜島地区の工事について）

（路上工事の一時中止について）

31．「鹿児島県域の路上工事縮減に関する行動計画」に基づき、下記の期間は路上の工事を原

則一時中止するものとする。

　なお、日時は変更することもあるため、詳細については監督員と協議し、かつその指示に

従うものとする。

（街区基準点等について）

32．街区基準点等付近での工事等については、街区基準点等の亡失、き損の防止を念頭に、

「鹿児島市国土調査標識等管理保全要綱」に従い、所定の様式を監督員に提出し、監督員の

指示に従わなければならない。

33．工事の施工において、施工範囲に境界点、公共基準点等の標識が設置されている場合にお

いても亡失、き損してはならない。工事の支障となる場合は、監督員へ報告の上、保護・復

旧措置等について協議するものとする。

（暴力団関係者等による不当介入を受けた場合の措置）

34．暴力団関係者等による不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合

は、断固としてこれを拒否するとともに、その旨を遅滞なく発注者及び警察に通報すること。

また、暴力団関係者等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じた場合は、発注

者と協議を行うこと。

（環境基本計画）

35．本工事に伴う環境への影響を抑制するため、工事車両通行往復ルートの分別、交通整理員

の配置、走行速度の制限、ルートの設定等の対策を講じること。

36．本工事に使用する建設機械については、原則として「国等による環境物品等の調達の推進

37．本工事に伴い提出する関係書類については、可能な限り「国等による環境物品等の調達の

38．本工事に伴い提出する関係書類については、写真やメーカー提供の資料等、両面印刷では

支障を生ずるものは除き、可能な限り、両面印刷とすること。

39．工事に伴い発生する廃棄物については、缶・ビン、ペットボトル、プラスチック容器類を

搬出しやすいような分別ボックスの設置スペース又は分別ヤードを設置するなどして、分別

の徹底及びリサイクルに務めること。

（低騒音型建設機械の使用の原則化）

40．本工事は「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」（昭和62年3月30日建設省経機発第58号

）に基づき「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成9年建設省告示第1536

号）により指定された低騒音型建設機械の使用を原則とする。なお、低騒音型建設機械の使

用の有無を施工計画書に明示し、工事完成図書に写真を添付すること。

（現場代理人の工事現場への常駐を要しない場合）

41．現場代理人の工事現場への常駐を要しない場合

　現場代理人は現場に常駐し、その運営、取締りを行うこととされているが、以下のいずれ

かの要件を満たす場合には、工事請負契約書第10条第３項の「工事現場における運営、取締

り及び権限の行使に支障がない」ものとして取り扱うこととする。ただし、いずれの場合に

も連絡が常にとれる体制を確保する必要や、現場保全の義務（現場の巡回等）があるため、

現場代理人を設置しておくことは必要である。

（１）契約締結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの

　　期間。

（２）工事請負契約書第20条により工事が一時中止されている期間。

（３）橋梁、ポンプ、ゲート、エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作の

　　みが行われている期間。

　　　また、同一工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理体制のもとで製作を行う

　　ことが可能である場合は、同一の現場代理人が、これらの製作を一括して運営、取締り

　　を行うことができるものとする。

（４）前３号に掲げる期間のほか、受注者から工事完成の通知があり、完成検査、事務手続、

　　後片付け等のみが残っているなど、工事現場において作業等が行われていない期間。

42．発注者への報告

　前項の要件を満たす場合は、現場代理人の工事現場における常駐は不要とし、他の工事と

兼務することを可能とするが、「工事打合簿」等により、工事現場において作業等が行われ

ていない期間を明確にしておくこと。

43．現場代理人の兼任を認める工事

　現場代理人は、請負契約の的確な履行を確保するため、工事現場の運営、取締りのほか、

工事の施工及び契約関係事務に関する一切の事項（請負代金の変更、契約の解除等を除く。）

を処理する受注者の代理人であるが、次の（１）から（５）の全てを満たし、工事現場にお

ける運営、取締り及び権限の行使に支障がないと発注者が認めた場合、工事現場の兼任を認

めるものとする。

「桜島地域営繕工事における渡船料算出等取扱要領」は鹿児島市ホームページから入手でき

る。

（１）兼任できる工事は3件までとし、それぞれの工事の請負金額が4,500万円未満であるこ

　なお、専任の主任（監理）技術者と現場代理人を兼務する場合において、専任の技術者配

置の特例により他の現場と兼任が認められた工事については、（２）、（４）、（５）の要

件を満たすものとし、兼任できる工事は2件までとする。

　　と。ただし、設計変更により、工事の請負金額が4,500万円以上となり、各々の工事にお

　　することが出来る。

　　ける主任(監理)技術者と現場代理人が異なる場合においては、受発注者協議の上、兼任

等に関する法律」第１０条第１項に基づく「鹿児島県環境物品等調達方針」に適合するもの

を使用すること。

推進等に関する法律」第１０条第１項に基づく「鹿児島県環境物品等調達方針」適合製品又

はエコマーク製品、グリーンマーク製品などの環境ラベリング製品を使用すること。

（３）兼任する工事の相互の移動は、概ね１時間以内であること。

（２）発注者又は監督員と常に携帯電話等で連絡が取れること。

（現場代理人の兼任）

・令和 8年 4月28日(火)22時から令和 8年 5月 7日(木) 9時　　事由：ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ

・令和 8年 8月 7日(金)22時から令和 8年 8月17日(月) 9時　　事由：お盆

・令和 8年12月28日(日)22時から令和 9年 1月 4日(月) 9時　　事由：年末年始

　　額が請負代金の額の１０分の６を超えてはならないものとする。

29. 実施に当たっては、鹿児島県「営繕工事における「週休２日」工事実施要領（令和７年８

（営繕工事における週休２日工事について）

月１日施行）（以下、「実施要領」という。）」を準用するものとする。なお、実施要領は

（４）発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応を行うこと。

　現場代理人の兼任を行う場合には、「現場代理人の兼任（変更）申請書（第11-1号様式）」

を提出し、発注者の承認を得たのち、必要に応じ、「現場代理人等変更通知書」により、発

注者に通知すること。

　なお、それぞれの工事において、発注者に現場代理人の兼任の承認を得ること。

45．受注者に対する措置請求

　安全管理の不徹底や現場体制の不備に起因する事故等が発生した場合、建設工事請負契約

書第12条に基づき、受注者に対して、必要な措置を取るべきことを請求するものとする。

（監理技術者等の途中交代）

46．「監理技術者制度運用マニュアル」に明記された監理技術者等の途中交代に関する条件に該

当し、受注者と発注者が協議し、工事の継続性、品質確保等に支障がないと認められる場合は

途中交代が可能となる。

（監理技術者等の途中交代の試行について）

を認める試行工事である。

　　　の施工が完了した時点とし、仮設備の撤去、後片付け及び検査等を行う期間は、監理技

（１）工程上一定の区切りと認められる時点とは、品質管理・出来形管理が必要な工事目的物

　　　術者等の途中交代を認めることとする。

（２）受注者と発注者が協議し、工事の継続性、安全管理、工程等に支障がないと認められる

　　　場合のみ途中交代が可能となる。なお、総合評価落札方式の場合は、当該工事の入札契

　　　約手続きにおける競争参加資格を満足する者を配置しなければならない。

47．本工事は、工程上一定の区切りと認められる時点で、監理技術者又は主任技術者の途中交代

（施工体制点検等への協力）

48．請負代金額が4,500万円（建築一式工事は9,000万円）以上の工事においては、「鹿児島市施

　工体制点検要領」に基づく点検を、また請負代金額が4,500万円（建築一式工事は9,000万円）

　未満の建設工事の下請契約を締結した工事においては、同要領の枠組外における「一括下請負

　に関する確認」を実施するので、受注者はこれに協力すること。

（ダンプトラック等による過積載等の防止について）

49．工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

50．過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

51．資材等の過積載を防止するため、資材の購入等にあたっては、資材納入業者等の利益を不

　当に害することがないようにすること。

52．さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが、工事現場に出入りするこ

　とがないようにすること。

53．「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下「法」

　という）の目的に鑑み、法第１２条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加

　入者の使用を促進すること。

54．下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠

　けるもの又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを

　排除すること。

55．49項から54項のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。

（電子納品について）

（架空線の防護措置について）

　とし、防護管設置の必要があるとされた場合は、監督員と協議により設計変更の対象とする。

（公共工事における現場一斉閉所の実施について）

58．受注者は、公共工事における現場一斉閉所の実施に協力するものとする。なお、現場閉所の

実施への協力は、受注者の判断によるもの(任意)とし、実施の有無等について発注者への報告

は必要ないものとする。なお、県ホームページに本取組みに係るチラシを掲載しているので確

認のこと。

（道路占用許可申請及び道路使用許可申請について）

59．申請については、受注者が道路管理者や警察署と協議するものとし、必要書類については、

監督員と協議の上、作成すること。なお、道路占用料及び道路使用許可申請手数料については、

監督員との協議により設計変更の対象とする。

（情報共有システムを活用した工事の試行）

60．情報共有システム

（１）本工事は、情報共有システム活用の試行対象工事である。

（２）試行にあたっては、鹿児島市営繕工事等における情報共有システム活用工事試行要領（

（５）兼任する現場代理人は、必ず担当工事現場のいずれかに常駐するとともに、1日1回以上

　　　担当工事現場を巡回し、現場管理等に当たること。また、それぞれの現場稼働日は重複

　　　しないこと。

44．手続き

57.架空線の防護措置における防護管設置については、受注者が架空線管理業者と協議するもの

56．本工事は電子納品対象工事とし、市ホームページに掲載する鹿児島市電子納品ガイドライン

基準に基づいて作成した電子成果品を納品すること。

【建築・設備編】及び鹿児島市電子納品ガイドライン運用の手引き【建築・設備編】に定める

全３２

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

鹿児島市本城町４６番地

本工事の工期は、令和１０年　３月１０日までとする。

吉田文化体育センター 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2階建 5,855.92 (1)項イ

○

○

○

○

○

○

27．前払金　・請負代金額の１０分の４の前払い金の支払いを令和８年度中に請求すること

　　なお，契約に当たり部分払をすることを選択した場合は，中間前金払は行わない。　

  　部分払かのいずれかを選択すること。ただし、令和８年度中に請求することはできない。

※延べ面積(㎡)

空調改修面積4,686.97㎡

R8.8
令和8年度版改訂（改訂2）

Ⅲ．建設副産物 （○印の付いた「番号」「・」の項目を適用する）

（共通事項）

１．発生材の処理

　（１）引渡しを要するもの　　　　　　　　・有（　　　　　　　　　　　　　）　・無

　（２）廃棄処分するもの　　　　　　　　　・有　　・無

　（３）再生処理又は再資源化を図るもの　　・有　　・無

２．建設副産物の処理における、運搬及びその処理費用は本工事費に含む。

３．建設副産物は、再生処理又は再資源化することを原則とし、「廃棄物の処理及び清掃に関

　する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、「建設工事公衆災害防止

　対策要綱」、「建設副産物適正処理推進要綱」及び「鹿児島市建設局における再生資源活用

　工事実施要領（鹿児島市）」を遵守するとともに、マニフェスト（産業廃棄物管理票）シス

　テムにより適正処理を行うこと。また、産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合は、契約

　書及び、許可証の写しを監督員に提出すること。

令和８年４月１日）に基づき行うものとする。試行要領は、鹿児島市ホームページから入手できる。

（建設キャリアアップシステム活用工事の試行）

61．本工事は、建設キャリアアップシステム活用工事の対象である。試行に当たっては、鹿児島

市建設キャリアアップシステム活用工事試行要領（令和８年４月１日）に基づき行うものとす

る。試行要領は、鹿児島市ホームページから入手できる。

（中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更について）

62．中東情勢の変化等による建設資材の流通状況を踏まえた設計変更について、別紙の記載により適用する。



　　　　ア　受入れ場所　：　鹿児島市有屋田町７１７番外２０筆　㈱東秀

  　から入手できる。

  　和８年６月２日付け鹿児島市建設局通知)」は鹿児島市ホームページ

10．本工事の施工により発生する建設発生土は、次のとおりとする。

　　　電子マニフェストの場合は、受渡確認表の写しを提出すること。

※７；引渡し状況の写真を撮影する。

※６；処理業者又は再資源化施設への搬入状況や許可内容を示す看板を撮影する。

※５；再生資源利用促進計画書（計画、実績）を提出する。

※４；敷きならし状況の写真を撮影する。

※３；Ｅ票記載の最終処分場は再生資源化施設であること。

※２；マニフェスト伝票のＥ票の写し及び産業廃棄物管理票（マニフェスト）総括表を提出

　　　する。

　　　直ちに同票の写しを提出すること。

　　　ただし、この場合においても、最終処分が完了し、Ｅ票が処分業者より返送され次第、

　　　は、Ａ、Ｂ２、Ｄ票のうち直近に返送されたものの写しを提出すること。

　　　なお、工事完了時点で最終処分が完了せず、Ｅ票が処分業者より返送されてない場合

※１；計量伝票または受領書等の写しを提出する。

銅線くず(電線等)、鉄くず

※５　※６

※５　※６
※４　※５

写真その他

※７※１
ＰＣＢ入機器 事業課へ引渡し

引取業者へ引渡し六フッ化硫黄ガス

※７
引取業者へ引渡し

※６許可処理業者へ搬出蛍光灯管球

水銀灯管球

小型二次電池

イオン化式スポット感知器

※２

※１

〃

〃

※７

※６

許可処理業者へ搬出

※６

再資源化施設へ搬出

変圧器、絶縁油、蓄電池

再生処理業者へ

対象例建設副産物 具体的処理方法

 〃

　伝票等

１ 建設発生土

２ 有価物

３ 建設廃棄物

（特定建設資材）

４ 建設廃棄物

（上記以外）

残土

アスファルト塊

建設発生木材

金属くず

廃プラスチック

ガラスくず

ゴムくず

木くず

廃油

その他場内で発生した産廃

コンクリート塊

場内敷きならし
※１

※１

※２　※３

※２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

有価物として売却

許可場へ搬出

（建設副産物の処理分類）

　　協議の上、その指示によること。

　　ただし、工事発注後にやむを得ない事情により上記の指定により難い場合は、監督員と

　　・　仮置き等　右記の場所に仮置きする。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・　下記の場所に搬出すること。

　　・　監督員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

（建設発生土）

項　　目

１ 保全計画書

・一般用照明器具　　　部屋　　　・非常用照明器具　　　箇所以上

４ 金属製電線管

特記仕様書（２） NO SCALE ２

鹿児島市建設局建築部設備課

２ ﾔﾝﾊﾞﾙﾄｻｶﾔｽﾃﾞ
のまん延防止

対策

　ヤンバルトサカヤスデのまん延を防止するため、当該現場での土壌や植

物等の搬出入に当たっては、次の各号を参考に、十分注意を払うとともに、

　中長期保全計画書を提出すること。（参考となる様式は支給）

ヤンバルトサカヤスデの棲息が確認された場合は、まん延防止対策を講ず

（１）土・樹木等の措置

ア　発生地区からの搬出を極力抑えることを原則とする。

イ　廃棄樹木等については、一般廃棄物、産業廃棄物が取扱い可能な

　焼却施設で焼却処理する。

　　　　　　民間焼却施設

産業廃棄物：業の許可を有している民間焼却施設

（２）工事区域周辺部の措置

周辺部への拡散を防止するため、周辺部に薬剤散布等の措置を行う。

（３）やむを得ず、土・樹木等を発生地区から搬出する場合の措置

ア　薬剤処理・薫蒸処理後、搬出する。

イ　薬剤処理の困難な農作物等の搬出の場合は、付着土壌の除去、目

視除去後、搬出する。

（４）発生地区に搬入した建設機械や農・林業工作機械の措置

付着土壌の除去並びに薬剤処理後、搬出する。

（５）未発生地区での措置

る必要があるため、棲息状況等の調査を行い、監督員に報告すること。

　一般廃棄物：市町村の所管する焼却施設、業の許可を有している

発生地区からの土・樹木等の搬入や農・林業工作機械の移動等があっ

た場合は、上記（３）（４）の措置が講じられているかを確認する。

18 電極棒の長さ

（２）器具は全て真鍮ビス又はステンレスビスでボックスに取り付ける。

　　ウ　一般電源用以外（発電機回路、ＵＰＳ回路等）

　　イ　三相２００Ｖ

　　ア　単相２００Ｖ

（１）コンセントのうち次のものは、プレートに電圧等の刻印表示を行う。17 配線器具

標識シート

16 ケーブル埋設 　地中配線には、標識シートを2倍長以上重合せて管頂と地表面（舗装のあ

る場合は舗装下面）のほぼ中間に設け、おおむね２ｍの間隔で用途又は電

圧種別を表示する。

　標識シートの色は、黄色又はオレンジとする。

15 地中電線管路 　埋設管の埋設深さは原則として土被り０．６ｍ以上（舗装がある場合は、

舗装下面から）とする。

14 ブロックマン

ホール・ハン

（１）蓋

ドホール 　の標準とする。

（３）取付金物

　理剤を用いて完全な防水処置をする。

イ　ブロックマンホール・ハンドホールの電線管挿入箇所は、防水処

　予定箇所以外の貫通は認めない。

ア　ブロックマンホール・ハンドホールは、原則として、所定の貫通

（２）防水及び水抜き等

　水パッキンは枠に接着剤（ボンド等）で接着する。

ウ　蓋及び把手並びに受枠はコールタール焼付け塗装とする。また防

イ　用途表示については監督員の指示による。

ウ　水抜きは、監督員の指示により設ける。

ア　ブロックマンホール蓋・ハンドホール蓋は、原則として、製造者

　原則として、ブロックマンホール・ハンドホール内の金具類は、溶

融亜鉛めっき製とし、ボルト・ナット類はステンレス製又は溶融亜鉛

めっき製とする。

には必ず入線前に絶縁塗装を施す。

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

　プルボックスには刻印を施したアクリルプレート、カバープレートには

刻印にて用途を表示する。

13 位置ﾎﾞｯｸｽ・ 

（２）各種位置ボックス、プルボックスおよびジョイントボックスの内面

12 ボックス類 （１）塗装は、「10 キャビネット」に準ずる。但し、裏ボックスとして

壁等に埋め込んで使用するものは、錆止め塗装まででよい。

監督員の指示による。

　　線を行うこと。

（６）将来用の予備配管がある場合は、将来の入線工事にも配慮して、整

（７）電線の色別は、監督員の指示による。

　　プを用いる。

　　　屋外での電線の接続は、シースと同等以上の絶縁性能を有するテー

　　を使用する場合に限り、原則としてＥＥＦ用のケーブルファスナー

　　キャップの使用とテープ押え巻きは不要とする。

　　使用し、ビニールテープで固定する。ただし、ケーブルストリッパー

　　処理する。ＥＥＦケーブルの端末処理はＥＥＦ用の２叉管、３叉管を

（５）ケーブルの端末は、原則として、専用の端末処理材を用いて確実に

（４）床、梁その他の配管用スリーブ穴は、配管完了後完全に埋め戻す。

（１）分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ11 電線・電線管

（３）導入線は太さ1.2mm以上の樹脂被覆鉄線とする。

　　亜鉛めっき仕上げのものとする。

（２）屋外露出配管の支持等に使用する金物は、全てステンレス製か溶融

　　い。

　　電線本数及び管径などは監督員の承諾を受けて変更しても差し支えな

（１）鹿児島の特殊気象条件（高温、多湿、降灰、塩害、台風、高潮等）

　　サイズ）を設ける。

10 キャビネット

（５）原則として、ドア裏面に結線図を収容する金属製図面ホルダー（A4

（４）屋外用キャビネットの蝶番装置は全てステンレス製とする。

　　出しない構造のものとする。

（３）ドアの開いた状態で、ガータースペースが見えにくく、充電部が露

  　監督員の指示による。

（２）キャビネットには内外面とも焼き付け塗装を施す。なお、塗装色は

　　を考慮して、これに耐え得る製品とする。

９ 取付高さ

和式700､洋式 900､優先便所300及び 1,100

    150

    300

  1,500以上避難口誘導灯

  1,800

（天井面） -200

    300

  1,500

  1,800

  2,300

    800～ 1,500

    800～ 1,500

  1,500

    800～ 1,500

  1,500

  2,000

  1,300

  1,300

  1,500又は盤上端1,900以下

    500

  1,300

  2,300

  1,800

    800

    500

  1,500又は盤上端1,900以下

  1,500又は盤上端1,900以下

  1,500又は盤上端1,900以下

  1,000

台上 200

  1,800～ 2,200

   〃    （自動扉用） 〃

呼出ボタン（      　〃　     ）

復帰ボタン（      　〃　     ）

同上子機　（バリアフリー対応）

廊下表示灯（        〃        ）

床上～中心

      〃       （都市ガス）

ガス漏れ検知器（ＬＰガス）

連動制御器（自動閉鎖）

表示灯

警報ベル

発信機

自動火報機器収納箱

副受信機

火報受信機（複合盤）

テレビ機器収納箱

天井面～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～操作部

インターホン

〃

〃

〃

〃

〃

〃

中間端子盤（ＥＰＳ・電気室）

室内端子盤（廊下・室内）

床上～中心

床上～下端

アッテネータ

子時計、スピーカ

親時計

〃

〃

避雷接地用端子箱

接地用端子箱

床上～下端

地上 ､床上～中心

開閉器箱

分電盤、制御盤、実験盤

〃

             〃             (台上)

             〃             (和室)

引込開閉器（低圧）

ｺﾝｾﾝﾄ（車庫）

ｺﾝｾﾝﾄ､電話用 ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ(一般)

床上～上端

床上～中心

台上～中心

〃

〃

床上～中心電力量計

〃

  1,000（住宅）  1,100（一般）

  1,200（住宅）  1,300（一般）スイッチ

  1,000以下

    150

  2,500

  2,100

取　付　高　[mm]

    〃     （鏡上）

    〃     （踊場）

廊下通路誘導灯

ブラケット（一般）

名　　　　称

〃

床上～中心

床上～上端

床上～下端

鏡上端～中心

〃

床上～中心

測　点

   〃    （バリアフリー対応）

  1,100

て下表によるが、監督員と打ち合わせにより決定する。

　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則とし

８ 接地極 　接地極の材料は下記による。

　取外し再使用機器は原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後、取付

ける。ただし、絶縁劣化等により再使用に耐えない場合は、監督員に報告

すること。

７ 再使用機器

　既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは原則としてダイ

ヤモンドカッターによる。

６ はつり

５ 照明器具の照

下記の露出配管は塗装を行う。

・屋外（　　　　　　　　　　）　　屋内（　　　　　　　　　　）

度測定

の塗装

・事業用電気工作物　　　　　・一般用電気工作物１ 電気工作物の

種類

３ 保護協調 　保護継電器等の保護協調検討書（地絡、過電流）を監督員に提出する。

　契約電力500KW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により

施工を行うものとする。

２ 電気工事士

事　　　　　　　　　　項項　　目

事　　　　　　　　　　項

２．施工

　　６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階

　建の場合は上層３階、13階以上の場合は上層４階とする。

（２）設計用鉛直地震力

　　設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時

上層階の定義は次による。

　に働くものとする。

一般機器：上記以外のもの

　 ・交換機・火災報知受信機・中央監視装置

重要機器：・配電盤・自家発電装置・交流無停電電源装置・直流電源装置

　　　<   > 内の数値は水槽類に適用する。

（注）(   ) 内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ Ｅ0

Ｅ LH

Ｅ B

Ｅ A

Ｅ A,C

接　地　抵　抗
10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下高  圧  避  雷  器

共　同　接　地

共　同　接　地

測　　定　　用

Ａ　　種

Ｂ　　種

接 地 の 種 類 記 号 接　　地　　極

接地棒 (1.5m× 14φ )、１本以上

Ｃ　　種

Ｄ　　種

ＥC

Ｅ D 100Ω以下

10Ω以下

※　電力会社の指定値による

ＥL

回路数により 10～ 100Ω

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

交　換　機　用

通　　信　　用

通　　信　　用

雷  保  護  設  備 銅板(900× 900× 1.5t)、１枚以上

Ｅ Dt

Ｅ Lt 100Ω以下電話引込口の保安器

・ 100Ω以下

接地棒 (1.5m× 14φ )、 16本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、 16本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、 16本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、 10本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、 16本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、４本以上

銅板(900× 900× 1.5t)、１枚以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、４本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、 16本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、４本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、４本以上

接地棒 (1.5m× 14φ )、４本以上ＥELCB

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ A,D,C

ＥＬＣＢ用

耐　震　安　全　性　の　分　類

<0.6>

(0.6)

<0.6>

(1.0)

<1.0>

(1.5)

0.4

0.6

1.0

<1.0>

(1.5)

(1.0)

0.6

<1.0>

1.0

<1.5>

(2.0)

1.5

<1.0>

(1.0)

0.6

<1.0>

(1.5)

1.0

<1.5>

(2.0)

1.5

<1.5>

(1.0)

1.0

<1.5>

(1.5)

1.5

<2.0>

(2.0)

2.0

天 井 以 上

上 層 階 の

設 置 場 所

１階の床以下

上層階の床

１階天井～

重要機器　 重要機器　 一般機器　一般機器　

・　一般の施設(乙類)・　特定の施設(甲類、乙類)

　ものとする。

　　設計用水平地震力は機器の重量に、次に示す設計用水平震度を乗じた

（１）設計用水平地震力

13 耐震構造

設計用水平震度

　設備機器の固定は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説」

（令和３年度版）により、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受け

るものとする。なお、設計用水平地震力、設計用鉛直地震力は下記による。

12 工事写真

11 快適トイレ

の試行について 　　ある。

（１）本工事は、建設現場における「快適トイレ」設置の試行対象工事で

（３）快適トイレを設置する場合は、「建設現場における「快適トイレ」

（２）受注者は積極的に快適トイレの試行に取り組むこと。

（４）「建設現場における「快適トイレ」設置の試行の改定について(令

（１）監督員事務所　　　　　・設けない　　　　・設ける10 仮設

　　設置条件　構内に作ることが　　　・できる　　　　・できない

（２）工事用仮設物

　　ただし、すべて受注者の負担とする。

（３）足場・さん橋類

　　別契約の関連工事受注者が設置したものは、無償で使用できる。

水・その他

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関へ

の諸手続等に要する費用は受注者の負担とする。

９ 工事用電力・ 

　「監理業務報告書」により、当月の施工内容及び、打ち合わせ記録書等

を翌月の３日までに監督員に報告する。

８ 工事報告

機 材

入 線 配 線

地 中 埋 設 配 管

い ん ぺ い 配 管

コンクリート埋込配管

する施工工程

機 器 取 付

・・・・・配管完了後コンクリート打設前

・・・・・配管完了後天井張り前

・・・・・配管完了後埋め戻し前

・・・・・入線配線施工後

・・・・・原則として現場搬入後

・・・・・取付又は据え付け施工時

　　ただし、監督員から指示がある場合はこの限りではない。

７ 立会検査を要

工法

　設計図書に記載されていない特殊な材料により施工する場合は、監督員

の承諾を得る。なお、特殊な材料による施工は、当該製品の指定工法によ

る。

６ 特殊な材料・ 

（１）工事完成後、本市の完成検査に合格することはもちろんのこと、関

係官公署等の検査に合格しなければならない。

（２）立会検査を要する工程に達した場合及び監督員の指定した工程に達

した場合は、事前に監督員に連絡し、監督員の検査を受ける。

５ 検査

Ⅴ．その他 （○印の付いた「番号」の項目を適用する）

４ 提出書類 　施工に先立ち監督員の指示する施工図を作成し、承諾を得てから施工す

を定められた期限内に作成して提出する。

る。また、提出書類については「仕様書」に定めるもののほか、次のもの

（着手時）

３ メーカー工場

等における立

会い検査の実施

（２）該当機材（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）試験方法は「仕様書」の「機材の試験」に準じ、該当する主な機材

監視制御装置等とする。

は、キュービクル式配電盤、直流電源装置、発電装置、複合防災盤、中央

施工する。なお、図面その他が諸規程と相違するときは、監督員の指示に

よる。

（完成時）

（適時）

（４）電子媒体

（２）主要使用資材報告書ほか監督員の指示するもの

（３）竣工図二ツ折製本（表紙文字入）　Ａ３判　２部

　修及び修繕に限る）　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）

略称する。

※　なお、本書では以降、上記のエは「仕様書」、オは「標準図」と

２ 遵守事項 　工事は、電気設備技術基準、内線規程及び小売電気事業者の規程に従い

１ 適用

（２）すべての設計図書は、相互に補完するものとする。ただし、設計図

書間に相違がある場合の優先順位は、次のとおりとし、これにより難

い場合は「疑義に対する協議等」による手続きによる。

ア　設計図書等に関する質疑応答書

イ　特記仕様書

ウ　図面

（１）本特記仕様書に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、受注

者の責任において履行すべきものとする。

事　　　　　　　　　　項項　　目

１．一般事項

Ⅳ．工事仕様 （○印の付いた「番号」「・」の項目を適用する）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領による工事

写真撮影ガイドブック 電気設備工事編」（令和5年版）による。

・上記写真に加え、実績報告用写真として着工前と完成時(出来高時)を

監督員へ２部提出(両面印刷)すること。

エ　公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編) 令和７年版　及び

　公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編) 令和７年版（改

オ　公共建築設備工事標準図(電気設備工事編) 令和７年版
真

で
　式により再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成し、施工計画書に含めて提

　出するとともに、工事現場の見やすいところに掲示(デジタルサイネージによる掲示も可)し

　て公衆の閲覧に供することとし、あわせてインターネットに公表するよう努めるものとする。

　また、その実施状況を記録した実施書を完成書類に含めて提出するものとする。

　と。

　再資源化するものとし、許可を受けた再資源化施設へ搬出すること。また、管球についても

　再資源化に努めること。

　搬出すること。また、焼却施設及び最終処分場に搬入する際に産業廃棄物税が課税されるの

　で適正に処理すること。

　する場合は、運搬車の車体の両側面に５㎝以上の文字で「産業廃棄物の収集又は運搬の用に

　供する運搬車である旨」及び３㎝以上の文字で「排出事業者名」を表示するとともに、その

　運搬車に「産業廃棄物の収集又は運搬の用に供する運搬車であることを証する書面」を備え

　付けること。なお、産業廃棄物収集運搬許可業者に委託して収集又は運搬させる場合には「

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則」に基づく表示規定によること。

　　上記の表示状況について、工事完成図書に写真を添付すること。

　機械等により回収するものとする。回収された排水については、関係機関等と協議の上、適

　正に処理するものとし、必要と認められる経費については、変更契約できるものとする。「

　適正に処理」するとは、「廃棄物処理及び清掃に関する法律」に基づき、産業廃棄物の排出

　事業者（請負業者）が産業廃棄物の処理を委託する際、適正処理のために必要な廃棄物情報

　る産業廃棄物管理票（マニフェスト）について、監督職員から請求があった場合は提示しな

R8.4
令和8年度版改訂（改訂1）

４．建設副産物情報交換システム(コブリス・プラス)または国土交通省ホームページ掲載の様

５．建設副産物の処理に起因する災害及び苦情については、受注者の責任において処理するこ

６．建設副産物のうち、有効利用できるコンクリート塊、アスファルト塊及び建設発生木材は

７．再生処理又は再資源化できない建設副産物は、許可を受けた最終処分場及び中間処理場へ

８．産業廃棄物を収集又は運搬する際に、産業廃棄物収集運搬許可業者に委託せずに自己運搬

９．舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する排水については、排水吸引機能を有する切断

　（成分性状等）を処理業者に提供することが必要である。なお、受注者は、排水の処理に係

〃 〃

　ければならないほか、処分状況等の記録（E票の写し及びマニフェスト総括表）を提出するこ

　と。

　　　　電子納品対象工事　ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ　２部

　　　　上　記　以　外　　ＣＤ－Ｒ　　　　　　　　１部

  　設置の試行の改定について(令和８年６月２日付け鹿児島市建設局通

 　 知)」に基づき行うものとする。

全３２

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

（１）設計図二ツ折製本（表紙文字入）　Ａ１判　　部、Ａ３判　１部

R8.8
令和8年度版改訂（改訂2）

　　　　イ　受入れ時間帯：　　８時３０分　から　１７時００分



石 綿 含 有 建 材

　　　特別管理産業廃棄物であることを表示し、構外搬出処理とする。

　　　〇印の付いた「番号」「・」の項目を適用する

Ⅰ．共通事項

１. 石綿含有対象建材 　本工事に係る石綿含有建材は次のとおりとする。

速やかに監督員に報告を行い適切に処理すること。

・ 石綿含有天井材の撤去

　 ことが技術上著しく困難で、切断を伴う撤去等を行う場合は、十分な飛散防止措置を

１. 撤去作業

　　 天井材の撤去は、原則として原形のまま取り外すこと。ただし、原形のまま取り外す

　（１）撤去方法

 　・ 切断等によらない撤去

  　  ① 対象の石綿含有成形板は、撤去部を湿潤な状態とした後「手ばらし」により、

  　　 破壊や粉砕しないように処理すること。

　　　② 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　④ 撤去等を行うにあたり建材の大きな割れや破損による石綿繊維の飛散が想定され

 　　　る場合は、監督員と協議の上、必要に応じて湿潤化や隔離養生、局所集じん機の

　 　　使用等の措置を講ずること。

　 講ずること。

Ⅲ．石綿含有成形板等の撤去等

　　　〇印の付いた「番号」「・」の項目を適用する

　　　〇印の付いた「番号」「・」の項目を適用する

Ⅱ．石綿含有保温材等の撤去等

　（１）撤去方法

　法令等に基づき、撤去工事に必要な関係機関との協議及び届出を速やかに行うこと。

(労働基準監督署、鹿児島市環境保全課等)

・ 石綿含有成形保温材付き配管の撤去

　 成形保温材付き配管の撤去は、原則として切断による方法とする。

１. 関係機関 協議・届出

２. 撤去作業

包み、テープ等で密閉

100

1
00 飛散抑制剤の塗布

成形保温材に

成形保温材前後の保温材撤去

配管切断箇所

配管切断箇所

ビニールシート等で成形保温材を

　　　③ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　 　　専用の作業衣を着用すること。

・ 石綿含有配管フランジ用パッキンの撤去

　　 配管のフランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。

　（１）撤去方法

配管切断箇所 配管切断箇所

100100

　　　① 撤去したフランジ付配管は、さらなる切断や破砕は行わず、撤去した原形のまま

　　　 運搬、廃棄を行うこと。

　（２）処分方法

　　　② マニフェスト票の備考欄に「石綿含有成形品」であることを明示し、適正に処分

 　　　すること。

　　　② 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　③ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　 　　専用の作業衣を着用すること。

　　　① 配管の切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

・ 石綿含有ダクトパッキンの撤去

 　　ダクトの撤去は、原則として切断による方法とする。

　（１）撤去方法

　　  ① ダクト切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に飛散抑制剤

 　　　の塗布又はビニールテープ貼り等を施す。

　　　② ダクト切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　③ ダクト片側の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施し、

　　　 もう片側の切断を行う。

　　　③ ダクト及び機器の片側の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止

　　　① ダクト及び機器の切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分

　　　② ダクト切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

・ 石綿含有ダクトパッキンの撤去(たわみ継手・ダンパー部)

　（１）撤去方法

　　　 に飛散抑制剤の塗布又はビニールテープ貼り等を施す。

　　　 措置を施し、もう片側の切断を行う。

　　 たわみ継手・ダンパーの撤去は、原則として切断による方法とする。

　　　① 撤去したフランジ付たわみ継手は、さらなる切断や破砕は行わず、撤去した原形

　　　 のまま運搬、廃棄を行うこと。

　　　② マニフェスト票の備考欄に「石綿含有成形品」であることを明示し、適正に処分

 　　　すること。

　（２）処分方法

　 　　専用の作業衣を着用すること。

　　　④ 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

ダクト切断部

フランジ外周部に飛散抑制剤の

100100 撤去対象たわみ継手・ダンパー

ダクト切断部

石綿含有ガスケット 塗布又はビニールテープ貼り

ダクト切断部 ダクト切断部

フランジ外周部に飛散抑制剤の

100 100

石綿含有ガスケット
塗布又はビニールテープ貼り

　　　① 撤去したフランジ付ダクトは、さらなる切断や破砕は行わず、撤去した原形の

　 　　まま運搬、廃棄を行うこと。

　（２）処分方法

　　　② マニフェスト票の備考欄に「石綿含有成形品」であることを明示し、適正に処分

 　　　すること。

　 　　専用の作業衣を着用すること。

　　　④ 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　⑤ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

使 用 箇 所

２. 関係法令の遵守

　また国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の次の図書についても遵守すること。

石綿含有建材の有無

石綿含有建材の種別

　　　 施すとともに、成形保温材前後の保温材を撤去する。

　（２）処分方法

　　　① 配管の切断に先立ち、飛散防止措置として成形保温材に飛散抑制剤の塗布を

　　　② ビニールシート等で成形保温材を包み、配管表面でテープ止めとし、密閉する。

　　　③ 配管の切断は、密閉部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　④ 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　⑤ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　　　⑤ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、

　　　 手袋、専用の作業衣を着用すること。

 　　　すること。

　　　② マニフェスト票の備考欄に「廃石綿」であることを明示し、適正に処分

　　　①撤去した成形保温材付き配管は、プラスチック袋等で二重に梱包し密封した上で、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律その他関係法令を遵守すること。

（１）公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

３. 事前調査

（３）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

（４）建築物解体工事共通仕様書・同解説

（２）公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

　 ・ 切断等による撤去等

　　　① 対象の石綿含有成形板は、撤去部を湿潤な状態とした後、切断等の処置行うこと。

　　　 また、切断等の範囲が最小限となるように施工すること。

 　　　措置を講ずること。

　　　 専用の作業衣を着用すること。

　　　 こと。但し、穿孔を行う際は、十分な集じん機能を有する局所集じん装置を使用し、

　　　 飛散防止とすること。

　　　② 作業箇所は、施工区画として側面４面を養生シート等で覆い、飛散防止に努める

　　　③ 残った切断部断面には、切断箇所から石綿が飛散することのないよう、飛散防止

　　　④ 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　⑤ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　 ・ 石綿含有けい酸カルシウム板第１種の切断等による撤去

　　　① 対象の石綿含有成形板は、撤去部を湿潤化した後、切断等の処置行うこと。

　　 　また、切断等の範囲が最小限となるように施工すること。

　 　　隔離を行うこと。

　 　　措置を講ずること。

　　　 シューズカバーを着用すること。

　　　② 作業箇所は、施工区画として側面４面及び床面を養生シート等で覆い、適切に

　　　③ 残った切断部断面には、切断箇所から石綿が飛散することのないよう、飛散防止

　　　④ 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　⑤ 作業にあたっては呼吸用保護具(電動ファン付き)、保護メガネ、手袋、保護衣、

　　　 こと。

　　　① 撤去した成形板は、切断や破砕は行わず、撤去した原形のまま運搬、廃棄を行う

　（２）処分方法

　　　② マニフェスト票の備考欄に「石綿含有成形板」であることを明示し、適正に処分

 　　　すること。

　 　 　

・ 石綿含有仕上塗材の撤去

 　電動工具を用いる方法とする。

 　　石綿含有仕上塗材の撤去は、原則として飛散防止のために十分な集塵機能を有する

　（１）撤去方法

　　　① 十分な集塵機能を有する電動工具を適切に使用し穿孔すること。

　　　 専用の作業衣を着用すること。

　　　② 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　③ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　　　〇印の付いた「番号」「・」の項目を適用する

　　　 専用の作業衣を着用すること。

　　　② 撤去後は、高性能真空掃除機(HEPAフィルター付き)にて清掃すること。

　　　③ 作業にあたっては呼吸用保護具(使い捨て式防塵マスク不可)、保護メガネ、手袋、

　（２）処分方法

　　　①回収した仕上塗材は、プラスチック袋等で二重に梱包し密封した上で運搬、廃棄を

　　　 行うこと。

　　　①コア抜き作業により影響を受ける石綿含有仕上塗材を撤去する。十分な集塵機能を

：石綿含有仕上塗材撤去範囲

外壁面等コア抜き要領

電動工具により撤去する。
石綿含有仕上塗材を集塵機能付き

穿孔機セット用アンカー

コア抜き

　　　② マニフェスト票の備考欄に「石綿含有仕上塗材」であることを明示し、適正に

 　　　処分すること。

　　　　有する電動工具を適切に使用しコア抜きすること。

　 ・　穿孔

　 ・　コア抜き（ダイヤモンドカッターによる）

 １. 撤去作業

・ 有　　　　　・ 無　　　　　・その他（                           ）

Ⅳ．石綿含有仕上塗材の撤去等

鹿児島市建設局建築部設備課

石 綿 含 有 保 温 材 等 及 び 石 綿 含 有 成 形 板 等 除 去 特 記 事 項

NO SCALE
石綿含有成形板等除去特記事項

石綿含有保温材等及び
３

　但し、事前調査を行い、新たに石綿含有が確認された場合や含有が疑われる場合は、

　大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、労働安全衛生規則、

行うこと。

解体等工事に着手した後に目視が可能となった時点で調査を行い、再度報告及び説明を

　さらに、監督員に書面で別途説明すること。

４. 施工計画 （１）事前調査の結果に基づき、施工計画書(作業管理組織図、作業方法、掲示方法、

　　産業廃棄物処理方法)を作成して監督員に提出すること。

　　支障が生じないように留意すること。

　　あること。

　　環境省作成「石綿含有廃棄物等処理マニュアル(第3版)」を参考とすること。

　　係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」及び令和3年3月

（３）作業従事者及び施設利用者等の安全に配慮するとともに、施設利用者等の活動に

（４）使用器具・機械類等は、石綿含有建材の撤去等に必要で適切な工具・機器類等で

（２）施工計画にあたり、令和3年3月厚生労働省及び環境省作成「建築物等の解体等に

６. 作業者

７．保管

８．運搬

９．後片付け

５. 掲示 （１）大気汚染防止法、石綿障害予防規則に定められた事項を掲示板により公衆及び

　　作業員の見やすい箇所に掲示すること。

（２）必要に応じて周辺住民等へ掲示等で周知すること。

（１）石綿障害予防規則に定める「石綿作業主任者」が作業管理者となり、その作業

　　管理者の指示に従って作業すること。

（１）現場に保管する場合は、一定の保管場所を定め、ほかの建設副産物等と分別して

　　保管し、シート等で覆うなど、飛散防止措置を講ずること。

（２）保管場所には、廃石綿等の保管場所であることの表示を行うこと。

　　しないこと。

　　最小限にすること。

（３）石綿含有建材の廃材の運搬車及び運搬容器は、当該建材等が飛散及び流出する

　　おそれのないものとすること。

（４）運搬車両の荷台に覆いをかけるなど、飛散防止措置を講ずること。

（１）シート等により区画、隔離した場合において、作業に使用した工具、足場等は

　　付着した石綿を除去した後、作業場外へ持ち出すこと。

　　また、作業衣及び呼吸用保護具も、廃棄のために袋に入れた場合以外は、付着した

　　石綿を除去した後、作業場外へ持ち出すこと。

（２）区画、隔離養生に用いたシート等を再使用する際は、区画、養生を片付ける前に

　　高性能真空掃除機等により付着した粉じんを除去すること。

（３）区画、隔離等に用いたシート等を処分する際は、石綿繊維等粉じん付着面を

10．作業の結果の報告 　除去作業が完了したときは、その結果を遅滞なく監督員へ書面で報告すること。

告すること。報告は、原則として石綿事前調査報告システムから電子申請で行うこと。

　また、法令に基づき速やかにその結果を鹿児島市環境保全課及び労働基準監督署に報

　　内側にして折りたたんだ後に密封処理を行い、石綿含有建材同様の処理を行うこと。

（２）石綿含有建材の廃材の集積、積み込みに当たっては、廃棄物の積み替え移動回数を

（１）石綿含有建材の廃材を高所から移動する場合は、揚重機を使用して、高所より投下

（２）作業者は、就業時に石綿障害予防規則に基づく特別の教育を受けた者とすること。

　建築物の構造上、解体等工事に着手する前に目視することができない箇所にあっては、

R8.4
令和8年度版改訂（改訂1）

　施工に先立ち改修、解体等の対象建材について石綿等使用の状況を監督員に確認した

上で事前調査を行うこと。なお、建築物及び石綿等が使用されているおそれが高いもの

として厚生労働大臣及び環境大臣が定める工作物に係る事前調査は、適切に当該調査を

実施するために必要な知識を有する者として厚生労働大臣及び環境大臣が定める者が行

うこと。

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

全３２

・ 石綿含有保温材等　　　　・ 石綿含有成形板等　　　　・ 石綿含有仕上塗材

アクリル系吹付タイル 外壁外壁
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新設マルチ式空調室外機

ＡＳ

１１

ＡＳ

アスファルトカット・復旧

Ｏ

Ｓ

Ｓ－Ｂ

ハンガーポスト
規　　格 ケーブル

ハンガー
ケーブル鉄　蓋記　号

　９００×　９００×１３００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　６ Ｒ５０×　６

　９００×　９００×１３００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０

　９００×　９００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０

１

２

３

４

　６００×　６００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　２ Ｃ２１０×　２ Ｒ５０×　２５

　８００×　８００×１２００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４６ １０００Ｌ×　４

　９００×　９００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０

支持碍子

ハンドホール表 （既　設）

Ｃ２１０×　５

Ｃ２１０×　２ Ｒ５０×　２

６００Ｌ×　５

６００Ｌ×　２

６００Ｌ×　４

４００Ｌ×　２
Ｒ５０×　５

Ｃ２１０×　２

Ｃ２１０×　２

Ｒ５０×　２

Ｒ５０×　２
Ｃ２１０×　４
Ｃ２１０×　４

Ｒ５０×　４
Ｒ５０×　４

１２５φ×　１

１００φ×　１
１２５φ×　１

コア抜き
Ｄ＝１００

　５０φ×　２

Ｒ８Ｋ－６０ ８００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４　９００×　９００×　９００Ｈ８

１５０φ×１０
１２５φ×　４
１００φ×　３

１５００×１５００×１５００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ １２００Ｌ×　８ Ｃ３１０×３２ Ｒ７５×３２

ハンガーポスト規　　格
ケーブル

ハンガー
ケーブル

支持碍子鉄　蓋記　号

ハンドホール表

Ｒ８Ｋ－６０ Ｃ３１０×　４

Ｒ２Ｋ－６０１５００×１５００×１２００Ｈ

９

１０ １０００Ｌ×　８

Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４　９００×　９００×　９００Ｈ１１

Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４Ａ

Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４　９００×　９００×　９００ＨＢ

　９００×　９００×　９００Ｈ

（新　設）

Ｒ７５×　４

調整リング

Ｈ１００×　１

Ｈ１００×　１

Ｈ１００×　１

Ｈ１００×　１

Ｈ１００×　１

７

１２００×１２００×　９００Ｈ 　６００Ｌ×　４

Ｃ３１０×２４ Ｒ７５×２４

鹿
児
島
蒲
生
線

九
州
縦
貫
自
動
車
道

吉田支所

本城小学校

本名小学校

県立青少年研修センター

吉田駐在所

宮之浦保育所

吉水公民館
吉田南中学校

Ｎ

工事場所：吉田文化体育センター

【工事内容】
　１　．既設受変電設備改修工事（ＰＡＳ更新・配電盤・変圧器改修、高圧分岐回路新設）
　２　．新設受変電設備設置工事（屋外キュービクル新設）
　３　．構内配電線路工事（高圧分岐・空調動力幹線新設）
　４Ａ．動力幹線工事（空調動力幹線新設）
　４Ｂ．動力分岐工事（空調動力分岐配線新設、既設制御盤・分岐配線改修）
　５Ａ．電灯幹線工事（アリーナ照明用電灯幹線改修　３φ３Ｗ→１φ２Ｗ）
　５Ｂ．電灯分岐工事（アリーナ照明電灯盤改修、空調室内機電源新設）
　６　．自動火災報知設備改修工事（感知器移設）
　７　．撤去工事（既設・熱源・空気調和機・ファンコイル電源撤去）
　８　．取外し・再取付工事（照明・非常照明・誘導灯・スピーカ・感知器取外し・再取付）

［注　　記］
　１．工程については、事前に監督員、施設管理者、電気主任技術者及び電気事業者等と協議し、
　　　施設運営に支障がないようにすること。

　３．工事施工にあたっては、施工前に監督員、施設管理者、電気主任技術者及び電気事業者と協議のうえ
　　　作業計画書を作成し、係員の承諾を得た後施工すること。
　４．工事施工にあたっては、施設利用者等の安全を確保し、事故防止に万全を期すこと。
　５．工事施工にあたっては、必要があれば仮設電源を設けるなどの対応をとること。
　６．電気主任技術者と協議のうえ、試験・調整等を行い、試験結果報告書を提出すること。
　７．既設を利用するキュービクル用の接地は、改修前後に接地抵抗測定を行い報告書を提出すること。

　　　施工を行うこと。
　８．工事着手前に図面照査並びに既存部分を十分調査し、既存設備に支障を及ぼさないよう注意して

　９．図面に記載がないものについても機能上必要になる物については本工事内で施工を行うこと。

１１．屋外で使用する配管支持材等は、ステンレス製又は溶融亜鉛めっき製を原則とする。
１２．本工事の施工にて、必要とする届出等は、遅滞なく行うこと。
１３．機器等の調達遅延を含め、受注者の責めによらない事由により、工程に影響が生じる場合には、
　　　工事の一時中止や工期延長について発注者と協議すること。なお、工事を全面的に一時中止している

　２．工事は停電を伴うため、速やかに製品の納期等を確認し、施設管理者と協議して実施日を決定すること。

１０．万一既存設備に損傷を与えた場合は、速やかに監督員に報告し、受注者の負担にて原形復旧を行うこと。

　　　期間は、監理技術者等の専任を要しない期間とする。

記　号 名　　称 配　　線

幹線配線表

予　備

ＣＶ５．５　－２Ｃ屋外灯

Ｄ ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥＴ　３８Ｅ

空調動力

空調動力

Ｇ 浄化槽　動力幹線 ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ，Ｅ５．５

浄化槽　一括警報 ＣＶＶ　２　－２Ｃ，Ｅ５．５

屋外灯

ＣＶ　２２　－２Ｃ，Ｅ５．５屋外灯

予　備

Ｈ 浄化槽　動力幹線

予　備

Ｓ－Ａ空調動力

Ｆ Ｓ－Ａ空調動力

Ｏ Ｓ－Ｂ空調動力

浄化槽　一括警報

ＣＶ　２２　－２Ｃ，Ｅ５．５

ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２

改修内容

〃

既　設

既　設

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

既　設

既　設

配線新設

新　設

新　設

配　管

（ＦＥＰ１００）

≪ＦＥＰ１００≫

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ５０）

（ＧＰ４２）

（ＧＰ２２）

（ＧＰ３６）

（ＧＰ３６）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ３０）

注．下表のケーブル支持材の下段は、追加材を示す。

（ＦＥＰ８０）※

（ＦＥＰ６５）※

※　露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護



ＧＬ＋１５０
空調機械室

ＧＬ＋１，０００
アリーナ

電気室
ＧＬ＋１，０００

ＧＬ－６５０

側溝

ＡＳ

ＡＳ

土

土

８

Ａ

Ｃ２Ｃ１Ｃ

高圧配電線路

高圧配電線

Ｂ Ｄ
ＥＤ

２

３

（ｂ）０１４－ヘ６２１ （ｃ）０１４－ヘ６２２

１

４ ５３２１

６，０００ ７，１５０ ７，０００ ７，０００

Ｂ

ＥＢ

１

新設キュービクル

ＥＬＡ

Ａ

ＥＤ

Ｓ

Ｓ－Ｃ２

冷却塔置場　分岐配線図（改修後）参照

７

９

１０

Ｎ

Ｓ

Ｓ－Ｃ１

Ｌ

構内配電線路図（電気室）参照

高圧引込線

記　号 名　　称 改修内容配　　線 配　管

幹線配線表

消火ポンプ

予　備

　〃

　〃

Ｊ 発電機商用電源

消火ポンプ

予　備

　〃

　〃

Ｉ 発電機商用電源 既　設

既　設

既設非常用発電機

記　号 名　　称 改修内容

Ａ

配　　線 配　管

（ＦＥＰ８０）

（ＦＥＰ５０）

高圧引込

予　備

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８Ｂ

（ＧＰ８２）

〃

〃

（ＧＰ８２）

（ＧＰ２８）

Ｃ

高圧引込 ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８

（ＦＥＰ８０）予　備

予　備

（ＧＰ８２）

予　備 （ＧＰ８２）

予　備

〃

〃

〃

〃

〃

予　備

空調動力 ＥＭ－ＣＥＴ　３８

予　備

〃

（ＦＥＰ１００）

≪ＦＥＰ１００≫

（ＦＥＰ１００）

ＣＶ５．５　－２Ｃ

ＣＶ５．５　－２Ｃ

（ＦＥＰ８０）

予　備

屋外灯

屋外灯

Ｄ 空調動力 ＥＭ－ＣＥＴ　３８

既設のまま

既設のまま

（ＧＰ４２）

（ＦＥＰ３０）

Ｃ１

Ｃ２

幹線配線表

高圧引込 ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８ （ＦＥＰ８０） 既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

〃

Ｓ－Ａ空調動力

（ＦＥＰ８０）

配線新設

記　号 名　　称 改修内容配　　線 配　管

幹線配線表 （新設高圧管路）

（既設並びに低圧管路） （既設並びに低圧管路）

ＥＭ－ＩＥ　６０　×１（ＨＩＶＥ２２）　ＥＢ
新　設

ＥＭ－ＩＥ　３８　×１（ＨＩＶＥ１６）　ＥＡ，Ｄ
新　設

ＥＡ，Ｄ

Ｍ ｍ

Ｍ ｍ

Ａ

構内配電線路図（部分図） Ｓ＝１／２００

高圧分岐 新　設

〃

１

予　備

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２

鹿児島市建設局建築部設備課

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事
有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

改 修 後

全３２

Ａ３：１／２００構内配電線路図（部分図）（改修後） ５

（ａ）０１４－ヘ７２４

：アスファルトはつり・復旧範囲を示す。

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２

１

１

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２　，Ｅ５．５Ｊ

Ｊ

（ＦＥＰ８０）

ＥＭ－ＣＥＴ２００

新　設

〃

〃

〃

〃空調動力

Ｓ－Ｃ１空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ１

空調動力 Ｓ－Ｃ１Ｌ

Ｓ－Ａ空調動力

予　備

予　備

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ６５）

〃

〃

（ＦＥＰ８０） 〃予　備

ＥＭ－ＣＥ５．５　－２ＣＬ１４キュービクル

〃

〃

〃

〃

空調動力

空調動力

Ｓ－Ｃ１空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ１

Ｓ－Ｃ１

（ＦＥＰ８０） 〃予　備

〃

〃

Ｍ 新　設

空調動力 Ｓ－Ａ （ＦＥＰ８０）

（ＦＥＰ６５）

新　設

〃予　備

Ｎ

新　設ｍ （ＦＥＰ３０）ＥＭ－ＣＥ５．５　－２ＣＬ１４キュービクル

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２

ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ４０）

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）※１

（ＦＥＰ４０）※２

（ＦＥＰ５０）※１

※２　露出立ち上がり部はＳＧＰ６５にて保護
※１　露出立ち上がり部はＳＧＰ８０にて保護

幹線・分岐配線図参照

Ｉ

（ＦＥＰ３０）

Ｎ

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

（ＦＥＰ８０）※１

（ＦＥＰ８０）※１

※１　露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護



改修内容仕　　　様名　　称記　号

凡　例　表 （改修後）

改修内容仕　　　様名　　称記　号

高 圧 配 電 柱 コンクリート柱

〃

〃 　　　〃

Ｂ 〃

１３ｍ－１９ｃｍ－　７．０ｋＮ

１５ｍ－１９ｃｍ－　７．０ｋＮ

１５ｍ－２２ｃｍ－１５．０ｋＮ

－

－

－

ａ

ｂ

ｃ

　　　〃 ＋継柱

＋継柱

　　　〃

鋼管柱支 線 柱

支 　 線

〃

〃

凡　例　表 （改修前）

ｎ

〃 通信用

ハ ン ド ホ ー ル 別表参照電力用

〃

既設のまま

注．改修後図面中の点線表記の記号は、改修前凡例表参照

地中埋設配管　特記事項

管路掘削断面参考図

ｈ

ａ

ｄ
ｄ

ｂ

Ｈ

ｄ ｂ ｄ ｂ ｄ ｂ

Ｗ

ケーブルシート ケーブルシート

７

ｄ ａ

ｄ４ ｄ５ ｄ６

ｄ２ｄ１ ｄ３

［注　記］
　１．土被りｈは、地盤仕上げ（ＡＳ・土間ＣＯＮ）がある場合は、

　　　・高圧：　６００以上
　２．ケーブルシート（２倍長折込）は土被りの１／２の深さに敷設
　　　とし、並列複数管路については、管路全幅をカバーすること。
　　　（複数枚を並列敷設する場合のシート間の隙間が、１００～１５０
　　　程度は可とする）
　３．土工事着手前に既設図及び現場にて既設埋設物の長さを実施す
　　　ること。
　４．土工事は各管路において、本注記並びに下記を基に施工図を作
　　　成し、施工の際は出来形管理表・写真等により、出来形管理を
　　　十分に行うこと。
　５．配管敷設は、原則として予備配管を上段とすること。
　６．左図に、参考例を示す。

［記号凡例・基準］
Ｈ
ｈ
Ｗ
ｄ
ａ

ｂ

：根切り深さ
：管上土被り（上記参照）
：根切り幅
：管外径
：作業余幅
Ｈ＜１０００
Ｈ≧１０００

：管離隔
ｄ≦５０
５０＜ｄ≦１５０
ｄ＞１５０

ａ＝２００
ａ＝４００

ｂ＝　５０
ｂ＝　７０

ＨＨ．７～ＨＨ．９（管路Ｍ）

既設のまま

ｎ ハ ン ド ホ ー ル 別表参照 新　設電力用

構 内 引 込 柱 　　　〃 １２ｍ－１９ｃｍ－　５．０ｋＮＡ ＰＡＳ撤去

　　　〃 １２ｍ－１９ｃｍ－　５．０ｋＮＡ ＰＡＳ新設既設構内引込柱

電気設備工事 備　　考工　事　内　容

・空気調和設備改修工事の工事区分は下記による。

工事区分表

１．改　修

・空調機器　新設

・熱源機器　新設

●

●

・マルチ式空調室外機器電源　新設 ●

●

・熱源機器電源　新設

・空気調和機起動信号

●

● ＣＰ－１からＬＭ－１まで

機械設備工事

・同上個別リモコンスイッチ配線

・同上個別リモコンスイッチ

・集中リモコンスイッチ

●

●

・同上リモコンスイッチ配線 ●

ＦＣＵスイッチ用配管再利用

・同上リモコンスイッチ電源 ●

・膨張タンク　電極改修 ● 取外し・再取付

●・中央監視盤　改修 電気関係　監視ポイント見直し含む

・マルチ式空調室内機器電源　新設

・マルチ式空調室内機冷媒安全装置

●

●

ＦＣＵスイッチ用ボックス再利用

電源共

熱源機器置場フェンス共

鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

全３２

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ
凡例表（改修後・改修前）、
工事区分表、地中埋設配管　特記
事項

６

ＥＬＨ

Ａ

Ｂ

Ｄ

〃

〃

〃

〃

Ａ種（高圧避雷器）

Ａ　種

Ｂ　種

埋 設 標 示 板 黄銅製

接 地 極

〃

〃

〃

制 御 盤

電 灯 分 電 盤

〃Ｄ　種〃

〃

〃

〃

動 力 分 電 盤

ＦＬ　４０Ｗ　×　３

ＦＬ　４０Ｗ　×　２

ＦＬ　４０Ｗ　×　１

〃

〃

〃

ＦＬ　２０Ｗ　×　１

ＦＬ　２０Ｗ　×　６

ＦＰＬ３６Ｗ　×　４

ＦＬ　２０Ｗ　×　２

〃

〃

非 常 照 明 器 具

誘 導 灯

〃

〃

ＦＤＬ１３Ｗ，１８Ｗ

ＬＥＤライトバー

ＦＬ　４０Ｗ　×　２

ＦＬ　２０Ｗ　×　２

ＩＬ　２０Ｗ　×　１

〃

〃

ＦＰＬ３６Ｗ　×　３

ＭＦ２５０Ｗ　×　１

ＦＬ　２０Ｗ　×　１

〃

既設のまま

〃

〃

〃

既設のまま

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

内部改修

〃

電 灯 分 電 盤

動 力 制 御 盤 　　〃

結線図参照

開 閉 器 盤 結線図参照Ｓ

照 明 器 具

〃

〃

〃

　　　　〃

　　　　〃

〃

天井埋込型

既設のまま

既設のまま

防 犯 セ ン サ ー

既設のまま

埋込コンセント

差動式　２種　露出 取外し

光電式　２種　露出〃

２

Ｓ

Ｓ

Ｓ

光電式　３種　露出

天井取付型

Ｆ 撤　去速度調整スイッチ

既設のまま

ス ピ ー カ ー

操 作 用 押 釦

　　〃

大角連用形

２Ｐ１５Ａ×２

１ａ＋１ｂ

取外し

取外し

撤　去

　　　〃〃

プ ル ボ ッ ク ス

架空配線

地中埋設配管

〃

〃

〃

露出配管

ケーブルラック配線 別表又は

傍記参照

異 種 管 接 続 材 ＧＰ－ＦＥＰ

配 線 ・ 配 管

〃

床 下 点 検 口

４５０角

６００角

６００角 〃

天 井 点 検 口

〃

既設のまま

既設のまま

既設のまま

傍記又は別表参照

Ａ

撤　去

個別パッケージエアコン用

撤　去ボ ッ ク ス ＯＢ　鋼板製

Ｗ

リモコンスイッチ

ファンコイル用

　　　〃　　　（ウォルボックス）リ レ ー 盤

既設のまま

機械設備工事

スポット型感知器

〃

〃

キャッツアイ

地 中 埋 設 標

Ａ，Ｄ

Ｂ 〃 〃

Ａ　種　　　　　　　埋設標示板共

Ｂ　種　　　　　　　　　〃

Ｄ　種（ＥＬＣＢ）　　　〃〃 〃Ｄ
（ＥＬＣＢ）

〃

内部改修

〃

電 灯 分 電 盤

動 力 制 御 盤

結線図参照

手 元 開 閉 器 盤

　　〃

　　〃 新　設

大角連用形 ２Ｐ１５Ａ×２ 再取付

差動式　２種　露出スポット型感知器 再取付

〃

埋込コンセント２

光電式　２種　露出Ｓ 〃

Ｓ

黄銅製

〃

〃埋 設 標 示 板

接 地 極

傍記又は別表参照プ ル ボ ッ ク ス

Ｋ

新　設

ボ ッ ク ス ＯＢ　中深　Ｃ付　樹脂製鋼板製

天 井 点 検 口

コ ア 抜 き

は つ り 工 事

新　設

本工事

〃

４５０角　開口補強共

　〃　　　復旧共

傍記参照

〃

Ｋ 丸　形　ステンレス　刻印 新　設カバープレート

〃 〃

キャッツアイ

〃地 中 埋 設 標

〃

コンクリート製

コンクリート製

角　形　ステンレス

２．撤　去

●

・空調機器　撤去

・熱源機器　撤去

●

●

・熱源，空調機器電源　撤去

●

●

・同上　配線撤去

・ファンコイル　リレー盤（天井内）

・ファンコイルスイッチ　撤去

・同上埋込ボックス　再使用

●

● リモコンスイッチ又はカバープレート

● 各図参照・天井点検口 ●

● 注．電気も使用可とする。

音響・調光室　押釦スイッチ含む

冷却塔置場フェンス共

・内部足場

架空配線

地中埋設配管

〃

〃

〃

露出配管

別表又は

傍記参照

配 線 ・ 配 管

二重天井内ケーブル支持配線・ケーブルラック配線

　　　・低圧：　６００以上
　　　地盤仕上げ下部より、管上とし、原則として下記とする。

ＧＬ
アスファルト

再生砕石

５
０



９０００Ｖ

１８００ｋＷ

Ｌ
－

２
１

０
７

※Ｅ’

受変電設備　単線結線図

：既設幹線流用を示す。

６６００／２１０Ｖ
Ｔｒ　３φ３Ｗ

２００ｋＶＡ（ＯＩＬ）

Ｆ×２

ＣＴ×２
７５０／５Ａ

１５０ｋＶＡ（ＯＩＬ）
６６００／２１０－１０５Ｖ

Ｆ×２

ＣＴ×２
１，０００／５Ａ

Ｔｒ　１φ３Ｗ

ＣｕＢ
既　設

ＣｕＢ
既　設

※Ｈ

ＥＬＲ２ＥＬＲ１

ＣｕＢ
新　設

ＣｕＢ
新　設

１
ＥＬＲ ＯＣＲ

●：中央監視盤へ故障表示を示す。

ＥＡＥＤＥＢＥｔＥｔ

Ｅ
３

８
ｓ
ｑ

Ｅ
３

８
ｓ
ｑ

Ｅ
６

０
ｓ
ｑ

Ｅ
　

８
ｓ
ｑ

Ｅ
　

８
ｓ
ｑ

ＥＤＥＢ ＥＡ

ＥＡ

※Ｈ※Ｋ ※Ｋ

ＣＨ

７．２ＫＶ

ＶＴＴ

ＣＴ×２

７．２ＫＶ

ＥＤＥＡ

ＥＤ

３Ｐ　ＤＳ

４００Ａ

ＶＣＢ（２０１３）

４００Ａ　８ｋＡ

１５０／５Ａ

ＶＴ×２Ｆ

高圧引込盤

高圧受電盤

ＥＡ

※Ｂ

※Ｄ

Ｆ×２

ＣＨ

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８
※Ａ 既　設

ＬＢＳ
７．２ｋＶ　２００Ａ

ＥＡ

Ｉ　　＞

（２０１３）

３

ＣＨ

ＶＣＴ

３φ３Ｗ　６，６００Ｖ
電力引込

Ｗｈ

ＥＬＡ

ＣＨ

ＺＰＤ

※Ｆ ※Ｆ

開
閉
器

容
量

負
荷

容
量

負
荷
名

称

２
０

３

２
０

４

２
０

２

２
０

１

Ｃ
Ｂ
　
Ｎ

ｏ
（
幹
線

Ｎ
ｏ
）

（
Ｍ

１
）

（
Ｍ

２
）

（
Ｍ

３
）

（
Ｍ

４
）

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

４
０
０

Ａ
Ｆ
／

３
０
０

Ａ
Ｔ

４
０
０

Ａ
Ｆ
／

３
０
０

Ａ
Ｔ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

２
０
０

Ａ
Ｔ

Ｌ
Ｍ

－
１

Ｌ
Ｍ

－
１

Ｓ
－

Ｂ

Ｌ
Ｍ

－
１

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

Ｔ
　
６

０
ｓ
ｑ

（
ｋ

Ｗ
）

Ｉ
Ｖ

　
２
２

ｓ
ｑ
×

３

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

１
０
０

Ａ
Ｆ
／

　
７
５

Ａ
Ｔ

１
０
０

Ａ
Ｆ
／

１
０
０

Ａ
Ｔ

　
５
０

Ａ
Ｆ
／

　
５
０

Ａ
Ｔ

浄
化

槽

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
室

空
調

機

２
０

６

２
０

７

２
０

９

（
Ｍ

６
）

（
Ｍ

７
）

（
Ｍ

９
）

Ｉ
Ｖ

　
６
０

ｓ
ｑ
×

３

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

Ｔ
　
３

８
ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ
１

０
０

Ａ
Ｆ
／

１
０
０

Ａ
Ｔ

非
常

用
発
電

機
（
消

火
ポ
ン

プ
）

２
１

０
（
Ｍ

１
０
）

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ
２

２
５

Ａ
Ｆ
／

２
０
０

Ａ
Ｔ

低
圧

進
相
コ

ン
デ

ン
サ

２
１

１

Ｃ
Ｖ

Ｔ
　
６

０
ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ

４
０
０

Ａ
Ｆ
／

３
０
０

Ａ
Ｔ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

１
５
０

Ａ
Ｔ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

１
５
０

Ａ
Ｔ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

１
５
０

Ａ
Ｔ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

１
５
０

Ａ
Ｔ

Ｌ
－

４

Ｌ
－

１

Ｌ
－

３

開
閉
器

容
量

負
荷

容
量

負
荷
名

称

１
０

１

１
０

３

１
０

２

（
Ｌ

１
）

（
Ｌ

２
）

（
Ｌ

３
）

Ｃ
Ｂ
　
Ｎ

ｏ
（
幹
線

Ｎ
ｏ
）

１
０

４

１
０

５

（
Ｌ

４
）

（
Ｌ

５
）

（
ｋ

Ｖ
Ａ

）

Ｉ
Ｖ

２
０
０

ｓ
ｑ
×

３
Ｉ
Ｖ

５
．
５

ｓ
ｑ
×

３

Ｉ
Ｖ

１
０
０

ｓ
ｑ
×

３

Ｉ
Ｖ

　
２
２

ｓ
ｑ
×

３
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

２
２
５

Ａ
Ｆ
／

１
５
０

Ａ
Ｔ

１
０
０

Ａ
Ｆ
／

１
０
０

Ａ
Ｔ

１
０
０

Ａ
Ｆ
／

　
７
５

Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ

　
５
０

Ａ
Ｆ
／

　
１
５

Ａ
Ｔ

　
５
０

Ａ
Ｆ
／

　
１
５

Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
３

Ｐ
Ｌ
Ｍ

－
１

電
力

増
幅
架

Ｅ
Ｌ

Ｒ
用
電

源

１
０

８

１
０

９

（
Ｌ

７
）

（
Ｌ

８
）

（
Ｌ

９
）

１
１

１

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

　
３
８

ｓ
ｑ
－

２
Ｃ

１
１

２

Ｅ
ｃ

ｏ
ね
っ

と
電

源

１
１

３

１
１

４

所
内

電
源
　

屋
外

キ
ュ
ー

ビ
ル

所
内
電

源

高圧受電盤№２

ＳＣ

ＳＲ

ＭＣ

（２０１３）

リアクトル内蔵
低圧進相コンデンサ

ＳＣ：５３．２ｋｖａｒ
ＳＲ：Ｌ＝６％

※Ｊ

Ｉ　　＞
ＺＣＴ

ＣＨ（屋内）

舞
台

吊
物
制

御
盤

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

配線新設 配線新設※Ｅ’

※Ｇ ※Ｇ

ＥＬＲ
２

ＤＧＲ

●

高圧分岐盤

※Ｉ

●

●●

電圧引外し装置付

ＥＢＥＤ

※Ｌ

ＥＤ

ＥＤ

幹
線

仕
様

幹
線

仕
様

Ｆ＝Ｇ７５Ａ×３

ＬＢＳ
７．２ｋＶ　２００Ａ
Ｆ＝Ｇ５０Ａ×２

ＬＢＳ
７．２ｋＶ　２００Ａ
Ｆ＝Ｇ４０Ａ×３

Ｉ
Ｖ

　
６
０

ｓ
ｑ
×

３

Ｃ
Ｖ

Ｔ
　
３

８
ｓ
ｑ

（屋内）

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

Ｔ
１
０

０
ｓ
ｑ

低圧電灯盤 ※Ｉ 低圧動力盤 ※Ｉ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ
　

５
０

Ａ
Ｆ
／

　
２
０

Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
　
２

Ｐ
　

５
０

Ａ
Ｆ
／

　
２
０

Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

　
３
８

ｓ
ｑ
－

２
Ｃ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

５
．
５

ｓ
ｑ
－

２
Ｃ

ＤＧＲ電源
５０ＡＦ／２０ＡＴ
ＭＣＣＢ２Ｐ

（電気室内　既設キュービクル）

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

Ｔ
　
６

０
ｓ
ｑ

Ｃ
Ｖ

Ｔ
　
６

０
ｓ
ｑ

Ｌ
－

１

Ｌ
－

１

（
１
φ

　
２
０

０
Ｖ
）

（
１
φ

　
２
０

０
Ｖ
）

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ
Ｅ

Ｔ
　
３

８
ｓ
ｑ

１
９

．
７

４

２
７

．
６

１
０

．
０

　
０

．
２

２
７

．
４

１
２

絶
縁

監
視
装

置
電

源

合計負荷容量：
補正負荷容量：

合計負荷容量：
補正負荷容量：

３
０

．
０

３
０

．
０

４
０

．
１

　
６

．
９

５

　
２

．
４

　
６

．
５

７

１
５

．
０

ＰＡＳ（ＳＵＳケース）
７．２ＫＶ　２００Ａ
ＶＴ・ＬＡ内蔵型
ＧＲ付（方向性）
モールドコーン形

※Ｃ

※１

※Ａ

※Ｃ

・計器用変圧器

ＤＳ　７．２ｋＶ　４００Ａ×１

：　〃

※Ｂ

・高圧引込ケーブル ：既設流用

・高圧断路器（３極）

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ

：新　設

６６００／１１０Ｖ　　　　　×２

ＣＴＴ

特記事項

＜受変電設備（既設キュービクル）　改修＞

※１ 高圧引込用負荷開閉器取替

・高圧交流気中負荷開閉器 ＰＡＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ（ＳＵＳ） ：新　設

（ＶＴ・ＬＡ内蔵、方向性ＧＲ付）

　（ＳＯＧ制御装置含む）

　（モールドコーン形）

鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

単線結線図（改修後）
受変電設備（既設キュービクル）

全３２

改 修 後

７

（屋内）

新
設
屋
外
キ
ュー

ビ
ク
ル

（

別
紙
単
線
結
線
図
参
照）

ＰＡＳ附属ケーブル

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

３
７

．
６

６
４

２
５

．
０

５

２
７

．
５

６
３

　
４

．
５

２
８

１
８

．
７

２
２

２
５

Ａ
Ｆ
／

１
２
５

Ａ
Ｔ

１７９．８ｋＶＡ
１１０．８ｋＶＡ １６５．８ｋＶＡ

２２４．３ｋＶＡ（１４９．７ｋＷ）

（ＨＩＶＥ２８）
配管・配線新設（支持金具は既設流用）

Ｉ　　＞

ＳＯＧ制御装置
（ＳＵＳボックス）

※自在バンド×１ 新設共

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２
※Ｅ

※Ｅ

　　　（電圧引外し装置付・補助スイッチ付）を開放し、継電器の動作を出力する無電圧Ａ接点
　２．新設する高圧分岐（屋外キュービクル送り）は、地絡方向継電器にて高圧交流負荷開閉器

　　　有する制御回路を構成すること。
　３．新設する高圧交流負荷開閉器は、高圧分岐用を含めて全てストライカ引外し機構付とする。
　４．新設する変圧器は、トップランナー変圧器（２０２６）とし、耐震ストッパー付防振ゴム
　　　据付とする。
　５．変圧器を保護する電力ヒューズは、選定する変圧器メーカーの推奨値とヒューズ定格電流
　　　のＴ値を含めた検討の上、決定すること。（本図定格電流は参考値）
　６．低圧電灯盤面に保守用コンセントを１箇所設置とする。
　　　（２Ｐ１５＋電話線チップ×２　埋込　ステンレスプレート）

　１．新設する指示計器は、デジタルマルチメータ（デマンド値が表示可能なもの）とする。
　　　（高圧受電盤はプレート改修要）

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

ブ
ラ

ン
ク
パ

ネ
ル

Ｖ

Ａ

Ｗ

φ
ＣＯＳ

×２

１５０Ａ

３００Ｖ

１０００Ａ

３００Ｖ

７５０Ａ

高圧引込盤改修

高圧受電盤改修

・盤面ブランクパネル

高圧分岐盤改修（旧高圧コンデンサ盤）※Ｄ

・端末処理材（屋内）

ＬＢＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ・高圧交流負荷開閉器

・同上用電力ヒューズ

　（電圧引外し装置付・補助接点付）

Ｆ＝Ｇ７５Ａ　　　　　　　　×３

・盤名称 ＮＰ「高圧分岐盤」

ＺＰＤ・零相電圧検出器

・零相変流器 ＺＣＴ

・地絡方向継電器 ＤＧＲ

：新　設

：　〃

：　〃

：　〃

：変　更

：新　設

：　〃コンデンサ形

（電源回路共）

・高圧分岐ケーブル※Ｅ

：　〃

：　〃ＺＣＴＴ・ＤＧＲ用試験端子

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２ｓｑ

※Ｅ’・高圧母線ケーブル ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２ｓｑ ：新　設

※Ｇ ・高圧交流負荷開閉器

※Ｆ ・高圧母線 銅バー

・ＬＢＳ一次・二次配線

※Ｈ

・三相変圧器（油入）

・単相変圧器（油入）

ＫＩＰ　１４ｓｑ

Ｔｒ　１φ３Ｗ　１５０ｋＶＡ

Ｆ＝Ｇ５０Ａ　　　　　　　　×２

Ｆ＝Ｇ４０Ａ　　　　　　　　×３

・同上用電力ヒューズ

　　　　　〃

※Ｉ

・低圧電灯盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線・コンセント）

低圧配電盤改修

・低圧動力盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

・高圧受電盤№２

・リアクトル内蔵低圧進相コンデンサ※Ｊ

×２

　同上名称変更「低圧動力盤№１」→「低圧動力盤」

　同上名称変更「低圧動力盤№２」→「高圧受電盤№２」

・接地端子板（高圧引込盤）

Ｔｒ　３φ３Ｗ　２００ｋＶＡ

接地端子板（低圧動力盤）

※Ｋ

※Ｋ

※Ｌ ・移報配線

・中央監視装置 監視ポイント修正

・漏電継電器（零相変流器共）

・接地端子

ＤＧＲ用（既設端子台まで）

Ｄ種用

：新　設

：既設流用

：　〃

：新　設

：　〃

：　〃

：　〃

：新　設

：　〃

：　〃

：　〃

：既設流用

：移　設

：増　設

：新　設

：別途機械設備工事

ＬＢＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ×２

Ｖ、Ａ、Ｗ、ＣＯＳφ ：新　設・デジタルマルチメータ

・計器用変流器

：　〃

：　〃

ＣＨ　６．６ｋＶ　ＣＥＴ　２２ｓｑ×２

ＣＴ　１５０／５Ａ　　　　　×２



５ ６

７，０００

１
，

２
０

０
１
，

０
０
０

１
，

０
０
０

５
，

０
０

０

Ｋ

Ｌ

５
，

０
０

０

Ｋ

Ｌ

９
０

０
６

４
５

（
参
考

値
）

（
参

考
値

）

新　設

高圧引込盤

高圧受電盤

低圧電灯盤

低圧動力盤№１

Ａ種接地
≪ＶＥ４２≫

配線新設

ＩＶ　３８　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　６０　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　３８　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　　８　×２（ＶＥ２２）

（接地極線）既　設
Ａ種
Ｂ種
Ｄ種
補助

Ｅｔ ＥｔＥＤＥＡ

Ｅ８ Ｅ８Ｅ３８Ｅ３８

構内配電線路図参照

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＧＰ８２）

既　設

予　備
空調動力

既　設
ＣＶ　５．５　－２Ｃ（ＧＰ２８） 屋外灯

（ＧＰ８２）

ア’

イ

鋼板製

ア

Ｎ

既　設（アリーナ床下）
６００×８００×５５０Ｈ（　　　　　）

１階　幹線・空調分岐配線図参照

高圧引込盤

低圧電灯盤

電気室

低圧盤背面側 低圧盤正面側

Ｓ＝１／　６０電気室　機器配置図

Ｎ

改修内容

〃Ｌ－２

配　管

Ｌ－３

ＣＶＶ　２　－１０Ｃ

配　　線名称　　　　　（幹線№）

ＩＶ　２２　×３舞台吊物制御盤

浄化槽

中央監視盤

ＩＶ　６０　×３

〃

〃

（ＧＰ２８）

（ＧＰ３６）

〃ＩＶ　２２　×３

ＩＶ　６０　×３

ＩＶ１００　×３

（ＧＰ３６）

Ｌ－４ ＩＶ２００　×３

ＩＶ５．５　×３

接地母線 ＩＶ　３８　×１

ＩＶ　６０　×１

（ＧＰ７０）

（ＧＰ７０）
〃

〃

電力増幅架

（舞台調光盤）（Ｌ３）

（Ｌ３）

（Ｌ７）

（Ｌ９）

（Ｍ６）

（Ｍ９）

ＩＶ　２２　×３

ＩＶ　８　×３

屋外灯

ア’

ア

イ

ガーデンライト

（ＧＰ５４）

〃

〃

接地母線

同上操作電源

〃

〃

（ＧＰ５４）
屋外灯 ＩＶ５．５　×２

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＡＥ　１．２－１０Ｐ

ＣＰＥＶ　１．２－１０Ｐ

〃

〃

（ＧＰ８２）

（ＧＰ４２）

キープラン

：図示範囲を示す

配　線　表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

　　　　　導入線 （ＧＰ４２）ＩＶ１．６ｍｍ

Ｌ－１Ｌ－１

ＬＢＳ

ＣＨ

ＶＴ×２

ＣＴ×２

構内配電線路図（電気室）

３φＴｒ　２００ｋＶＡ

１φＴｒ　１５０ｋＶＡ
ＬＢＳ

ＬＢＳ

Ｓ＝１／　６０

ＣＨ

ＣＨ

高圧受電盤
５３．２ｋｖａｒ
ＳＣ

低圧動力盤

導入線１．２ｍｍ　≪ＧＰ８２≫

配線新設
ＥＭ－ＣＥＥ　２　－４Ｃ≪ＰＦ２２≫
ＥＭ－ＣＥ　２　－２Ｃ　≪ＰＦ２２≫

高圧分岐盤高圧分岐盤

高圧受電盤№２高圧受電盤№２

予　備

各種継電器移報
Ｅｃｏねっと電源

ＥＭ－ＩＥ　３８　×１

既　設

既　設　

既　設　

既　設　

誘導灯信号装置

照明リモコン

Ｂ種接地ＥＭ－ＩＥ　６０　×１
配線新設

Ｄ種接地ＥＭ－ＩＥ　３８　×１≪ＧＰ４２≫
配線新設

１階　幹線・空調分岐配線図参照

注．図中配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

５５５

５５３ ５５３

高圧母線

５５５

外　形 材　質 改修内容記　号

〃

鋼板製

プルボックス表

既　設　５００×　５００×　３００Ｄ５５３

５５５ 　５００×　５００×　５００Ｄ ＳＵＳＷＰ

記　号 名　　称 改修内容配　　線 配　管

（ＧＰ８２）

（ＧＰ８２）

（ＧＰ２８）

Ｃ

高圧引込 ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８

（ＦＥＰ８０）予　備

（ＧＰ８２）

予　備 （ＧＰ８２）

予　備

〃

〃

〃

〃

〃

予　備

空調動力 ＥＭ－ＣＥＴ　３８

〃

ＣＶ５．５　－２Ｃ

（ＦＥＰ８０）

予　備

屋外灯

（ＧＰ４２）

記　号

幹線配線表 幹線配線表

既　設　
既　設　

既　設　

電気室～アリーナ床下プルボックス ハンドホール№２～電気室

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２

ＥＢ

Ｅ６０

新　設

ＦＬ±０
電気室

ＦＬ－１，０００
芝

新　設

ＶＣＢ

ＣＨ

予　備（ＧＰ８２）

５００　×５００（ＳＵＳＷＰ）
新　設

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／　６０
電気室　機器配置図（改修後）
構内配電線路図（電気室）、

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

改 修 後

全３２

８

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２　（ＥＰ６３）

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２　（ＥＰ６３） 高圧分岐

土間コンクリート　はつり・復旧

５００　×５００（ＳＵＳＷＰ）

コア抜き φ７５　Ｄ＝２００×１

新　設

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２　，Ｅ５．５　（ＦＥＰ８０）※
（ＦＥＰ８０）※ 予　備

高圧分岐

※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護



２
，
３
５
０

変電設備

ＺＣＴＴＶＴＴ ＣＴＴ

５１

高圧引込盤 高圧受電盤 高圧コンデンサ盤

２
，
３
０
０

５
０

既設のまま
５００　×３００（　　　　　）鋼板製

既設のまま
５００　×５００（　　　　　）鋼板製

（ＦＥＰ８０） 予　備
６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＦＥＰ８０） 高圧引込

８００ ９００９００

２，６００

既設のまま

５
０

２
，
３
０
０

２
，
３
５
０

Ｂ　Ｐ

３０１

Ｂ　Ｐ

３０２

ＺＣＴＴ

低圧動力盤№１ 低圧動力盤№２低圧電灯盤

１，２００ １，０００１，０００

３，２００

２０１ ２０２

２０９

２０６

Ｂ　Ｐ

２０７

２１１

２０４

２０５

２０３

２０８

２１０１１０

１１２ Ｂ　Ｐ

１１１

１０９

１０７

１０６

１０４

１０２

Ｂ　Ｐ

１０８

Ｂ　Ｐ

１０５

１０３

・計器用変圧器

・電力計

・交流電流計

・計器用変流器

高圧引込盤改修

・交流電圧計

高圧引込ケーブル

＜受変電設備（キュービクル式）　配電盤改修＞

・高圧断路器（単極） ＤＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ×３

６６００／１１０Ｖ　　　　×２

Ｗ　０－７５０ｋＷ

Ａ　０－６０／５Ａ

Ｖ　０－９０００Ｖ

６ｋＶ　ＣＥＴ　３８ｓｑ ：既設流用

：撤　去

：撤　去

：　〃

：　〃

：　〃

：　〃

ＺＣＴＴ ＺＣＴＴ

ＶＳ ＡＳ

Ｆ×２

ＥＬＲ１ ＥＬＲ３

ＶＳ ＡＳ ＶＳ ＡＳ

Ｆ×２ Ｆ×２

ＥＬＲ２

Ｎ　Ｐ

Ａ ＡＶ ＡＶ

Ｎ　Ｐ

Ｖ

Ｎ　ＰＮ　Ｐ

φＷ

ＡＶ

Ｎ　ＰＮ　Ｐ

２
，
３
５
０

Ｎ　Ｐ

変電設備

Ｎ　Ｐ

ＶＴＴ ＣＴＴ

高圧引込盤

２
，
３
０
０

５
０

Ｎ　Ｐ

既　設
５００　×５００（　　　　　）鋼板製

（ＦＥＰ８０） 予　備
６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＦＥＰ８０） 高圧引込
既　設

５
０

２
，
３
０
０

２
，
３
５
０

高圧受電盤№２低圧電灯盤

２０９

２０６ ２０７

２１１

２０４２０３

２１０

Ｂ　Ｐ１０９

１０７

１０４ １０５

１０３１０２

１０８

１１１

１１３

高圧受電盤 高圧分岐盤

５１ ６７

低圧動力盤

１１４

１１２

ＺＣＴＴＺＣＴＴ

Ｎ　ＰＮ　Ｐ Ｎ　Ｐ

２０１ ２０２

Ｆ×２

ＥＬＲ１

Ｆ×２

ＥＬＲ２

埋込コンセント
電話線チップ
電話線チップ

２Ｐ１５Ａ
１６φ
１６φ

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＥＰ７５）
既設のまま

高圧引込

既　設
５００　×３００（　　　　　）鋼板製

高圧母線
新　設

既設配電盤　機器配置図 Ｓ＝１／　３０

既設配電盤　機器配置図 Ｓ＝１／　３０

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＥＰ７５）
既　設

高圧引込

ＺＣＴＴ ＺＣＴＴ

１０１

１０１

鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／　３０
受変電設備　既設配電盤（キュー
ビクル式）機器配置図（改修前
改修後）

全３２

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

改 修 後

改 修 前

９

高圧分岐６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２　（ＥＰ６３）
新　設

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２　（ＥＰ６３）

高圧受電盤改修

高圧コンデンサ盤改修

：　〃

・高圧交流負荷開閉器

・電力ヒューズ

ＬＢＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ

Ｆ＝Ｇ２０Ａ　　　　　　　×３

・盤名称 ＮＰ「高圧コンデンサ盤」

・低圧動力盤№１（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

・低圧電灯盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

低圧配電盤改修

・低圧動力盤№２（盤、分岐銅バー、盤内配線）

・漏電継電器（零相変流器共） ×３

高圧母線ケーブル ６ｋＶ　ＣＶＴ　６０ｓｑ

：　〃

：変　更

：撤　去

：　〃

：　〃

：　〃

：撤　去

：撤　去

・力率計 ＣＯＳφ　０．５－１－０．５ ：　〃

・ＣＯＳ

ＣＴ　６０／５Ａ　　　　　×２

×２

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ

ＢＰ ＢＰ

ＭＭ

・高圧断路器（３極）

・計器用変圧器

高圧引込盤改修

高圧引込ケーブル

ＤＳ　７．２ｋＶ　４００Ａ×１

６６００／１１０Ｖ　　　　　×２

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８ｓｑ

＜受変電設備（キュービクル式）　改修＞

：既設流用

：新　設

：新　設

：　〃

高圧受電盤改修

・デジタルマルチメータ Ｖ、Ａ、Ｗ、ＣＯＳφ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

Ｂ　Ｐ

ＭＭ ＭＭ

・盤面ブランクパネル

・盤名称 ＮＰ「高圧分岐盤」

高圧母線ケーブル

・低圧電灯盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線、コンセント）

低圧配電盤改修

・低圧動力盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

・高圧受電盤№２

・漏電継電器（零相変流器共） ×２

　同上名称変更「低圧動力盤№１」→「低圧動力盤」

　同上名称変更「低圧動力盤№２」→「高圧受電盤№２」

高圧分岐盤改修

・端末処理材（屋内）

ＬＢＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ・高圧交流負荷開閉器

・同上用電力ヒューズ

・地絡方向継電器

　（電圧引外し装置付・ストライカ引外し式）

ＺＰＤ・零相電圧検出器 コンデンサ形

ＺＣＴ

ＺＣＴＴ

・零相変流器

・ＤＧＲ用試験端子

：変　更

：新　設

：新　設

：　〃

：　〃

：　〃

：新　設

：　〃

：　〃

：　〃

：　〃

：　〃

：　〃

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　２２ｓｑ

・計器用変流器

ＤＧＲ

Ｆ＝Ｇ７５Ａ　　　　　　　　×３

ＣＨ　６．６ｋＶ　ＣＥＴ　２２ｓｑ×２

ＣＴ　１５０／５Ａ　　　　　×２

：　〃

：　〃



Ｓ＝１／　６０ネットフェンス姿図 （参考図）

砂利事業 砂利事業

ＣＴ×２

Ｆ×２

２０００／５Ａ

可とう導体
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Ｆ
／
２
５
０
Ａ
Ｔ

６６００／２１０Ｖ
Ｔｒ　３φ３Ｗ

５００ｋＶＡ（ＯＩＬ）

７．２ＫＶ

Ｆ Ｆ×２ ＶＴＴ

７．２ＫＶ

Ｉ　　＞
ＣＴＴ

ＥＤ

３ＰＤＳ

２００Ａ

ＶＣＢ

４００Ａ　８ｋＡ

ＶＴ×２

ＣＴ×２
ＥＤ７５／５Ａ

高圧受電盤№３

ＥＡ

ＥＡ

ＥＢ
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（屋内）
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Ｍ
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Ｍ
３
４
）

（
Ｍ
３
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）

（
Ｍ
３
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）

３
０
１

３
０
２

３
０
３

３
０
４

３
０
５

３
０
６

３
０
７

ＣＨ

ＩＮＴ．Ｒ

新　設

３φ３Ｗ　６，６００Ｖ
高圧分岐盤より

電気室

ＥＭ－ＣＥ　５．５　－２Ｃ
新　設

低圧電灯盤より
電気室

１φ２Ｗ　１００Ｖ

コ
ン
デ
ン
サ
№
１

低
圧
進
相

空調動力盤

ＥＡ，Ｄ

Ｅ
３
８
ｓ
ｑ

ＥＢ

Ｅ
６
０
ｓ
ｑ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
０
０
Ａ
Ｔ

（重耐塩塗装：２液形ポリウレタンエナメル塗り）
（屋外防水鋼板製　ＣＢ型）

新設キュービクル　単線結線図

補正負荷容量：

５
０
．
７
０

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

受変電設備　新設屋外キュービク
ル　単線結線図、平面図・立面図
基礎・フェンス図（参考図）
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１
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２
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．
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Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
２
０
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ｓ
ｑ

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
２
０
０
ｓ
ｑ

合計負荷容量：５０４．２ｋＶＡ（３５６．７ｋＷ）
４７３．９ｋＶＡ

低
圧
機
器

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ（ＥＥ）２２

９０００ＶＶ

Ａ

Ｗ

φ
ＣＯＳ

７５Ａ

９００ｋＷ

ＳＲ：Ｌ＝６％

低圧進相コンデンサ
リアクトル内蔵

ＳＣ：５３．２ｋｖａｒ

ＳＣ

ＳＲ

ＭＣ

ＭＣＣＢ　２Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

所内電源

Ｖ

Ａ

３００Ｖ

２０００Ａ

新設キュービクル　特記仕様

　２．新設する変圧器は、トップランナー変圧器（２０２６）とし、耐震ストッパー付防振ゴム

　３．チャンネルベースは、溶融亜鉛メッキ（ドブづけ）とする。
　４．各盤の前後面の扉上部に照明（ＬＥＤ灯）を設置し、扉開時に点灯させる。
　５．空調動力盤の前後には、点検・作業用としてコンセントを設置する。

　　　据付とする。

　６．換気扇を設置し、盤面に換気運転用として温度調整器を取り付ける。

　１．新設する指示計器は、デジタルマルチメータ（デマンド値が表示可能なもの）とする。

　７．新設受変電設備には下記標識を取付ること。
　　　・キュービクル：「変電設備」
　　　・フェンス　　：「変電設備」，「関係者以外立入禁止」

２，５００
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戸当り付両面回転施錠

完全式菱形金網

ネットフェンス
溶融亜鉛めっき

Ｈ＝２，０００

Ｓ＝１／　６０基礎・フェンス平面図 （参考図）

１，０００ １，０００２，０００

２，０００ １，０００１，０００

４，５００

４，０００

コンクリート基礎
Ｄ１３　３００＠　２１Ｎ／ｍ㎡

２５０
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コンクリート基礎
Ｄ１３　３００＠　２１Ｎ／ｍ㎡

土間コンクリート
Ｄ１０　２００＠　２１Ｎ／ｍ㎡

ＧＬ

ＡＢＣ１０型消火器（蓄圧式）　１本
ステンレス製格納庫共（屋根・架台付）

３φＴｒ　５００ｋＶＡ
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点検面
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８５０

８００

８５０ ２，３００

４，０００

１，５００

強化ガラス

標識

コンクリート基礎

消

Ｓ＝１／　６０新設キュービクル平面図 （参考図）

８５０１，５００８５０

４，０００

８００

ケーブル埋設標示板（黄銅製）

４，０００

８５０ ８５０２，３００

８００１，５００

ケーブル埋設標示板（黄銅製）

Ｄ１３　３００＠　２１Ｎ／ｍ㎡
土間コンクリート
Ｄ１０　２００＠　２１Ｎ／ｍ㎡
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１００

　６０

　６０

　５０

１
８
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側面図
Ｓ＝１／　６０新設キュービクル立面図 （参考図）

正面図

ＲＣ－４０ ＲＣ－４０砂利事業ＲＣ－４０

捨てコンクリート
１８Ｎ／ｍ㎡

捨てコンクリート
１８Ｎ／ｍ㎡

捨てコンクリート
１８Ｎ／ｍ㎡

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
１
５
０
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ｑ



ＣＶＴ　３８　（４３ｍ）

ＡＨＰ－１

空冷ヒートポンプ

ＡＨＰ－１

空冷ヒートポンプ
モジュールチラー№５

（Ｍ３４）

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／
３００ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／
３００ＡＴ

（Ｍ３５）

屋外防水ステンレス製　自立型

手元開閉器盤 Ｓ－Ｃ２

負荷容量 （ｋＷ）

負荷名称

分岐配線

負荷記号

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
空調動力盤より
新設キュービクル

空冷ヒートポンプ
モジュールチラー№３

ＡＨＰ－１ＡＨＰ－１

空冷ヒートポンプ
モジュールチラー№２

（Ｍ３３）

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／
３００ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／
３００ＡＴ

（Ｍ３２）

ＡＨＰ－１

空冷ヒートポンプ
モジュールチラー№１

（Ｍ３１）

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／
３００ＡＴ

負荷容量 （ｋＷ）

負荷名称

分岐配線

負荷記号

屋外防水ステンレス製　自立型

手元開閉器盤 Ｓ－Ｃ１

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
空調動力盤より
新設キュービクル

負荷容量 （ｋＷ）

負荷名称

分岐配線

負荷記号

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥＴ１００
（Ｍ３）

屋外防水ステンレス製　壁掛型

手元開閉器盤 Ｓ－Ｂ

１００ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／
１００ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／

ＭＡＣ－１

４０．１

北東側空調室外機
№１ №２

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤より
既設電気室

負荷容量 （ｋＷ）

負荷名称

分岐配線

負荷記号

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

屋外防水ステンレス製　壁掛型

手元開閉器盤 Ｓ－Ａ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／
１００ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／

北西側空調室外機
№１

ＥＭ－ＣＥＴ１５０
（Ｍ３６）

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
空調動力盤より
新設キュービクル

ＭＡＣ－２

北西側空調室外機
№２

北西側空調室外機
№３

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ ＥＭ－ＣＥＴ　３８

５０．７

　７５ＡＴ 　７５ＡＴ

北東側空調室外機 スペース 正面図

熱源機器用コンクリート基礎

▼ＦＬ

接続スペース
二次側配管

取付スペース
開閉器・端子台

Ｓ－Ｃ１手元開閉器盤施工参考図

注．Ｓ－Ｃ２も同様とする。

空調動力盤

新設屋外キュービクル

電灯動力幹線系統図

Ｓ Ｓ－Ｃ２

新　設

Ｓ－ＡＳ
＜６＞

新　設

Ｓ Ｓ－Ｃ１

新　設

＜５＞
ＦＥＰ内

＜４＞

Ｌ－１

Ｌ－２

ＬＭ－１

ＬＭ－１

Ｌ－３

既設電気室キュービクル

低圧動力盤

既設電気室キュービクル

Ｓ－ＢＳ
＜３＞

＜１＞

ＩＶ１００　×３（７９ｍ）＜３＞

ＩＶ　６０　×３（６２ｍ）＜２＞

ケーブルラック

ケーブルラック
＜１＞

低圧電灯盤

既設改修（室内機電源追加）

既設改修（室内機電源追加）

既設改修（ファンコイル電源撤去）

既設改修（熱源・空調改修）

新　設

既設改修（主幹　単相２線化）

改　修

改　修

＜４＞

ＬＭ－１
ケーブルラック
ＣＶＴ　６０　（４０ｍ）＜２＞

既設改修（熱源・空調撤去）

［注　　記］
　１．新設する空調機器の電源送りについては、機械設備工事の選定する製造者の電気工事要領
　　　及び開閉器の仕様等を確認し、本設計図と相違がある場合は監督員と協議し、対応すること。

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

動力設備　新設手元開閉器盤
結線図、施工参考図
幹線系統図、幹線計算表

１１

　２．開閉器の仕様については、インバーター回路用（高調波対応品）とすること。

ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＣＢ） ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＣＢ） ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＣＢ） ＥＤ
ＥＤ

（ＥＬＣＢ）

ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００

６１．２ ６１．２ ６１．２ ６１．２ ６１．２

モジュールチラー№４

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００ ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＦＥＰ内

計算式
Ｋ

１φ２Ｗ ３φ３Ｗ １φ３Ｗ

３５．６ ３０．８ １７．８ｅｂ＝
１０００×Ａ
Ｋ×Ｉ×Ｌ

１．電圧降下計算式

☆　電力回路設計指針

配線こう長

６０ｍまで

２００ｍ超過

分　岐 合　計幹　線

２ 53

２．許容電圧降下　　　　　　　　　　：単位（％）

２

２

２

３

４

５

５

６

７

６０ｍを超え１２０ｍ以下

１２０ｍを超え２００ｍ以下

１

幹線計算表

電灯幹線

低圧電灯盤　～　分電盤Ｌ－１

配線保護用遮
断器定格電流

ＩＢ　（Ａ）

１５０

区　　間
こう長

Ｌ　（ｍ）

需要率
設計負荷電流
１線当りの

Ｉ　（Ａ） Ａ（ｍｍ２） ｉ　（Ａ）

電線又はケーブル

ｅｂ　（Ｖ） （％） （％）

電圧降下

断面積種　別 許容

電流

負荷容量

許容電流 区　間 率 許容率 電圧

降下率

１．０ ＥＭ－ＣＥ

Ｐ（ｋＶＡ）

３８　－２Ｃ ＯＫ２７．４２ ＯＫ１φ２Ｗ　２００Ｖ

電気方式

Ｌ－１ １３７．１ １７０．０

判　定
負荷名称

（Ｌ４）

幹線№

２

３

動力幹線

１

２

３

４

４

６

５

低圧電灯盤　～　分電盤Ｌ－２

低圧電灯盤　～　分電盤Ｌ－３

低圧電灯盤　～　制御盤ＬＭ－１

低圧動力盤　～　制御盤ＬＭ－１

低圧動力盤　～　制御盤ＬＭ－１

低圧動力盤　～　手元盤Ｓ－Ｂ

空調動力盤　～　手元盤Ｓ－Ｃ１

空調動力盤　～　手元盤Ｓ－Ｃ２

空調動力盤　～　手元盤Ｓ－Ａ

１５０

１５０

１００

１２５

２５０

３００

２００

３００

３００

　６２．０

　７９．０

ＯＫ１５２．０１φ３Ｗ　２００／１００ＶＬ－２

ＩＶ×３ １００

３．００ ＯＫ

１φ３Ｗ　２００／１００ＶＬ－３

１φ３Ｗ　２００／１００ＶＬＭ－１ 　４３．０

０．７

１．０

ＩＶ×３ ６０

ＯＫ３．００ ＯＫ

ＯＫ０．４６ＣＶＴ ３．００ ＯＫ

１．０ ＯＫ３φ３Ｗ　２００ＶＬＭ－１ １２４．０ ＥＭ－ＣＥＴ ３．００ ＯＫ

１．０ ＯＫ　４０．０３φ３Ｗ　２００ＶＬＭ－１ ＣＶＴ ３．００ ＯＫ２１０．０６０

ＯＫＯＫ４．００１．０３φ３Ｗ　２００ＶＳ－Ｂ ＥＭ－ＣＥＴ１５１．０ １００ ２１５．０４０．１

０．４６

６０ ２１０．０

３８

０．７

１．０ ＯＫＳ－Ａ ＥＭ－ＣＥＴ ＯＫ１５０ ２７５．０３φ３Ｗ　２００Ｖ

１．０ ＯＫ３φ３Ｗ　２００ＶＳ－Ｃ２ ＯＫ３．００ＥＭ－ＣＥＴ

１．０ ＯＫ３φ３Ｗ　２００ＶＳ－Ｃ１ ＯＫ３．００ＥＭ－ＣＥＴ２２３．４

２２３．４

５０．７ １９１．０

２７．５６

３７．６６

　４．５３

１８．７２

６１．２

６１．２

　８６．０

　９６．５

１３１．８

　２２．７

２００

２００

３４０．０

３４０．０

１６５．０

２０８．０

１．７７ １．７７

１．８５ １．８５

１．７７ ０．８９

３．００

（Ｍ３１）～（Ｍ３３）

（Ｍ３４）・（Ｍ３５）

（Ｍ１）・（Ｍ２）

（Ｍ３６）

（Ｍ３）

（Ｍ４）

（Ｌ８）

（Ｌ３）

（Ｌ７）

１ 低圧電灯盤　～　分電盤Ｌ－１ １５０ Ｌ－１ １φ２Ｗ　２００Ｖ １．０ ＥＭ－ＣＥ ３８　－２Ｃ １７０．０ ３．００ ＯＫ ＯＫ（Ｌ５） ２５．０５ １２５．３

側面図

転倒防止ブラケット×２
溶融亜鉛めっき仕上げ

（ＦＥＰ）
一次側配管

▼ＧＬ

（ＺｎＧＰ）
二次側配管

熱源機器用コンクリート基礎

▼ＦＬ

ケーブルラック

ＥＰ内

ＥＰ内

ＥＭ－ＣＥＴ　６０　（３６ｍ）

ＥＭ－ＣＥＴ１００　（１３２ｍ）
ケーブルラック－ＥＰ内－ころがし－ＺｎＧＰ内－ＦＥＰ内－ＺｎＧＰ内

ＦＥＰ内－ＺｎＧＰ内

ＥＭ－ＣＥＴ２００　（３５ｍ）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　（４４ｍ）

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　（１１３ｍ）

ＥＭ－ＣＥ　３８　－２Ｃ（１４ｍ）

　１４．０

　１４．０

１．８０ ３．０００．９０

１．６４ ０．８２

３０．０　３６．０ ２．２９ １．１５

１３２．０ ６．１４ ３．０７

　３５．０

　４４．０

１１３．０

１．２０ ０．６０

１．５１ ０．７６

４．４３ ２．２２



Ｂ　Ｐ

※１　．幹線、全分岐回路（内部・盤面機器共）

＜制御盤　ＬＭ－１　動力回路　改修＞

※４１．幹線
※３　．盤面　ブランクプレート

※４３．分岐回路　Ｂ４１２（盤面プレート）
※４２．分岐回路　Ｂ４７，Ｂ４８，Ｂ４９，Ｂ４１０（盤面プレート）

※２　．盤面　ブランクプレート

屋内鋼板製　自立型（５面体）
３０００Ｗ×（２３００＋５０）Ｈ×４００Ｄ

制御盤 ＬＭ－１

Ａ

２Ｅ ２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

盤幅：７００Ｗ

盤幅：４００Ｗ盤幅：７００Ｗ盤幅：６００Ｗ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／

ＣＴ
２０／５Ａ

　３０ＡＴ

５２

ＣＴ
２０／５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　３０ＡＴ

５２

２０Ａ ２０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

１０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　２０ＡＴ

５２

１０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　５０ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

ＣＶＴ　６０

Ｆ

（Ｍ４）

３φ３Ｗ　２１０Ｖ

負荷容量

始動方式

（ｋＷ）

負荷名称

負荷記号

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ）

負荷名称

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ）

負荷名称

操作・制御ＳＷ

分岐配線 分岐配線

連　動
インターロック

連　動

分岐配線

操作・制御方式

負荷記号 負荷記号

回路番号

ＥＦ－１２－１

１階アリーナ系統
排気ファン№１

３．７

負荷記号

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ）

負荷名称

ＥＦ－１２－２

１階アリーナ系統
排気ファン№２

３．７

ＥＦ－１０

１階電気室系統
排気ファン

０．７５ １．５

ＳＦ－１

２．２

排気ファン

ＥＦ－６

２階男子便所系統

０．１５

排気ファン

ＥＦ－７

０．１５

ＰＡＣ－２

１階会議室系統
エアコン

６．５７

制御電源

分岐配線

連　動

Ｌ

ＩＶ　１４　×３

２－１

ＣＶ　２　－３Ｃ ＩＶ５．５　×３ ＩＶ５．５　×３ＣＶ３．５　－３ＣＣＶ３．５　－４ＣＩＶ　１４　×３ ＩＶ　２２　×３

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ

３Ａ

ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ

３Ａ

ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ

２－１ ２－１

ＣＯＳ，Ｂ

３Ａ

ＣＯＳ，Ｂ

２－１

－

－

－

－

－

－－

１階機械室系統
給気ファン

１階機械室系統
排気ファン

回路番号

回路番号 Ｂ４２ Ｂ４３ Ｂ４４ Ｂ４５ Ｂ４９Ｂ４１Ａ Ｂ４１Ｂ Ｂ４１０ Ｂ４１３

ＥＦ－１１

６００ ４００ ７００ ６００７００

３，０００

２
，
３
０
０

５
０

Ｌ８

正面図 Ｓ＝１／３０

本結線図範囲

Ｂ４６ Ｂ４７ Ｂ４８

２階女子便所系統

スペース

Ｍ１，２ Ｍ４

ＢＰ ＢＰ

Ｂ　Ｐ
回路番号

未使用 未使用

Ｂ　Ｐ

ＢＰ

ＢＰ

ＡＨＵ－１ ＡＨＵ－１

№２№１
空気調和機 空気調和機

３０．０ ３０．０

Ｂ１ Ｂ２

低圧動力盤より

※２ ※３

Ｂ　Ｐ
ＢＰ

ＢＰ

Ｂ４１１ Ｂ４１２

スペース

※４１

※４２ ※４３※４２

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／　３０

改 修 後

正面図（改修後）
ＬＭ－１　動力回路結線図
電灯動力設備　制御盤

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１２

Ｌ Ｌ

ＥＭ－ＣＥＴ　６０ ＥＭ－ＣＥＴ　６０

※４２※４２

スペース スペース スペース

：新　設
：新　設
：新　設
：既　設
：新　設
：新　設

ＢＰ ＢＰ

Ｂ　Ｐ
ＢＰ

ＥＬＣＢ３Ｐ
４００ＡＦ／

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＣＴ
１５０／５Ａ

ＣＴ
１５０／５Ａ

４００ＡＦ／
３００ＡＴ ３００ＡＴ

（Ｍ１）
ＥＭ－ＣＥＴ　６０

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤より

（Ｍ２）
ＥＭ－ＣＥＴ　６０

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤より

Ａ １５０Ａ Ａ １５０Ａ

※１

－

－

－

－

－



盤幅：６００Ｗ

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

１階事務室系統パッケージ

休憩室他系統ファンコイル

控室他系統ファンコイル

１Ｆ医務室ファンコイル

控室他系統空調換気扇

スペース

３Ｆ映写室ファンコイル

休憩室他系統空調換気扇

トップライト排風機

負荷容量
（ＶＡ）

リモコントランス

ヨ　ビ

共同溝コンセント

スペース

１，３１０

１００ＡＦ／１００ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

ロビー（２）系統
ファンコイル

交流プラザ（１）系統

２階休憩室他系統
ファンコイル

ファンコイル

ロビー（１）系統
ファンコイル
ロビー（３）系統
ファンコイル

交流プラザ（２）系統
ファンコイル

１階廊下系統ファンコイル

１階廊下系統ファンコイル

　　３１４

　　２６４

　　５５３

　　３４２

　　１３２

　　　５０

　　５００

　　９１０

　　９１０

１，３０１

合計 ：１１，４９１（ｋＶＡ）

：　４，９０５Ｓ－Ｔ５，２７６　：Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｔ ：　１，３１０

（Ｌ８）

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ
低圧電灯盤より

５０１

５０３

５０５

５０７

５０９

５１１

５１３

５１５

５１７

５１９

５２１

回路
番号

２Ｆ休憩室他空調換気扇

５０４

５０６

５０８

５１０

５１２

５１４

５１６

５１８

５２２

５２０

２００Ｖ ２００Ｖ

ＥＤ

番号

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　　８　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

回路
配　線

５０４

５０６

５０８

５１０

５１２

５１４

５１６

５１８

５２０

ＣＶ　　８　－２Ｃ

工事内容

ＩＶ５．５　×２

　　６４０

　　９１０

　　９１０

　　４８０

　　９１０

　　１００

　　　８０

　　　８０

　　７９５

５０３

５０５

５０７

５０９

５１１

５１３

５０４

５０６

５０８

５１０

５１２

５１４

５１８５１９

〃

〃

〃

〃

電灯分岐配線表

５０１

５０３

５０５

５０７

５０９

５１１

５１３

５１５

５１７

番号

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　２２　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　　８　×２

ＩＶ５．５　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

ＩＶ５．５　×２
ＣＶ３．５　－２Ｃ

回路
配　線 工事内容

既設のまま

〃

〃

〃

盤幅：６００Ｗ

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

１階事務室系統パッケージ

控室他系統空調換気扇 休憩室他系統空調換気扇

トップライト排風機

負荷容量
（ＶＡ）

リモコントランス

ヨ　ビ

チラー置場　コンセント

スペース

１，３１０

１００ＡＦ／１００ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

　　３４２

　　　５０

　　５００

１，３０１

合計 ：　４，５２８（ｋＶＡ）

Ｓ－Ｔ２，１９３　：Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｔ

（Ｌ８）

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ
低圧電灯盤より

５０１

５０３

５０５

５０７

５０９

５１１

５１３

５１５

５１７

５１９

５２１

回路
番号

２Ｆ休憩室他空調換気扇

５０６

５０８

５１０

５１２

５１４

５１６

５１８

５２２

５２０

２００Ｖ ２００Ｖ

ＥＤ

番号
回路

配　線 工事内容

５１８５１９

電灯分岐配線表

５０１

５０３

５０５

５０７

５０９

５１１

５１３

５１５

５１７

番号

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２
ＣＶ３．５　－２Ｃ

回路
配　線 工事内容

※５１

予　備

予　備

予　備

予　備

既設のまま

〃

〃〃

〃

〃

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

予　備

※５１

新　設

新　設
既　設

盤内凡例

：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

盤内凡例

－　既　設

＜制御盤　ＬＭ－１　電灯回路　改修＞ ＜制御盤　ＬＭ－１　電灯回路　改修＞

屋内鋼板製　自立型（５面体）
３０００Ｗ×（２３００＋５０）Ｈ×４００Ｄ

制御盤 ＬＭ－１

屋内鋼板製　自立型（５面体）
３０００Ｗ×（２３００＋５０）Ｈ×４００Ｄ

制御盤 ＬＭ－１

配線撤去

〃

〃

配線撤去

配線撤去

２００Ｖ
：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

：リモコントランス ＡＣ１００／２４Ｖ

：リモコンリレー ２０Ａ 両切

：リモコンリレー ２０Ａ 両切

－　既設のまま

－　撤　去

－　既設のまま

－　既設のまま

：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ －　既設のまま

：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ －　撤　去

※５２

※５３

ＣＶ３．５　－３Ｃ
（１Ｃ：Ｅ）

＜注　記＞

・アリーナ床下配線の撤去は、ファンコイル配線と個別空調機並びに空
　調換気扇の配線が同一配管に入線されている経路がある為、空調機
　空調換気扇の配線も各所天井内プルボックスまで撤去とする。

　　１００

　　７９５

　　　８０

新　設ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

ＣＶＴ　３８ ＣＶＴ　３８

※５１．電灯分岐配線 ：撤　去
※５２．電灯制御回路 ：撤　去

※５１．電灯分岐配線 ：新　設

　－

　－

　－

　－

　－

　－

予　備

予　備

※５３．電灯回路改修　５２０番回路

　　　　同上分岐銅バー ：撤　去
ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ×１ ：撤　去 　　　　同上一次配線（電線）新設共

※５３．電灯分岐回路改修　５２０番回路

※５４．電灯分岐回路改修　５０２番回路

空調制御電源（ＣＰ－１） 　　　５０

５０４

５０２

予　備

予　備

※５３

※５４

ＥＬＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ（１Ｐタイプ）×１

ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ）×１

：新　設

：新　設

５０６

５０８

５１０

５１２

５１４

５１６

５１８

５２０

ＣＶ　　８　－２Ｃ

予　備

予　備

予　備

予　備

既　設

新　設

新　設

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

　－

　－

　－

　－

新　設

５０４

５０２

予　備 　－

予　備 　－

：リモコントランス ＡＣ１００／２４Ｖ

：リモコンリレー ２０Ａ 両切 －　既　設

－　既　設

－　新　設：ＥＬＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

－　既　設：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

－　新　設：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ
（１Ｃ：Ｅ）

ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ
（１Ｃ：Ｅ）

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

改 修 後

改 修 前

電灯動力設備　制御盤
ＬＭ－１　電灯回路結線図
（改修前・改修後）

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１３

：　１，３６０ ：　　　９７５



盤幅：６００Ｗ

回路
番号

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

負荷容量
（ＶＡ）

１，６０２

１，６０２

１，７８０

１，７８０

１，２４６

１，２４６

１，４２４

１，４２４

　　７１２

１，７８０

１，７８０

１，６０２

１，６０２

１，４２４

１，２４６

１，２４６

　　８９０

　　８９０

１，４２４

Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ Ｓ－Ｔ

Ｒ－Ｔ Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｓ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｓ－Ｔ Ｓ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｓ－ＴＲ－Ｓ

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２

４

６

８

１２

１４

１６

１８

２０

１０

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

　　７１２

Ｓ－Ｔ
Ｒ－Ｔ

：　９，２５６
：　８，３６６

Ｒ－Ｓ ：　９，７９０

合計 ：２７，４１２（ｋＶＡ）

（Ｍ２１）
ＣＶＴ　６０

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№２より

盤幅：６００Ｗ

回路
番号

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

リモコントランス

Ｓ－Ｔ Ｓ－Ｔ

Ｒ－Ｔ Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｓ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｓ－Ｔ Ｓ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｔ

Ｒ－Ｓ

Ｓ－Ｔ

Ｓ－ＴＲ－Ｓ

Ｒ－Ｔ

１，０６８

１，０６８

１，４２４

１，４２４

　　７１２

１，４２４

１，４２４

１，８００

１，８００

　　　５０

１，４２４

　　７１２

　　７１２

　　７１２

１，４２４

１，４２４

１，８００

１，８００

３１

３３

３５

３７

２１

２３

２５

２７

２９

３９

４１

３２

３４

３６

３８

３０

４０

４２

２２

２４

２６

２８

Ｒ－Ｓ Ｒ－Ｓ

（Ｍ２２）
ＣＶＴ　６０

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№２より

　　７１２

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

Ｒ－Ｓ

１

　　７１２

１，４２４

Ｒ－Ｓ
Ｓ－Ｔ
Ｒ－Ｔ

合計 ：２５，０５０（ｋＶＡ）

：　８，６１４
：　６，４２８
：１０，００８

※１

※２

※１

※２

制御回路部省略（改修後参照）

制御回路部省略（改修後参照）

屋内鋼板製　自立型（３面体）
１８００Ｗ×（１９００＋５０）Ｈ×２５０Ｄ

Ｌ－１分電盤

盤幅：６００Ｗ

回路
番号

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

負荷容量

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２

４

６

８

１２

１４

１６

１８

２０

１０

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ

盤幅：６００Ｗ

回路
番号

回路
番号

負荷名称 負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

負荷容量
（ＶＡ）

アリーナ照明

アリーナ照明

アリーナ照明

リモコントランス

３１

３３

３５

３７

２１

２３

２５

２７

２９

３９

４１

３２

３４

３６

３８

３０

４０

４２

２２

２４

２６

２８

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ

１

：１３，５２８Ｒ－Ｔ

：１２，９０６Ｒ－Ｔ

（ＶＡ）

１，７８０

１，７８０

１，６０２

１，６０２

１，４２４

１，２４６

１，２４６

　　８９０

　　８９０

１，４２４

１３，８８４　：Ｒ－Ｔ

１，６０２

１，６０２

１，７８０

１，７８０

１，２４６

１，２４６

１，４２４

１，４２４

　　７１２

　　７１２

合計 ：２７，４１２（ｋＶＡ）

合計 ：２５，０５０（ｋＶＡ）１２，１４４　：Ｒ－Ｔ

１，４２４

　　７１２

　　７１２

　　７１２

１，４２４

１，４２４

１，８００

１，８００

　　７１２

空　き

１，４２４

１，０６８

１，０６８

１，４２４

１，４２４

　　７１２

１，４２４

１，４２４

１，８００

１，８００

　　　５０

　　７１２

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ ２００Ｖ

２００Ｖ

（Ｌ４）
ＥＭ－ＣＥ　３８　－２Ｃ

（Ｌ５）
ＥＭ－ＣＥ　３８　－２Ｃ

低圧電灯盤より
１φ２Ｗ　２１０Ｖ

低圧電灯盤より
１φ２Ｗ　２１０Ｖ

※２

※１

※２

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２

４

６

８

１２

１４

１６

１８

２０

１０

３１

３３

３５

３７

２１

２３

２５

２７

２９

３９

４１

３２

３４

３６

３８

３０

２２

２４

２６

２８

４０

４２

ＥＤ ＥＤ 屋内鋼板製　自立型（３面体）
１８００Ｗ×（１９００＋５０）Ｈ×２５０Ｄ

Ｌ－１分電盤

注．既設アリーナ照明の幹線を三相３線式から単相２線式へ改修。
※１．動力幹線
※２．主銅バー　３線式（分岐銅バー共）

ＣＶＴ　６０ｓｑ ：撤　去
：撤　去

＜分電盤　Ｌ－１　改修＞

＜分電盤　Ｌ－１　改修＞

注．既設アリーナ照明の幹線を三相３線式から単相２線式へ改修。
※１．電灯幹線
※２．主銅バー　２線式（分岐銅バー共）

：新　設
：新　設

２００Ｖ

２００Ｖ

盤内凡例

：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ
２００Ｖ

：リモコンリレー ２０Ａ

：リモコントランス ＡＣ２００／２４Ｖ
２００Ｖ

両切 －　既　設

－　既　設

※１

－　既　設

ＥＭ－ＣＥ　３８ｓｑ－２Ｃ

未使用

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

改 修 後

改 修 前

結線図（改修前・改修後）
電灯設備　分電盤　Ｌ－１

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１４

ＭＣＣＢ３Ｐ（２Ｐ） ＭＣＣＢ３Ｐ（２Ｐ）



（Ｌ７）
ＩＶ　６０　×３

低圧電灯盤より

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

階段室照明Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ
１５０ＡＴ

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号

交流プラザスポット

トレーニングルーム照明

トレーニングルーム差込

トレーニングルーム差込

トレーニングルーム差込

１階廊下他差込

映写機用差込

映写機用差込 ミニキッチン

映写室他照明

休憩室差込

２００Ｖ

２階差込

１

３

５

７

９

２

４

６

８

Ｎ－Ｔ

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

２５

１０

１２

１４

１６

１８

２０

２４

２６

２２

休憩室他照明

２階照明

事務室差込

リモコントランス

空調制御盤（未使用）

交流プラザ間接照明

１階廊下照明

冷蔵庫コンセント

ヨ　ビ

ＬＡＢＯＲＤＯ　１交流プラザ照明

給湯器電源

ＬＡＢＯＲＤＯ　２

ＬＡＢＯＲＤＯ　３
２００Ｖ

２００Ｖ

ＮＴ×２４

　　４００

　　４００

２，１００

　　５００

Ｌ－２分電盤

屋内鋼板製　埋込型
７００Ｗ×１２００Ｈ×３００Ｄ

１０Ａ

１０Ｂ

１

３

４

２１

Ｒ－Ｔ

主幹合計
幹線合計

ＥＤ

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

８，５３０　：Ｒ－Ｎ

事務室他照明

２２５ＡＦ

階段室照明

自動扉

会議室照明

ロビーコンセント

幼児体育室コンセント

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

電動昇降装置

ロビー照明

ポーチ照明

控室コンセント

幼児体育室コンセント

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号

ロビー吹抜照明

ロビー吹抜照明

２５

２７

２９

３１

３３

３５

３７

３９

ＮＴ×３４

サブミキサー

空調監視盤

西側ブラインド左側

会議室コンセント・照明

自販機用コンセント

自販機用コンセント

暗　幕

１階コンセント

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

不　明

控室他照明

２階休憩室照明

会議室コンセント

ロビー照明

廊下照明

２

４

６

８

１０

１２

１４

１６

１８

２０

２４

２２

ロビー照明

放送室コンセント

アリーナコンセント

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

２６

２８

３０

３２

３４

３６

３８

ＳＰ スペース

ロビー吹抜照明

ロビー吹抜照明

２階コンセント

自販機用コンセント

リモコントランス

暗　幕

シャッター電源

西側ブラインド右側

警備・表示器
モニターテレビ

１５０ＡＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

電話・時計

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ 非常放送アンプ

複合盤

１階誘導灯

１階誘導灯

１階誘導灯

２階誘導灯

ＭＣＣＢ３Ｐ

ＩＶ１００　×３

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ
低圧電灯盤より

Ｃ

誘導灯信号装置

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

５２ｎ ×４

誘導灯信号装置より

　　１３０

　　２５０

１，３００

１，３００

１，２００

　　９８０

　　　２０

：　２，７３０Ｒ－Ｎ
：　２，５５０Ｎ－Ｔ

２，１００

１，８００

１

３

２

４

７Ｂ

７Ｃ

１２Ａ９Ａ

１２Ｂ９Ｂ

１１Ａ

１１Ｂ

７Ａ

１３

１４

２１

８Ａ

８Ｂ

１０
５０ＡＦ／５０ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

（Ｂ４１１）
ＩＶ　２２　×３

ＬＭ－１より
３φ３Ｗ　２１０Ｖ

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ｋＷ）

会議室室外機

Ｒ－Ｔ

主幹合計
幹線合計

１，５２７

　　９７２

　　６２９

１，５００

　　７５６

１，２２４

　　７００

　　４００

　　６００

　　５００

　　５００

　　５００

　　５００

　　　５０

　　１００

　　５００

　　２００

Ｌ－３分電盤

１０００Ｗ×１９００（＋７５）Ｈ×２５０Ｄ

ＥＤ

　　１００

６．５７１

：　９，８２０Ｎ－Ｔ１１，１５８　：Ｒ－Ｎ

（Ｍ７）
ＥＭ－ＣＥＴ　３８

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

回路
番号

トレーニング室

負荷容量
（ｋＷ）

６．５７

ＥＤ

負荷名称

分岐開閉器：ＥＬＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ／５０ＡＴ×２

屋外防水ステンレス製　壁掛型

Ｓ－１

５００Ｗ×６００Ｈ×２００Ｄ

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ｋＷ）

ヨ　ビ １，４２４２１

盤内凡例

：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

：ＭＣＣＢ１Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

：安全ブレーカ ２Ｐ２Ｅ　２０Ａ

：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ
２００Ｖ

屋内鋼板製　自立埋込型

空調電源用開閉器盤 （既　設）

－　既　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設

：ＥＬＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ（１Ｐサイズ） －　既　設

＜分電盤　Ｌ－３　改修＞

※１　．分岐回路改修　２００Ｖ　６番回路

２００Ｖ

※１

：新　設

※１

２００Ｖ

２００Ｖ２００Ｖ

※３

２階交流プラザ、２，３階
空調室内機電源

２階交流プラザ、１階
空調室内機電源 ＭＡＣ－２ＭＡＣ－２

空調室内機電源
ＭＡＣ－１系統

＜分電盤　Ｌ－２　改修＞

ＥＬＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ（１Ｐタイプ）×２ ：新　設
※１　．分岐回路改修　２５，２６番回路（予　備）

※２　．分岐回路改修　２００Ｖ　ＬＡＢＯＲＤＯ　３
　　　　一次配線接続替え

　　　　同上一次配線（電線）新設共

※３　．主幹開閉器改修
ＭＣＣＢ３Ｐ３Ｅ　２２５ＡＦ／１５０ＡＴ ：新　設

：ＥＬＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ（１Ｐサイズ） －　新　設
２００Ｖ

２，１００

１，２００

１，２００

　　９００

１，１２２

　　８４８

　　５００

　　４００

　　５００

　　５００

　　５００

　　　５０

　　１００

　　５００

　　５００

　　５００

　　５００

１，８００

２００Ｖ

　　５００

　　５００

　　６９０

　　７９０

　　６３０

　　９４０

　　８００

　　５００

　　５００

１，５００

１，０００

　　５００

　　５００

　　６００

１，１００

１，４４０

　　９４０

　　５００

　　５００

　　５００

１，５００

　　　５０

　　５００

　　５００

※１

※２

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

改 修 後

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１５
電灯設備　分電盤　Ｌ－２，
Ｌ－３，電源用開閉器盤　Ｓ－１
結線図（改修後）

３，５１６

：　８，３５０

３，１６７

：１０，２８３

：２７，１６３（ｋＶＡ）
：２７，５６３（ｋＶＡ）

片切

：リモコンリレー ２０Ａ 両切

：リモコントランス ＡＣ１００／２４Ｖ

：リモコントランス ＡＣ２００／２４Ｖ
Ｒ－Ｓ

：リモコンリレー ２０Ａ

：電磁接触器 －　既　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設

（Ｌ３）

３，６０６

：１１，４０６

：３２，３８４（ｋＶＡ）
：３７，６６４（ｋＶＡ）

ＥＬＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ×１



Ｋ

Ｌ

３ ４ ５

７，０００７，０００７，１５０

２１

６，０００

６
，
０
０
０

（ＥＰ５１）

キープラン

：図示範囲を示す

消火ポンプ室

電気室

Ｍ

ＥＦ
１１

ＳＦ
１

Ｍ

Ｍ

ＰＦＵ

ケーブルラック（既設流用）
６００Ｗ×７０Ｈ

ケーブルラック（既設流用）

既設流用
防火区画処理

１

ケーブルラック（既設流用）

１０００Ｗ－１００Ｈ（ＦＬ＋３４４０）

６００Ｗ－７０Ｈ（ＦＬ＋２２７０）

Ｌ－１

２

Ｐ

Ｓ＝１／１００幹線・分岐配線図

Ｎ

（空調機械室・電気室）

ＬＭ－１

Ｍ４Ｌ８
ウ’ウ

６００×１０００×４３０Ｈ（　　　　　）鋼板製
既　設（アリーナ床下）

１階　幹線・空調分岐配線図参照

１階　幹線・空調分岐配線図参照

配管ピット １４００Ｗ×１８００Ｈ

ケーブルラック（既設流用）
６００Ｗ×７０Ｈ

記　号 改修内容配　管

分岐配線表 ＬＭ－１～アリーナ床下プルボックス

配　　線名　　称

ＥＭ－ＩＥ　１４　×６ウ ５０１，５１５，５１６
≪ＧＰ５４≫

≪ＧＰ５４≫

〃

配線新設

配線新設

５１７

導入線

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２

１．２ｍｍ

〃

ＩＶ　１４　×６

ＩＶ５．５　×６Ｂ４５，４６

Ｂ４１Ａ，Ｂ４１Ｂ （ＧＰ３６）

（ＧＰ４２）
ＩＶ　２２　×３Ｂ４１１

ウ’ 既　設

〃

予　備

既　設
ＣＶ３．５　－２Ｃ
ＩＶ　１４　×１

５１７
接地母線

（ケーブルラック）

Ｍ２旧Ｍ１旧 Ｍ１，２

再取付

ＦＬ－１，６５０

ＦＬ－１，６５０

ＦＬ±０

ＦＬ－１，０００
芝

注１．図中配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

既　設
消火ポンプ制御盤

１０００Ｗ×１００Ｈ（ＦＬ＋４２７０）
ケーブルラック（既設流用）

※

注２．※印表記ケーブルラック上にて、接地母線より
　　　機器接地線の分岐位置を示す。
注３．★印表記は既設防火区画処理の復旧を示す。

※ ★ ★

Ｂ

２

３

ＢＷ
熱源機器置場へ

Ｅ

ケーブルラック
（既設流用）６００Ｗ×７０Ｈ

新　設

空調機械室
ＦＬ－８５０ 空調機械室

ＦＬ－８５０

新　設

機械設備工事
自動制御盤　ＣＰ－１

５０２

ＥＭ－ＣＥ　３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

配　　線 改修内容配　管 接続材機器名

分岐配線表

記　号

１

改修内容

〃

配　　線

〃

Ｌ－１

Ｌ－１

Ｌ－１

ＬＭ－１

ＣＶＴ　６０

配線新設ケーブルラック

〃

〃

〃接地母線 ＩＶ　３８　×１

配　管

幹線配線表 電気室～Ｌ－１，ＬＭ－１

（Ｌ４）

（Ｌ５）

（Ｌ２）

（Ｍ１）

ＥＡ（Ｍ用）

名称　　（幹線№）

機械設備機器表

ＥＦ
１１

ＳＦ
１

ＡＨＵ
ｎ

：１階機械室系統
　　排気ファン

：１階機械室系統
　　給気ファン

ｋＷ／台３０．０

ｋＷ　１．５

ｋＷ　２．２

－　既　設

－　既　設

－　新　設

既　設

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

ＥＦ－１１ ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ５．５ （ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）

ＳＦ－１ ＣＶ　２　－３Ｃ，Ｅ８ （ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）

既　設

〃

ＡＨＵ－１－１，２ 新　設

〃ＬＭ－１ 〃（Ｍ２） ＥＭ－ＣＥＴ　６０

２ 配線新設ケーブルラック

プルボックス表

外　形 材　質 改修内容記　号

ＣＶＴ　３８ＬＭ－１ 〃

接地母線 ＩＶ　１４　×１ 〃ＥＡ（Ｌ用）

（Ｌ８）

接地母線 ＩＶ　３８　×１ 〃ＥＡ（Ｍ用）

〃ＥＭ－ＣＥ５．５　－２Ｃ（Ｌ１４）キュービクル

〃

〃

３ 〃ＥＭ－ＣＥＴ１００（Ｍ３）Ｓ－Ｂ 配線新設

（Ｍ３）Ｓ－Ｂ４ 新　設（ＥＰ６３）

ＣＶＴ　６０ＬＭ－１ 〃（Ｍ４） 既　設

〃

〃

発電機商用電源

消火ポンプ

予　備

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２Ｉ 既　設

　〃

　〃

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／１００

改 修 後

図（改修後）
電灯動力設備　幹線・分岐配線

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１６

ＬＭ－１～ケーブルラック配線～各機器

ＰＦＵ ：消火栓ポンプユニット －　既　設ｋＷ１５．０

ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４

ＥＭ－ＩＥ　６０　×３，Ｅ２２ （Ｆ２ＷＰ５０）

ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２

（ＦＥＰ５０）※１

※２　露出立ち上がり部はＳＧＰ６５にて保護
※１　露出立ち上がり部はＳＧＰ８０にて保護

Ｄ

既　設
ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２，Ｅ８　（ＥＰ３９～Ｆ２ＷＰ３８）

既　設
ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２　（ＥＰ５１）

ＰＦＵ
Ｍ１０

ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２　　　　（ＥＰ３９）

ＰＦＵ

既　設
ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２　（ＥＰ５１）Ｍ１０

Ｉ

ＤＷ

構内配電線路図（部分図）参照

Ｄ

ＡＨＵ－１－１

制御配線表 ＣＰ－１－ＬＭ－１間

ＬＭ－１

遠隔監視（状態・故障）Ｍ２

盤内配線

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－３０Ｐ

改修内容用　　途

既　設

Ｍ４ 電気室排気ファン　サーモ ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ機械室排気ファン　サーモ 〃

既　設

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ７５） Ｍ４

盤 配　線 配　管 工事内容盤 配　線 配　管 工事内容 盤 配　線 配　管 工事内容

ＬＭ－１上部配線表

盤 配　線 配　管 工事内容

（ＥＰ６３）

（ＥＰ３９）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

Ｍ２旧 Ｍ１旧

〃

Ｍ１，２

〃

〃

〃

〃

〃

（ＥＰ７５）

分岐

分岐

分岐

ＣＶ３．５　－４Ｃ

ＣＶ３．５　－３Ｃ

ＣＶ　２　－３Ｃ

〃

〃

（ＥＰ５１）

〃

〃

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

Ｍ３旧

種別　機器名 種別　機器名 種別　機器名 種別　機器名

Ｍ１

ＳＦ－１

ＥＦ－１１

ＥＦ－１０

既　設接地　動力用 ＩＶ　３８　×１幹線 未使用

未使用

未使用

未使用

未使用

未使用

未使用

未使用

〃

〃未使用

注．未使用となる既設配管への予備線新設は、こう長も２ｍ程度で垂直配管の為、不要とする。

≪ＥＰ７５≫

≪ＥＰ５１≫ＥＭ－ＣＥＴ　６０幹線

分岐

≪ＥＰ５１≫分岐 〃

〃

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

≪ＥＰ５１≫
接地

Ｍ２

ＥＤ

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

ＥＭ－ＩＥ　２２　×１ 〃

〃

配線新設

配線新設

幹線 ＣＶＴ　６０Ｍ４

既　設

既　設（ＥＰ６３）

既設配管未使用 Ｌ８

接地

分岐

分岐

分岐

ＣＶ３．５　－２Ｃ

ＣＶ　８　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ

〃

ＣＶＴ　３８

配線新設

（ＥＰ３９）

幹線

ＩＶ　１４　×１

（ＥＰ５１）

盤 配　線 配　管 工事内容

接地　電灯用 ＩＶ　１４　×１

〃

〃

〃

既　設

種別　機器名

５２０

５１８

５１７

２階送り

Ｌ８

ＡＨＵ－１－２

既設配管

既設配管

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

未使用未使用

未使用

未使用 既設配管

未使用

（ＥＰ５１）

（ＥＰ３９）

（ＦＥＰ５０）※１

（ＦＥＰ４０）※２

既存開口再使用

ＥＭ－ＣＥ５．５　－２Ｃ，Ｅ２　　　　（ＥＰ３１）
ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）　（ＥＰ３１） ５２０（コンセント）

Ｌ１４（キュービクル）ＥＭ－ＣＥ５．５　－２Ｃ，Ｅ２　　　　（ＺｎＧＰ２８）
ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）　（ＺｎＧＰ２８） ５２０（コンセント）

Ｌ１４（キュービクル）

１００φ　Ｄ＝２００×１
コア抜き

４

　　　配線図参照
１階　幹線・空調分岐

ＥＭ－ＣＥ　３８　－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　３８　－２Ｃ

４００×４００×３００Ｄ 　〃

Ｅ 新　設

Ｄ

３００×３００×２００ＤＢ 既　設

Ｂ

ＢＷ

３００×３００×２００Ｄ

〃

鋼板製

鋼板製

〃

４００×４００×３００ＤＤＷ ＳＵＳＷＰ 〃

３００×３００×２００Ｄ ＳＵＳＷＰ

鋼板製 新　設
：空気調和機
　（インバータ内蔵）

ＡＨＵ
１－１

ＡＨＵ
１－２

５００×５００×５００Ｄ

新　設

ＡＨＵ－１－１
ＡＨＵ－１－２

新　設

ＥＭ－ＣＥＴ　６０　　　　　　　（ＥＰ５１）
ＥＭ－ＣＥＴ　６０　　，Ｅ２２　（ＥＰ５１）



Ｌ

Ｋ

Ｊ

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

６，０００

２１

Ｓ＝１／１００

Ｎ

幹線・分岐配線図

空調機械室

配管ピット

メッシュフェンス

１４００Ｗ×１８００Ｈ

Ｈ＝１２００

（熱源機器置場）

メッシュフェンス Ｈ＝１２００

幹線・分岐配線図参照

№９

№１０

３００×３００×２００Ｄ（ＳＵＳＷＰ）
新　設

Ｌ１４

プルボックス表

外　形 材　質 改修内容記　号

１５０×１５０×１００Ｄ 新　設ＳＵＳＷＰ

構内配電線路図（部分図参照）

Ｍ

ｍ

Ｍ ｍ

Ｓ

記　号 名　　称 改修内容配　　線 配　管

幹線配線表

〃

〃

空調動力

Ｓ－Ｃ１空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ２空調動力

Ｓ－Ｃ１

（ＦＥＰ８０） 〃予　備

〃

〃

空調動力 Ｓ－Ｃ１Ｍ 新　設

（ＦＥＰ３０）ＥＭ－ＣＥ５．５　－２ＣＬ１４ 新　設キュービクルｍ

改修内容配　　線 配　管 接続材機器名

分岐配線表 Ｓ－Ｃ１，Ｃ２～ＡＨＰ－１

（Ｆ２ＷＰ８３）

Ｓ－Ｃ１

５２０（コンセント）
新　設
ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）（ＺｎＧＰ２８）新　設

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

機械設備機器表

ＡＨＰ
１

：空冷ヒートポンプモジュールチラー
　搭載ポンプ

ｋＷ／台
ｋＷ／台

Ｓ

Ｓ－Ｃ２

ＡＨＰ－１ 新設（５系統）

ＡＨＰ
１

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

改 修 後

Ａ３：１／１００
幹線・分岐配線図（改修後）
電灯動力設備　熱源機器置場

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１７

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ２００

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２ （ＺｎＧＰ９２）

５５．７
　５．５

新　設
ＥＭ－ＩＥ　２２　×１（ＨＩＶＥ１６）　

５０φ　Ｄ＝１００×１コア抜き　

新　設
ＥＭ－ＩＥ　２２　×１（ＨＩＶＥ１６）　

ＥＭ－ＣＥ５．５　－２Ｃ，Ｅ２　　　（ＺｎＧＰ２８）

ＥＭ－ＣＥＴ２００

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ２００　　　　　　（ＦＥＰ１００）

　Ｍ３１（Ｓ－Ｃ１）
　Ｍ３２（Ｓ－Ｃ１）
　Ｍ３３（Ｓ－Ｃ１）

新　設

Ｍ３４（Ｓ－Ｃ２）
Ｍ３５（Ｓ－Ｃ２）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２　（ＦＥＰ１００）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　，Ｅ２２　（ＦＥＰ１００）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　　　　　　（ＦＥＰ１００）

ＥＭ－ＣＥＴ２００　　　　　　（ＦＥＰ１００）

コア抜き　５０φ　Ｄ＝１００×１
２Ｐ１５Ａ＋Ｅ×２＋ＥＴ（ＬＫ）
防水コンセント

新　設（金属製露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ1個用共）



１１ １３

７，０００ ７，１５０

８，０００７，５００

８
，
０

０
０

６
，

８
０
０

５
，
０

０
０

５
，
０

０
０

５
，

５
０

０
６

，
３

０
０

５
，

５
０
０

５
７

，
１

０
０

３
７

，
３

０
０

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

１２２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１ １０

６，０００

７，１５０ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００

７０，３００

９１，８００

５
，
０
０

０
５
，

０
０

０

５
，
０

０
０

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

１４

（ＺｎＧＰ４２）

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

屋外休憩場

ＤＳ ＤＳ

（３）
倉庫

風除室

ロビー

（４）
倉庫

（女）
ＷＣ

（男）
ＷＣ

（５）

ステージ

ＵＰ

吊物制御盤

Ｓ

Ｌ－２

トレーニングルーム

休憩室（女）

更衣室（女）

更衣室（男）

休憩室（男）

エントランスロビー

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＺｎＧＰ５４）
既　設

屋外休憩場

（２）
倉庫

（Ｌ３）

既　設
ＩＶ　２２　×３　　　　　（ＥＰ３１） Ｂ４１１

５５３

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８　（ＥＰ７５）

７７５

既　設
ＣＶ　８　－２Ｃ，Ｅ３．５　（ＧＰ２８） ガーデンライト

６４３

カ

階段室Ｂ

倉庫

会議室

以降省略

ＩＶ　１４　×３，Ｅ５．５　（ＰＦ２２）
ＩＶ　１４　×３　　　　　　（ＰＦ２２） Ｂ４１Ｂ

Ｂ４１Ａ

５５３

自販機

医務室

（男）
ＷＣ

ＷＣ

（女）

（ＧＰ２２） 予　備
ＣＶ　５．５　－２Ｃ（ＧＰ２８） ガーデンライト

湯沸室

身障者観覧席

選手控室Ａ

書庫

ＰＡＣ
１

幼児体育室 選手控室Ｂ 放送室

●印配線新設（他既設）
ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＥＰ３９）
ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＥＰ３９） （Ｌ９）

（Ｍ９）

空調機械室

消火
ポンプ室

ＤＳＤＳ

階段室Ａ

電気室

アリーナ

Ｌ－１
６８５６１０４ ６６４

ア’，アイウ，ウ’

器具庫Ａ 器具庫Ｂ

ガーデンライトＩＶ５．５　×２（ＰＦ２８）
既　設

ＩＶ　１４　×３（ＰＦ２２）
ＩＶ　１４　×３（ＰＦ２２）

以降省略

ＩＶ５．５　×６　　　　　（ＥＰ３１）
●印配線新設（他既設）

既　設既　設

ＤＳ

倉庫（１）

多目的
ＷＣ

オ

オ’

Ａ

５５４

ＤＳ

Ｌ－３

キ

キ’

配線新設配線新設
ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５　≪ＥＰ３９≫　５１５

ＩＶ　６０　×３　　　　　（ＥＰ５１）
ＩＶ　２２　×３ Ｂ４１１

ＥＭ－ＩＥ　１４　×４
ＩＶ５．５　×６

●

（Ｌ３）
（Ｌ２）

５０１，５１６

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８　（ＥＰ７５）

Ｂ４５，Ｂ４６

ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８　（ＥＰ５１） （Ｌ２）

ＩＶ　２２　×３，ＩＶ１４　×６ Ｂ４１１，Ｂ４１Ａ，Ｂ４１Ｂ

ＩＶ２００　×３＋ＩＶ５．５　×３（ＧＰ８２）
ＩＶ　６０　，Ｅ３８　　　　　　　（ＧＰ５４） （Ｍ６）

（Ｌ１）

ＩＶ　２２　×２，ＩＶ　８　×２
（ＧＰ５４）ＣＶＶ　２　－４Ｃ×４

ＣＶＶ　２　－５Ｃ

ＥＭ－ＩＥ　１４　×４
ＩＶ５．５　×６ Ｂ４５，Ｂ４６

５０１，５１６●

ＬＭ－１

既　設

舞台調光盤

屋外灯，ガーデンライト
排気ファン押釦
未使用

エ

３３３

●

ＩＶ　６０　，Ｅ３８　　　　　　　（ＥＰ６３）
ＩＶ　２２　×２＋ＩＶ　８　×２　（ＥＰ５１）

ＩＶ２００　×３，ＩＶ５．５　×３（ＥＰ７５）

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２　　　　　　≪ＥＰ５１≫

（Ｌ１）
（Ｍ６）
屋外灯，ガーデンライト
５１５

≪ＥＰ５１≫１．２ｍｍ導入線 予　備
１．２ｍｍ　≪ＰＦ２８≫導入線
１．２ｍｍ　≪ＰＦ２８≫導入線

予　備
予　備

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２●

●印配線新設（他既設）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＧＰ３６）
ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＧＰ５４）

（Ｌ９）
（Ｍ９）

５１７

（ＧＰ５４）
● ５１７ＥＭ－ＩＥ５．５　×２

●印配線新設（他既設）≪ＧＰ５４≫

≪ＥＰ５１≫
Ｂ４５，Ｂ４６

●印配線新設（他既設）

ＩＶ５．５　×６　　　　　（ＥＰ３１）
ＩＶ５．５　×２　　　　　（ＥＰ２５） ガーデンライト

（ＥＰ５１） ＥＭ－ＩＥ５．５　×２ ５１７●
≪ＥＰ５１≫

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２●
≪ＥＰ５１≫

ＥＭ－ＩＥ　１４　×４● ５０１，５１６

ＥＭ－ＩＥ　１４　×４●
ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８　（ＥＰ５１）

ＩＶ２００　×３，Ｅ３８　　（ＧＰ８２）　（Ｌ１）
ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　　　（ＧＰ３６）　（Ｌ９）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　（ＧＰ３６）　（Ｍ９）
既　設

ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　　　（ＥＰ３１）　（Ｌ９）
既　設

５５３

以降省略

新　設
５００　×４００Ｄ（ＳＵＳＷＰ）

ＩＶ　８　×１（ＶＥ１６）
既　設

Ｓ－１

５５３
構内配電線路図（全体図）参照

既　設

構内配電線路図（全体図）参照Ｓ

Ｓ－Ａ

構内配電線路図参照

ＥＤ

新　設

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＦＥＰ５０）　　Ｍ７

構内配電線路図（電気室）参照

イ

Ｌ－２　１φ３Ｗ （Ｌ７） ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８エ

ア，ア’

ウ，ウ’

構内配電線路図（電気室）参照

記　号 　名　　称　　　　（№）

幹線・分岐配線表

配　　線

電気室・ＬＭ－１～アリーナ床下、アリーナ床下～各所

改修内容配　管

（ＧＰ５４）

配線新設

既　設

〃

〃≪ＧＰ５４≫

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５２階トイレ排気ファン Ｂ４５，Ｂ４６

Ｌ－３　３φ３Ｗ

Ｌ－３　１φ３Ｗ （Ｌ３）

Ｂ４１１ ＩＶ　２２　×３

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８カ

キ

キ’

オ

オ’

空調換気扇 ５１５

空調換気扇 ５１５

（ＧＰ７０）

（ＧＰ２８） 〃

≪ＥＰ３１≫

≪ＥＰ３９≫

≪ＰＦ２８≫

≪ＰＦ２８≫ 〃

配線新設

配線新設

〃

≪ＥＰ３１≫

≪ＥＰ３１≫

≪ＰＦ２８≫

≪ＰＦ２８≫

配線新設

〃

配線新設

〃

（ＧＰ４２）

既　設

既　設

予　備 １．２ｍｍ

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５

導入線

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

ＰＡＣ－１ ５０１ ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

空調換気扇

空調換気扇

５１６

５１７

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２

（ケーブルラック）ＣＶ３．５　－２Ｃ ５１７
ＩＶ　１４　×１ 接地母線

中央監視盤

盤面ファンコイルリモコンスイッチの
名称を「予　備」とし、配線切離し。

事務室

Ｂ４１Ｂ
Ｂ４１Ａ

ＭＡＣ
２

ＥＤ（ＥＬＣＢ）

外　形 材　質 改修内容記　号

〃

〃

〃

〃

　４００×　４００×　３００Ｄ 　〃４４３

　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ

３３３

Ａ

　５００×　５００×　３００Ｄ 　〃５５３

　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃５５４

プルボックス表

既　設

Ｓ＝１／３００

Ｎ

１階　幹線・空調分岐配線図

ＭＡＣ
１

〃

〃

〃

　６００×　６００×　４００Ｄ６６４

　６００×　８００×　５５０Ｄ 　〃６８５

　６００×１０００×　４３０Ｄ 　〃６１０４

　７００×　７００×　５５０Ｄ 　〃７７５

分岐配線表

配　　線機器名

開閉器盤～空調室外機

４４３

外　形 材　質 改修内容記　号

プルボックス表

　６００×　４００×　３００Ｄ６４３

鋼板製

鋼板製

鋼板製

新　設５５４ 　５００×　５００×　４００Ｄ ＳＵＳＷＰ

新　設６６４ 　６００×　６００×　４００Ｄ ＳＵＳＷＰ

既　設

既　設

改修内容接続材

新　設

　〃

新　設ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ５．５

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ５．５

ＭＡＣ－１　ユニットＡ

ＭＡＣ－１　ユニットＢ （Ｆ２ＷＰ５０）（ＺｎＧＰ４２）

（ＺｎＧＰ４２）

露出配管 地中埋設配管

分岐配線表

配　　線機器名

開閉器盤～空調室外機

トレーニング室空調機 ＥＭ－ＣＥ５．５　－３Ｃ，Ｅ５．５

改修内容接続材

（Ｆ２ＷＰ３０） 既　設

新　設

　〃

　〃

ＭＡＣ－２　ユニットＢ ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ５．５

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ５．５

（Ｆ２ＷＰ５０）

（Ｆ２ＷＰ５０）

（ＺｎＧＰ４２）

露出配管 地中埋設配管

６６４

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 後

Ａ３：１／３００
電灯動力設備　１階　幹線
空調分岐配線図（改修後）

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

１８

Ｍ３（Ｓ－Ｂ）

ＭＡＣ－２　ユニットＡ

ＭＡＣ－２　ユニットＣ ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ５．５ （ＺｎＧＰ４２） （Ｆ２ＷＰ５０）

注．掘削に伴い発生する植込の撤去物は、産業廃棄物として適切に処理すること。

ＥＭ－ＩＥ　５．５　×１（ＺｎＧＰ１６）

（Ｆ２ＷＰ５０）

配線図参照
幹線・分岐

外廊下

新　設 Ｍ３（Ｓ－Ｂ）
ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４　（コロガシ）

新　設
５００　×４００Ｄ（ＳＵＳＷＰ）

コア抜き １００φ　Ｄ＝２００×１

コア抜き １００φ　Ｄ＝２００×１

新　設 Ｍ３（Ｓ－Ｂ）
ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４　（ＺｎＧＰ７０～Ｆ２ＷＰ７６）

Ｓ

Ｓ－Ｂ

５５４

構内配電線路図参照

幹線・分岐配線図（空調機械室・電気室）参照

（ＺｎＧＰ２８） ―

（ＦＥＰ５０）※

（ＦＥＰ５０）※

（ＦＥＰ５０）※

※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ８０にて保護

ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４　（ＦＥＰ６５）※

注．掘削に伴い発生する植込の撤去物は、産業廃棄物として適切に処理すること。

ＥＭ－ＣＥＴ１５０　，Ｅ２２　（ＦＥＰ８０）※　Ｍ３６（Ｓ－Ａ）
新　設
※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護

新　設
ＥＭ－ＩＥ　５．５　×１（ＺｎＧＰ１６）

新　設 Ｍ３（Ｓ－Ｂ）
ＥＭ－ＣＥＴ１００　，Ｅ１４　（ＦＥＰ６５）※

（ＦＥＰ５０）※

（ＦＥＰ５０）※

※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ８０にて保護

新　設
※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護

※ 露出立ち上がり部はＳＧＰ１００にて保護



Ｌ－３～二重天井内～空調室外機分岐配線表

（ＥＰ３９） 冷媒同時巻ＰＡＣ－２

機器名 配　　線

既設のまま

屋　外天井内 改修内容

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８

オ

ＡＥＸ
１２

２
ＰＡＣ

５５４

ＡＥＸ
７

ＡＥＸ
１０

ＡＥＸ
９

ＡＥＸ
１１

ＡＥＸ
８

Ａ
１階　幹線・空調分岐配線図参照

１階　幹線・空調分岐配線図参照

キ’

キ

既設のまま
ＰＡＣ－２ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８　（ＥＰ３９）

カ’

Ｓ＝１／２００１階　空調分岐配線図

（北東側）

３３３

Ｌ－３ ＣＰ－２

１ｂ
×７

ＭＡＣ

２．８ｋＷ

１ｃ
ＭＡＣ

１ｃ
ＭＡＣ

２．８ｋＷ ２．２ｋＷ ２．８ｋＷ

１ｄ
ＭＡＣ ＭＡＣ

１ｃ
ＭＡＣ
１ｄ

×６
ＭＡＣ
１ａ

２．２ｋＷ

５．６ｋＷ
（０．０６ｋＷ）

１１．２ｋＷ

６

：空調室内機（天井カセット型２方向）

：空調室内機（ダクト隠蔽型）

：空調吸込口（エントランスロビー）

　（エントランスロビー）

：空調換気扇

：空調室内機（天井カセット型）
　（会議室）

－　新　設

－　新　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設：空調室外機（会議室）

機械設備機器表

改 修 後

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）
新　設（冷媒同時巻き）

キープラン

：図示範囲を示す

オ’

Ａ

２．６

２
．

６

６

７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，１５０

７６５４３ １２１１９８ １０２

７，０００

屋外休憩場

選手控室Ｂ
ＷＣ

（男）
ＷＣ
（女）

放送室

倉庫（４）

多目的ＷＣ

ＤＳ
身障者観覧席

下足室

会議室

エントランスロビー

ＣＨ＝７，６００～８，６００

ＣＨ＝３，１００

ＣＨ＝２，７００
廊下

幼児体育室

選手控室Ａ

事務室

自販機

ロビー

全３２

Ａ３：１／２００ １９

鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン
吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

電灯設備　１階　空調分岐配線

Ｎ

Ｗ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｋ Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｋ

Ｋ

Ｋ

（０．０５ｋＷ） （０．０５ｋＷ） （０．０５ｋＷ） （０．０５ｋＷ） （０．０５ｋＷ） （０．３ｋＷ）

オ

オ’

記　号 　名　　称　　　　（№）

キ

キ’

カ’ １ＰＡＣ－２ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８

接地母線 ＩＶ５．５　×１

幹線・分岐配線表 アリーナ床下～各所天井内プルボックス

外　形 材　質 改修内容記　号

〃　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ 鋼板製

プルボックス表

〃　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃

空調換気扇 ５１５

空調換気扇

予　備 １．２ｍｍ

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５

導入線

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

予　備 １．２ｍｍ導入線

改修内容配　管

（ＥＰ３９）

〃

≪ＥＰ３１≫

≪ＥＰ３１≫

≪ＰＦ２８≫

≪ＰＦ２８≫

配線新設

〃

配線新設

〃

≪ＥＰ３１≫

≪ＥＰ３９≫

≪ＰＦ２８≫

≪ＰＦ２８≫

配線新設

〃

〃

既　設

既　設

既　設

５１５

接地母線 ＩＶ　２．０×１ ≪ＥＰ３９≫

配線新設

配線新設

注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

配　　線

６　（２００Ｖ）空調室内機 ＥＭ－ＥＥＦ　２．６－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

３３３

Ａ

５５４

改修内容

配　線　表

配線新設≪ＰＦ２２≫

≪ＰＦ２２≫　　　　　１．２ｍｍ導入線

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０

図中特記なき配線・配管は下記による。

電灯設備

　〃

新　設ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

ＥＭ－ＥＥＦ　２．６－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ） 　〃２．６

注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

ＥＭ－ＡＥ　１．２－４Ｃ 新　設

自動火災報知設備

凡例表（本工事）

コア抜き ５０φ　Ｄ＝１５０×１

放送室天井内
防火区画貫通処理（ＥＰ３１）

＜注　記＞

　移設すること。図中、矢印先端の一点鎖線は、１５００ｍｍ線を示す。
　但し、１５００ｍｍ以上離れた位置への移設が困難な小部屋の感知器
　は、吹出口がない面に移設すること。（身障者観覧席）

・空調吹出口並びに空調換気扇吹出口より、１５００ｍｍ未満の自動火
　災報知設備の感知器は、同吹出口より１５００ｍｍ以上離れた位置へ

ＤＳ

エントランスロビー
ＣＨ＝３，１００

選手控室Ａ

自販機

倉庫（４）

事務室

Ｓ

：機械設備工事 天井改修範囲 機械設備工事の天井改修に伴い、以下の機器の取外し・再取付を行うこと。
・ＬＥＤ照明器具　　（ベースライト埋込形 ＦＬ２０Ｗ×２相当）　×１
・　　　〃　　　　　（ダウンライト埋込形 φ１５０）　　　　　　×１２
・ＬＥＤ非常照明器具（埋込形）　　　　　　　　　　 　　　　　　×２

・煙感知器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×１
・スピーカ　　　　　（天井埋込形）　　　　　　　　　　　　　　 ×１
・ＬＥＤ誘導灯　　　（Ｂ級ＢＬ形）　　　　　　　　　　　　　　 ×１

図（北東側）、拡声設備、自動
火災報知設備 配線図（改修後）



Ｎ

Ｓ＝１／２００１階　空調分岐配線図

（北西側）

キープラン

：図示範囲を示す

放送室

器具庫Ｂ 屋外休憩場

ＤＳ ＤＳＤＳ

自販機

倉庫（４）

多目的ＷＣ

ＤＳ
身障者観覧席

選手控室Ａ

倉庫（３）

風除室

中央監視盤

湯沸室

医務室

（男）
ＷＣ

トレーニングルーム

休憩室（男）

ＰＡＣ
１

ＡＥＸ
６

ＡＥＸ
５

ＡＥＸ

ＡＥＸ

ＡＥＸ

ＡＥＸ

３

４

１

２

エントランスロビー
ＣＨ＝３，１００

ＣＨ＝２，７００

Ｌ－２

１階　幹線・空調分岐配線図参照
ＤＳ ６６６

倉庫
（２）

エ

エ’

倉庫
（１）

ＷＣ
（女）

コーナー
喫茶

書庫

事務室

外　形 材　質 改修内容記　号

〃　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ 鋼板製

３３３

Ａ

プルボックス表

〃　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃５５４

記　号 　名　　称　　　　（№）

幹線・分岐配線表 アリーナ床下～Ｌ－２～天井内プルボックス

Ｌ－２　１φ３Ｗ （Ｌ７） ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８エ

ＰＡＣ－１ ５０１

ＭＡＣ
２ｄ

×２

２ｅ
ＭＡＣ

×３

ＭＡＣ
２ｃ

４．５ｋＷ

５．６ｋＷ

２．８ｋＷ

２ｃ
ＭＡＣ

×２

５．６ｋＷ

Ｓ

Ｓ

空調換気扇

空調換気扇

５１６

５１７

エ’

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５２階トイレ排気ファン Ｂ４５，Ｂ４６

Ｂ４５，Ｂ４６２階トイレ排気ファン

給湯機電源

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０

ＰＡＣ－１ ５０１

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

ＥＭ－ＩＥ　１４　×２

５１７

５１６空調換気扇 ＥＭ－ＩＥ　１４　×２，Ｅ５．５

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２

空調換気扇

配　管

（ＧＰ５４）

≪ＧＰ５４≫

（ＧＰ４２）

≪ＰＦ２８≫

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）

≪ＰＦ２８≫

≪ＰＦ２８≫

配　　線

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２

ＥＭ－ＩＥ５．５　×４空調室内機 ２５，２６（２００Ｖ）

踊り場
ＣＨ＝３，１００

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５　　　（ＰＦ２２） ５０１（ＰＡＣ－１）
２５　（ＭＡＣ－２ｃ）●

●印配線新設（他既設）
ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ２２≫

２５，２６（ＭＡＣ－２ｎ）
５１７（ＡＥＸ－１３，１５）

２５

２５

注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

既　設

Ｋ

更衣室（男）

更衣室（女） Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

機械設備機器表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

配　線　表

新　設ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

配線新設≪ＰＦ２２≫ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０

電灯設備

注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

自動火災報知設備

ＥＭ－ＡＥ　１．２－４Ｃ 新　設

：空調室内機（天井カセット型）
　（事務室・トレーニングルーム）

－　既　設

－　既　設　
：空調室外機
　（事務室・トレーニングルーム）

：空調換気扇 －　既　設

：空調室内機（天井カセット型２方向）

：集中リモコン（液晶タイプ）ＳＲＣ

－　新　設

－　新　設

５
７
，
１
０
０

５
，
０
０
０

６
，
８
０
０

３
７
，
３
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

５
，
５
０
０

６
，
３
０
０

５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｌ

（女）
ＷＣ

ロビー
ＣＨ＝７，６００～８，６００

休憩室
（女）

（０．０３９ｋＷ）

鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン
吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

改 修 後

Ａ３：１／２００
電灯設備　１階　空調分岐配線
図（北西側）、自動火災報知設備
配線図（改修後）

全３２

２０

（０．０８ｋＷ）

（０．０７ｋＷ）

（０．０８ｋＷ）

改修内容

配線新設

〃

既　設

〃

配線新設

配線新設

配線新設

〃

既　設

既　設

既　設

配線新設

ＥＭ－ＩＥ５．５　×４，Ｅ５．５　≪ＰＦ２２≫
ＥＭ－ＩＥ５．５　×２　　　　　　≪ＰＦ２２≫

ＳＲＣ
電源新設（既設空調監視盤電源より取出し）
ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）



キープラン
：図示範囲を示す

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 後

Ａ３：１／２００

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２１
電灯設備　２階　空調分岐配線図、

（改修後）
自動火災報知設備　配線図

倉庫（７）

倉庫（８）

電力増幅架

ステージ上部

ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　（ＥＰ３１）
既　設

　　　　　１．２ｍｍ≪ＰＦ２２≫

（Ｌ９）

アリーナ上部

３１ ２ ７，１５０６，０００

ＤＳ

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０（ＰＦ２２） ５１７（ＡＥＸ－１４）
● ヨ　ビ

●印配線新設（他既設）
● ヨ　ビ

ＡＥＸ
１４

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）
新　設（冷媒同時巻き）

ＭＡＣ
１ｅ

２．２ｋＷ

配線新設
導入線

　　　　　１．２ｍｍ　　　≪ＰＦ２２≫導入線
　　　　　１．２ｍｍ　　　≪ＰＦ２２≫導入線

５１７（ＡＥＸ－１４）
接地母線

既　設
ＣＶ３．５　－２Ｃ
ＩＶ　１４　×１

（０．０５ｋＷ）

Ｋ

音響・調光室

５１７（ＡＥＸ－１４）
既設のまま
ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０（ＰＦ２２）

７
ＥＦ

倉庫（６）

ＷＣ
（女）

観覧席

観覧席

（男）

５．５

３００×３００×１００Ｄ（　　　　　）鋼板製
既　設

バルコニー防炎タレ壁 Ｈ＝５００

ＡＥＸ
１３

交流プラザ（卓球場）

ＣＨ＝３，７００

ＣＨ＝３，７００

ＣＨ＝４，５００～６，５００

観覧席

ランニングロード

１２

アリーナ上部

１１ ７，１５０

配線新設

×４
ＭＡＣ
２ａ

ＥＦ
６

２ｂ
ＭＡＣ

１４．０ｋＷ

２２．４ｋＷ
（１．４１ｋＷ）

２５，２６（ＭＡＣ－２ｎ）
５１７（ＡＥＸ－１３，１５）

２５

ヨ　ビ
２６　（ＭＡＣ－２ｎ）

Ｂ４６（ＥＦ－７）
５１７（ＡＥＸ－１５）
５１７（ＡＥＸ－１３）

　　　　　１．２ｍｍ　　　　　　≪ＰＦ１６≫●
●

ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０　　　（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６　　　（ＰＦ１６）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６　　　（ＰＦ１６）

●印配線新設（他既設）
導入線

２６

●印配線新設（他既設）

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６　　　（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０　　　（ＰＦ２２）

●

Ｂ４６
５１７

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ２２≫ ２６　（ＭＡＣ－２ｂ）

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ２２≫ ２６　（ＭＡＣ－２ｂ）

２６

休憩室
ＣＨ＝３，７００

Ｋ

５．５

ＷＣ

（０．２ｋＷ）

５．５

５．５

バルコニー

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ１６≫

配線新設

ＥＭ－ＩＥ５．５　×４，Ｅ５．５　≪ＰＦ２２≫
ＥＭ－ＩＥ５．５　×２　　　　　　≪ＰＦ２２≫

配　線　表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

　〃

配線新設ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ５．５　×２，Ｅ２．０５．５

≪ＰＦ２２≫

≪ＰＦ２２≫

≪ＰＦ２２≫　　　　　１．２ｍｍ導入線

新　設ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

機械設備機器表

－　新　設

－　新　設

－　既　設

－　既　設

－　既　設

－　新　設

：空調換気扇

：空調吹出口（交流プラザ）

：消音形ストレートシロッコファン
　（男女トイレ）

　（音響・調光室）
：空調室内機（壁掛け型）

　（交流プラザ）
：空調室内機（ダクト隠蔽型）

：空調室内機（天井カセット型２方向）

注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。注．上表配管表記の≪　　≫表記は、既設配管を示す。

自動火災報知設備

ＥＭ－ＡＥ　１．２－４Ｃ 新　設

　〃

　〃ＥＭ－ＥＥＦ　２．６－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ） 　〃２．６

ＤＮ

ＡＥＸ
１５

吹抜

１２

４００×４００×２００Ｄ（　　　　　）鋼板製
既　設

５
，
５
０

０
６
，

３
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｆ

２ｆ
ＭＡＣ

２．２ｋＷ

●
●

ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）

ヨ　ビ
●印配線新設（他既設）

５１７（ＡＥＸ－１３）
５１７（ＡＥＸ－１５）
Ｂ４６（ＥＦ－７）

２６　（ＭＡＣ－２ｎ）

●印配線新設（他既設）

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６　　　（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０　　　（ＰＦ２２）

● ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ２２≫ ２６　（ＭＡＣ－２ｂ）

Ｂ４６
５１７

　　　　　１．２ｍｍ　　　　　　≪ＰＦ１６≫導入線

映写室

２６

Ｋ

（０．０５ｋＷ）

ＥＭ－ＩＥ　２．０×２，Ｅ２．０≪ＰＦ１６≫

Ｎ

Ｓ＝１／２００２階　空調分岐配線図

Ｓ

Ｓ

交流プラザ（卓球場）
ＣＨ＝４，５００～６，５００

：機械設備工事 天井改修範囲

機械設備工事の天井改修に伴い、以下の機器の取外し・再取付を行うこと。
・ＬＥＤ照明器具　　（ベースライト直付形 ＦＬ２０Ｗ×１相当）　×８

・煙感知器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×２
・　　　〃　　　　　（埋込形 ＨＩＤ灯２５０Ｗ相当）　　　　　　×２



Ｂ

（ｃ）０１４－ヘ６２２

既設屋外キュービクル
ドーム・グランド用

電気室

駐車場

駐車場

ＥＤ ４

高圧引込線

吉田文化体育センター

Ｄ

（ａ）０１４－ヘ７２４

高圧配電線

３

Ｅ

Ｇ
５

６
屋外灯へ（以降省略）

浄化槽へ
（以降省略）

Ｈ

９１，８００

Ｃ

ＥＤ

高圧配電線路

（ｂ）０１４－ヘ６２１

１
Ｄ

２Ｆ ＥＤ

Ｃ１ Ｃ２

構内配電線路図（全体図） Ｓ＝１／６００

ＥＬＡ

Ａ

高圧引込線

Ｂ

Ａ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

７

８

Ｎ

５
７
，
１
０
０

冷却塔　№１
機械設備工事

冷却塔　№２
機械設備工事

オイルタンク
機械設備工事

空調機械室

非常用発電機

冷却塔置場　分岐配線図（改修前）参照

改修内容仕　　　様名　　称記　号

高 圧 配 電 柱 コンクリート柱

凡　例　表

〃

〃 　　　〃

Ｂ 〃

１３ｍ－１９ｃｍ－　７．０ｋＮ

１５ｍ－１９ｃｍ－　７．０ｋＮ

１５ｍ－２２ｃｍ－１５．０ｋＮ

－

－

－

ａ

ｂ

ｃ

　　　〃 ＋継柱

＋継柱

　　　〃

鋼管柱支 線 柱

支 　 線

〃

ｎ

〃〃 通信用

ハ ン ド ホ ー ル 別表参照電力用

コンクリート製埋 設 標 柱

ＥＬＨ

Ａ

Ｂ

Ｄ

〃

〃

〃

〃

Ａ種（高圧避雷器）

Ａ　種

Ｂ　種

Ｄ　種〃 〃

接 地 極

〃

〃

〃

〃

床打込又はいんぺい配管（地下ピット内配管）配 線 ・ 配 管

架空配線

地中埋設配管

〃

〃
別表又は
傍記参照 ＡＳ

ＡＳ

ＡＳ
芝

ハンガーポスト
規　　格 ケーブル

ハンガー
ケーブル 支持碍子鉄　蓋記　号

　９００×　９００×１３００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　６ Ｒ５０×　６

　９００×　９００×１３００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　５ Ｃ２１０×　５ Ｒ５０×　５

　９００×　９００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　２ Ｃ２１０×　２ Ｒ５０×　２

ハンドホール表

１

２

３

４

　６００×　６００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　２ Ｃ２１０×　２ Ｒ５０×　２５

　８００×　８００×１２００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４６ １０００Ｌ×　４

Ｒ８Ｋ－６０ Ｃ３１０×１６ Ｒ６５×１６１０００Ｌ×　８

　９００×　９００×　９００Ｈ Ｒ８Ｋ－６０ ６００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４

Ｒ８Ｋ－６０ ８００Ｌ×　４ Ｃ２１０×　４ Ｒ５０×　４

１５００×１５００×１２００Ｈ

　９００×　９００×　９００Ｈ

７

８

消火ポンプ

予　備

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ　２２　－３Ｃ 　〃

　〃

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ５０）

Ｋ 発電機商用電源

記　号 名　　称 改修内容

Ａ

配　　線 配　管

（ＦＥＰ８０）

（ＦＥＰ５０）

高圧引込

予　備

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８Ｂ

（ＧＰ８２）

〃

〃

（ＧＰ８２）

（ＧＰ２８）

Ｃ

高圧引込 ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８

（ＦＥＰ８０）予　備

（ＦＥＰ８０）予　備

（ＧＰ８２）

予　備 （ＧＰ８２）

予　備

〃

〃

〃

〃

〃

予　備

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

予　備

予　備

〃

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

（ＦＥＰ１００）

ＣＶ５．５　－２Ｃ

ＣＶ５．５　－２Ｃ

（ＦＥＰ８０）

予　備

屋外灯

屋外灯

Ｄ ＥＭ－ＣＥＴ　３８

既設のまま

既設のまま

Ｆ

既設のまま（ＦＥＰ５０）

（ＶＥ５４）

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

冷却塔　№２ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５

冷却塔　№１ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５

ＣＶ３．５　－３Ｃオイルギアポンプ　№２

（ＧＰ４２）

オイルギアポンプ　№１ ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ５．５

〃

〃

〃

〃

既設のまま

〃

Ｅ

共同溝コンセント ＣＶ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

（ＶＥ５４）

（ＧＰ４２）

〃

（ＧＰ２２）

（ＧＰ３６）

Ｇ 浄化槽　動力幹線 ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶ　３８　－３Ｃ

浄化槽　一括警報 ＣＶＶ　２　－２Ｃ，Ｅ５．５

浄化槽　一括警報 ＣＶＶ　２　－２Ｃ，Ｅ５．５

（ＦＥＰ３０）

既設のまま

〃

〃

〃

既設のまま

〃

〃

〃

ＣＶ　２２　－２Ｃ，Ｅ５．５屋外灯

ＣＶ　２２　－２Ｃ，Ｅ５．５屋外灯

（ＦＥＰ５０）

（ＦＥＰ５０）

予　備 （ＧＰ３６）

（ＦＥＰ３０）

（ＦＥＰ３０）

Ｃ１

Ｃ２

幹線配線表

Ｈ 浄化槽　動力幹線

予　備

高圧引込 ６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８ （ＦＥＰ８０）

Ｉ 発電機商用電源

消火ポンプ

予　備

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ　２２　－３Ｃ

（ＺｎＧＰ５４）

（ＺｎＧＰ５４）

（ＺｎＧＰ５４）

　〃

　〃

Ｊ 発電機商用電源

消火ポンプ

予　備

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ　２２　－３Ｃ 　〃

　〃

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ６５）

（ＦＥＰ６５）

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

撤　去

撤　去

空調動力

空調動力

空調動力

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２

既　設

構 内 引 込 柱 　　　〃 １２ｍ－１９ｃｍ－　５．０ｋＮＡ ＰＡＳ撤去

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

改 修 前

構内配電線路図（全体図）
（改修前）

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

Ａ３：１／２００ ２２



：　〃

受変電設備　単線結線図

：既設幹線流用を示す。

（電気室内　既設キュービクル）

Ｖ

ＡＡ

Ｖ

Ａ

Ｖ

６６００／２１０Ｖ

７．２ｋＶ　３０Ａ

６６００／２１０Ｖ

３００Ｖ

３００Ａ
ＣＴ×２（１９９３）

ＶＳ

ＡＳ

３００Ｖ

ＰＣＳ×３（１９９３）

ＦＴ＝２０Ａ

Ｔｒ　３φ３Ｗ（１９９３）

１５０ｋＶＡ（ＯＩＬ）

３００／５Ａ

７．２ｋＶ　３０Ａ
ＰＣＳ×３（１９９３）

ＦＴ＝３０Ａ

７５０Ａ

１００ｋＶＡ（ＯＩＬ）

Ｆ×２ ＶＳ

ＡＳ

ＣＴ×２（１９９３）
５００／５Ａ

１５０ｋＶＡ（ＯＩＬ）
６６００／２１０－１０５Ｖ

ＦＴ＝５０Ａ
７．２ｋＶ　５０Ａ
ＰＣＳ×２（１９９３）

５００Ａ

３００Ｖ
Ｆ×２ＶＳ

ＡＳ

Ｆ×２

ＣＴ×２（１９９３）
７５０／５Ａ

Ｔｒ　１φ３Ｗ（１９９３）

● ●

（１９９３） （１９９３）

●

（１９９３）

ＣｕＢ
既設のまま

ＣｕＢ

※Ｇ ※Ｇ

※Ｈ ※Ｈ

ＥＬＲ３ＥＬＲ２ＥＬＲ１

ＣｕＢ　７５×ｔ６
撤　去

ＣｕＢ　５０×ｔ６
撤　去

ＭＬＦＣ１５０
撤　去

ＥＬＲ
２

ＥＬＲ
３

ＭＣＣＢ
２１０
ＡＬ

１
ＥＬＲ ＯＣＲ

●：中央監視盤へ故障表示を示す。

ＥＡＥＤＥＢＥｔＥｔ

Ｅ
３
８
ｓ
ｑ

Ｅ
３
８
ｓ
ｑ

Ｅ
６
０
ｓ
ｑ

Ｅ
　
８
ｓ
ｑ

Ｅ
　
８
ｓ
ｑ

ＥＤＥＢ ＥＡ

ＥＡ

※Ｈ※Ｋ

Ｔｒ　３φ３Ｗ（１９９３）

ＥＢ

ＳＣ

ＳＲ

ＭＣ

（２０１３）

リアクトル内蔵
低圧進相コンデンサ

ＳＣ：５３．２ｋｖａｒ
ＳＲ：Ｌ＝６％

ＳＣ

※Ｋ

※Ｊ

Ｆ●
ＡＬ

※Ｇ

※Ｆ ※Ｆ既設のまま

ＣＨ

ＣＨ

ＣＯＳ
φＷＩ　　＞ Ａ

Ｖ

●

７．２ＫＶ

ＶＴＴ
９０００Ｖ

ＶＳ

ＣＴ×２（１９９２）

７．２ＫＶ

ＡＳ

７２０ｋＷ

ＣＴＴ

ＥＤＥＡ

（２０１３）

ＤＳ×３

２００Ａ

ＶＣＢ（２０１３）

４００Ａ　８ｋＡ

６０／５Ａ

ＶＴ×２
（１９９３）

Ｆ

６０Ａ

高圧引込盤

高圧受電盤

高圧コンデンサ盤

※Ｂ

※Ｃ

※Ｄ

Ｆ×２

×２

ＥＡ

ＣＨ

※Ａ

７．２ｋＶ　２００Ａ
ＬＢＳ（１９９３）

Ｆ＝Ｇ２０Ａ×３

ＥＡ 未使用

３

ＣＨ

ＶＣＴ

７．２ＫＶ　２００Ａ
ＰＡＳ（２０１３）

電力引込

ＶＴ・ＬＡ内蔵型

Ｗｈ
Ｉ　　＞

ＥＬＡ

ＳＯＧ制御装置
（２０１３）

６ｋＶ　ＣＶＴ　６０
配線撤去

低圧動力盤№２

Ｌ
－
１

Ｌ
－
１

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
６
０
ｓ
ｑ

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
６
０
ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

開
閉
器
容
量

負
荷
容
量

負
荷
名
称

Ｃ
Ｂ
　
Ｎ
ｏ

（
幹
線
Ｎ
ｏ
）

２
７
．
４
１
２

２
５
．
０
６

（
ｋ
Ｖ
Ａ
）

３
０
１

３
０
２

（
Ｍ
２
１
）

（
Ｍ
２
２
）

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｖ
　
２
２
ｓ
ｑ
×
３

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
　
７
５
Ａ
Ｔ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

　
５
０
Ａ
Ｆ
／
　
５
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
０
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

浄
化
槽

予
　
備

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

空
調
機

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ

開
閉
器
容
量

幹
線
サ
イ
ズ

負
荷
容
量

負
荷
名
称

２
０
６

２
０
７

２
０
８

２
０
９

２
１
１

２
１
０

２
０
３

２
０
４

２
０
２

２
０
１

Ｃ
Ｂ
　
Ｎ
ｏ

（
幹
線
Ｎ
ｏ
）

（
Ｍ
１
）

（
Ｍ
２
）

（
Ｍ
３
）

２
０
５

（
Ｍ
４
）

（
Ｍ
５
）

（
Ｍ
６
）

（
Ｍ
７
）

（
Ｍ
８
）

（
Ｍ
９
）

Ｉ
Ｖ
　
６
０
ｓ
ｑ
×
３

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
３
８
ｓ
ｑ

（
Ｍ
１
０
）

予
　
備

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

４
０
０
Ａ
Ｆ
／
４
０
０
Ａ
Ｔ

４
０
０
Ａ
Ｆ
／
２
５
０
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

Ｌ
Ｍ
－
１

Ｌ
Ｍ
－
１

Ｌ
Ｍ
－
１

Ｌ
Ｍ
－
１

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１
５
０
ｓ
ｑ
　

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
６
０
ｓ
ｑ

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１
５
０
ｓ
ｑ

Ｃ
Ｖ
Ｔ
１
０
０
ｓ
ｑ

（
ｋ
Ｗ
）

１
５
．
０

　
６
．
９
５

　
２
．
４

　
６
．
５
７

２
１
．
８
４

６
０
．
０

４
８
．
０

４
７
．
８

舞
台
吊
物
制
御
盤

非
常
用
発
電
機

（
消
火
ポ
ン
プ
）

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
６
０
ｓ
ｑ

Ｉ
Ｖ
１
０
０
ｓ
ｑ
×
３

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

４
０
０
Ａ
Ｆ
／
３
０
０
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
１
５
０
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

２
２
５
Ａ
Ｆ
／
２
２
５
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｖ
　
６
０
ｓ
ｑ
×
３

Ｃ
Ｖ
Ｔ
　
３
８
ｓ
ｑ

Ｉ
Ｖ
　
２
２
ｓ
ｑ
×
３

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
１
０
０
Ａ
Ｔ

１
０
０
Ａ
Ｆ
／
　
７
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
２
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
２
Ｐ

　
５
０
Ａ
Ｆ
／
　
１
５
Ａ
Ｔ

　
５
０
Ａ
Ｆ
／
　
１
５
Ａ
Ｔ

　
５
０
Ａ
Ｆ
／
　
１
５
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
２
Ｐ

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
　
３
Ｐ

Ｌ
－
４

Ｌ
－
１

Ｌ
－
３

Ｌ
－
２

Ｌ
Ｍ
－
１

電
力
増
幅
架

Ｅ
ｃ
ｏ
ね
っ
と
電
源

Ｅ
Ｌ
Ｒ
用
電
源

所
内
電
源
　

絶
縁
監
視
装
置
電
源

開
閉
器
容
量

負
荷
容
量

負
荷
名
称

１
０
１

１
０
３

１
０
７

１
０
８

１
０
９

１
１
０

１
１
１

１
１
２

１
０
２

（
Ｌ
１
）

（
Ｌ
２
）

（
Ｌ
３
）

（
Ｌ
７
）

（
Ｌ
８
）

（
Ｌ
１
０
）

（
Ｌ
１
１
）

（
Ｌ
１
２
）

Ｃ
Ｂ
　
Ｎ
ｏ

（
幹
線
Ｎ
ｏ
）

（
Ｌ
９
）

予
　
備

予
　
備

予
　
備

１
０
４

１
０
５

１
０
６

（
Ｌ
４
）

（
Ｌ
５
）

（
Ｌ
６
）

（
ｋ
Ｖ
Ａ
）

１
９
．
７
４

３
４
．
０
６

１
０
．
０

１
１
．
４
９

２
７
．
６

Ｉ
Ｖ
２
０
０
ｓ
ｑ
×
３

Ｉ
Ｖ
５
．
５
ｓ
ｑ
×
３

低圧電灯盤 ※Ｉ※Ｉ

※Ｅ

※Ｅ

ＳＣ

ＥＤ

ＥＡ

幹
線
仕
様

幹
線
仕
様

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８
既設のまま

３φ３Ｗ　６，６００Ｖ

低圧動力盤№１ ※Ｉ

２
１
．
８
８

Ｅ
Ｍ
－
Ｃ
Ｅ
Ｔ
　
３
８
ｓ
ｑ

配管・配線撤去（支持金具は既設流用）

※１

高圧コンデンサ盤改修※Ｄ

・高圧交流負荷開閉器

・電力ヒューズ

・盤名称

・端末処理材（屋内）

※Ｅ

ＬＢＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ

Ｆ＝Ｇ２０Ａ　　　　　　×３

ＮＰ「高圧コンデンサ盤」

ＣＨ　６．６ｋＶ　ＣＶＴ　６０ｓｑ

・高圧母線ケーブル ６ｋＶ　ＣＶＴ　６０ｓｑ

：　〃

：変　更

：撤　去

：　〃

：撤　去

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

単線結線図（改修前）
受変電設備（既設キュービクル） ２３

改 修 前ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ブ
ラ
ン
ク
パ
ネ
ル

ＣＶＶ　１．２５　－１１Ｃ（ＶＥ２８）

※Ｇ ・高圧カットアウト

・速動形ヒューズ

・ＰＣ一次・二次配線

※Ｈ

・三相変圧器（油入）

・三相変圧器（油入）

・単相変圧器（油入）

・リアクトル内蔵低圧進相コンデンサ※Ｊ

・接地端子板（高圧引込盤）※Ｋ

・接地端子板（低圧動力盤№２）

※Ｆ

※Ｉ

・低圧動力盤№１（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

・低圧電灯盤（盤、主・分岐銅バー、盤内配線）

低圧配電盤改修

・低圧動力盤№２（盤、分岐銅バー、盤内配線）

ＰＣ　７．２ｋＶ　　　　　×８

ＦＴ　　　　　　　　　　　×８

ＫＩＰ　１４ｓｑ

Ｔｒ　１φ３Ｗ　１５０ｋＶＡ

Ｔｒ　３φ３Ｗ　１５０ｋＶＡ

Ｔｒ　３φ３Ｗ　１００ｋＶＡ

・高圧母線 銅バー

×３

：撤　去

：　〃

：撤　去

：　〃

：　〃

：　〃

：移　設

：既設流用

：　〃

：既設流用

：撤　去

：　〃

：　〃

：　〃

＜受変電設備（既設キュービクル）　改修＞

※１ 高圧引込用負荷開閉器取替

ＰＡＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ ：撤　去

※Ａ

※Ｂ

※Ｃ

・計器用変圧器

・電力計

・交流電流計

・計器用変流器

高圧引込盤改修

・交流電圧計

・高圧引込ケーブル

・高圧断路器（単極） ＤＳ　７．２ｋＶ　２００Ａ×３

６６００／１１０Ｖ　　　　×２

Ｗ　０－７５０ｋＷ

Ａ　０－６０／５Ａ

Ｖ　０－９０００Ｖ

６ｋＶ　ＣＥＴ　３８ｓｑ ：既設流用

：撤　去

：撤　去

：　〃

：　〃

：　〃

：　〃

（ＶＴ・ＬＡ内蔵、方向性ＧＲ付）

・高圧交流気中負荷開閉器

（ＳＯＧ制御装置含む）

・力率計 ＣＯＳφ　０．５－１－０．５

・ＣＯＳ

ＣＴ　６０／５Ａ　　　　　×２

×２

・漏電継電器（零相変流器共）

高圧受電盤改修



電気室

高圧引込盤

高圧受電盤

高圧コンデンサ盤

低圧電灯盤

低圧動力盤№１

低圧動力盤№２

Ａ種接地
Ｂ種接地

ＩＶ　３８　×１
ＩＶ　６０　×１
配線撤去

（ＶＥ４２）

ＩＶ　３８　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　６０　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　３８　×１（ＶＥ２２）
ＩＶ　　８　×２（ＶＥ２２）

（接地極線）既設のまま
Ａ種
Ｂ種
Ｄ種
補助

既設のまま

（ＧＰ８２） 予　備
予　備（ＧＰ４２）

Ｅｔ ＥｔＥＤＥＡ

Ｅ８ Ｅ８Ｅ３８Ｅ３８

構内配電線路図参照

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＧＰ８２）

既設のまま

予　備
空調動力
予　備

既設のまま
ＣＶ　５．５　－２Ｃ（ＧＰ２８） 屋外灯

（ＧＰ８２）

（ＧＰ８２）

ア’

イ

鋼板製

ア

５ ６

７，０００

Ｎ

既設のまま（アリーナ床下）
６００×８００×５５０Ｈ（　　　　　）

１階　幹線・空調分岐配線図参照１階　幹線・空調分岐配線図参照

１
，
２
０
０

１
，
０
０
０

１
，
０
０
０

８
６
０

６
７
０

６
７
５

高圧引込盤

高圧受電盤

高圧コンデンサ盤

低圧電灯盤

低圧動力盤№１

低圧動力盤№２

電気室

低圧盤背面側 低圧盤正面側

Ｓ＝１／　６０電気室　機器配置図

Ｎ

記　号 改修内容

〃Ｌ－２

配　管

Ｌ－３

幹線配線表 電気室～アリーナ床下プルボックス

ＣＶＶ　２　－１０Ｃ

配　　線名称　　　　　（幹線№）

ＩＶ　２２　×３舞台吊物制御盤

浄化槽

中央監視盤

ＩＶ　６０　×３

〃

〃

（ＧＰ２８）

（ＧＰ３６）

〃

既設のまま

ＩＶ　２２　×３

ＩＶ　６０　×３

ＩＶ１００　×３

（ＧＰ３６）

Ｌ－４ ＩＶ２００　×３

ＩＶ５．５　×３

接地母線 ＩＶ　３８　×１

ＩＶ　６０　×１

（ＧＰ７０）

（ＧＰ７０）
〃

〃

電力増幅架

（舞台調光盤）（Ｌ３）

（Ｌ３）

（Ｌ７）

（Ｌ９）

（Ｍ６）

（Ｍ９）

ＩＶ　２２　×３

ＩＶ　８　×３

屋外灯

ア’

ア

イ

ガーデンライト

（ＧＰ５４）

既設のまま

〃

〃

接地母線

同上操作電源

〃

〃

（ＧＰ５４）
屋外灯

誘導灯信号装置

ＩＶ５．５　×２

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＡＥ　１．２－１０Ｐ

ＣＰＥＶ　１．２－１０Ｐ

既設のまま

〃

既設のまま

〃

（ＧＰ８２）

（ＧＰ４２）

キープラン

配　線　表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

　　　　　導入線 （ＧＰ４２）ＩＶ１．６ｍｍ 既設のまま

Ｌ－１Ｌ－１

ＬＢＳ

ＶＣＢ

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

ＶＴ×２

ＣＴ×２

構内配電線路図（電気室）

３φＴｒ　１００ｋＶＡ

３φＴｒ　１５０ｋＶＡ

１φＴｒ　１５０ｋＶＡ
ＰＣＳ×２

ＰＣＳ×３

ＰＣＳ×３

５３．２ｋｖａｒ
ＳＣ

既設のまま
５００　×３００（　　　　　）鋼板製

Ｓ＝１／　６０

５
，
０
０
０

Ｋ

Ｌ

５
，
０
０
０

Ｋ

Ｌ

配線撤去
ＣＶ　２　－２Ｃ（ＰＦ２２）
ＣＶ　２　－２Ｃ（ＰＦ２２）

過電流継電器移報
Ｅｃｏねっと電源

照明リモコン

配線撤去
６ｋＶ　ＣＶＴ　６０　（ＧＰ８２） 高圧母線

（ＦＥＰ８０） 予　備
６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＦＥＰ８０） 高圧引込
既設のまま

ＥＢ

Ｅ６０

：図示範囲を示す

５００　×５００（ＳＵＳＷＰ）
既設のまま

５００　×５００（ＳＵＳＷＰ）
既設のまま

ＦＬ±０

ＦＬ－１，０００
芝

ＣＨ

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／　６０
電気室　機器配置図（改修前）
構内配電線路図（電気室）、

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２４

改 修 前

既設のまま
５００　×３００（　　　　　）鋼板製



（Ｍ１）
ＣＶＴ１５０

Ａ

２Ｅ ２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

盤幅：７００Ｗ

盤幅：４００Ｗ盤幅：７００Ｗ盤幅：６００Ｗ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／

ＣＴ
２０／５Ａ

　３０ＡＴ

５２

ＣＴ
２０／５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　３０ＡＴ

５２

２０Ａ ２０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

１０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　２０ＡＴ

５２

１０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　５０ＡＴ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

５２

３Ａ

５２

３Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

ＭＣＣＢ２Ｐ
　５０ＡＦ／
　１５ＡＴ

ＣＶＴ　６０

Ｆ

ＭＣＣＢ２Ｐ
　５０ＡＦ／
　２０ＡＴ

（Ｍ３）
ＣＶＴ１００

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

Ｆ

（Ｍ４）

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

ＣＨＰ－１ ＣＨＰ－２

負荷容量

始動方式

（ｋＷ） １８．５

負荷名称
冷温水ポンプ

№２
冷温水ポンプ

№１

Ｒ－１

冷温水発生機
№１ №２

Ｒ－２

冷温水発生機

５．４

負荷記号 ＣＤＰ－１ ＣＤＰ－２

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ） １８．５ １８．５

負荷名称
冷却水ポンプ

№２
冷却水ポンプ

№１

７．４

№１

ＣＴ－１

冷却塔
№２

７．４

冷却塔

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ）

負荷名称

１８．５

Ｙ ＬＹ Ｙ

操作・制御ＳＷ

ＣＶ５．５　－３Ｃ ＣＶ　２２　－３Ｃ ＣＶ　２２　－３Ｃ

Ｌ Ｌ

分岐配線 分岐配線

連　動

Ｙ

ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ

インターロック

Ｌ

ＣＯＳ，Ｂ

連　動

分岐配線 ＣＶ５．５　－３ＣＣＶ　２２　－３Ｃ×２ＣＶ　２２　－３Ｃ×２ ＣＶ　２２　－３Ｃ×２ＣＶ　２２　－３Ｃ×２

ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ

３Ａ ３Ａ ３Ａ ３Ａ ３Ａ－

－

－

－

操作・制御方式

負荷記号

３Ａ

５．４

Ｂ１１ Ｂ１２ 回路番号 Ｂ２３ Ｂ２４

負荷記号

回路番号Ｂ２１ Ｂ２２

ＥＦ－１２－１

１階アリーナ系統
排気ファン№１

負荷記号

負荷容量

始動方式

操作・制御方式

操作・制御ＳＷ

（ｋＷ）

負荷名称

ＥＦ－１２－２

１階アリーナ系統
排気ファン№２

ＥＦ－１０

１階電気室系統
排気ファン

ＳＦ－１

排気ファン

ＥＦ－６

２階男子便所系統
排気ファン

ＥＦ－７

２階女子便所系統 オイルギアポンプ 温水循環ポンプ

ＰＨＷ

ボイラー
№２

ＰＡＣ－２

１階会議室系統
エアコン

ＦＣＵ－８

２階音響・調光室
系統ファンコイル

オイルギアポンプ
№１

制御電源

分岐配線

連　動

Ｌ

ＩＶ　１４　×３

２－１

ＣＶ　２　－３Ｃ ＩＶ５．５　×３ ＩＶ５．５　×３ＣＶ３．５　－３Ｃ ＣＶ３．５　－３ＣＣＶ３．５　－４Ｃ ＣＶ３．５　－４Ｃ ＣＶ３．５　－４ＣＩＶ　１４　×３ ＩＶ　２２　×３ＣＶ３．５　－３Ｃ ＣＶ３．５　－３Ｃ

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ ＬＬ

３Ａ

ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ ＣＯＳ，Ｂ，Ｔｈ

３Ａ

ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ

２－１ ２－１ １４－２Ａ

ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ×２

３Ａ １

ＢＣＯＳ，Ｂ

２－１

ＣＯＳ，Ｂ

２－１

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

１階機械室系統
給気ファン

１階機械室系統
排気ファン

ＢＨ

回路番号

回路番号

Ｂ１３ Ｂ１４

Ｂ４２ Ｂ４３ Ｂ４４ Ｂ４５ Ｂ４６ Ｂ４７ Ｂ４８ Ｂ４９Ｂ４１Ａ Ｂ４１Ｂ Ｂ４１０ Ｂ４１１ Ｂ４１２ Ｂ４１３

ＯＧＰ－１ ＯＧＰ－２ＥＦ－１１

Ｒ－１

Ｒ－２

屋内鋼板製　自立型（５面体）
３０００Ｗ×（２３００＋５０）Ｈ×４００Ｄ

６００ ４００ ７００ ６００７００

３，０００

２
，
３
０
０

５
０

制御盤 ＬＭ－１

Ｍ３ Ｍ２ Ｍ１ Ｍ４ Ｌ８

正面図 Ｓ＝１／３０

本結線図範囲

０．２ ０．２ ０．５２６．５７０．４ １．８３．７ ３．７ ０．７５ １．５ ２．２ ０．１５ ０．１５

１５０Ａ

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

ＡＨＵ－１ ＡＨＵ－１

№２№１
空気調和機 空気調和機

３０．０ ３０．０

Ｙ Ｙ

ＣＯＳ，Ｂ ＣＯＳ，Ｂ

加湿器

ＣＶ　３８　－３Ｃ×２ ＣＶ　３８　－３Ｃ×２

２－１ａＡ ２－１ａＡ

Ｂ３１ Ｂ３２

ＣＰ－１

空調制御電源

ＣＶ　２　－２Ｃ

Ｌ

－

－

－

Ｂ１５

※１

※４１

※４２ ※４３※４２

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／　３０

改 修 前

正面図（改修前）
ＬＭ－１　動力回路結線図
電灯動力設備　制御盤

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２５

２Ｅ ２Ｅ

Ａ Ａ Ａ Ａ

４２ ６ ５２ ４２ ６５２

ＥＬＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ／

ＣＴ
１００／５Ａ

ＣＴ
１００／５Ａ

１００Ａ １００Ａ

１５０ＡＴ

ＥＬＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／

ＣＴ
３０／５Ａ

　５０ＡＴ

３０Ａ
ＣＴ
３０／５Ａ

ＥＬＣＢ３Ｐ
　５０ＡＦ／
　５０ＡＴ

３０Ａ

ＥＬＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ／
１５０ＡＴ

２Ｅ

Ａ Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

Ａ

２Ｅ

４２ ６ ４２ ６５２

ＥＬＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ／

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＣＴ
１００／５Ａ

ＣＴ
１００／５Ａ

１００Ａ １００Ａ

２２５ＡＦ／
１５０ＡＴ １５０ＡＴ

５２

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／

ＣＴ
１２０／３　／５Ａ

　７５ＡＴ

５２

４０Ａ
ＣＴ
１２０／３　／５Ａ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ／
　７５ＡＴ

５２

４０Ａ

（Ｍ２）
ＣＶＴ１５０

Ｆ

※２

２Ｅ

Ａ Ａ

２Ｅ

４２ ６ ４２５２

ＥＬＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ／

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＣＴ
１５０／５Ａ

ＣＴ
１５０／５Ａ

１５０Ａ

２２５ＡＦ／
２２５ＡＴ ２２５ＡＴ

５２

Ｆ

※３

６

※４２．分岐回路　Ｂ４７，Ｂ４８，Ｂ４９，Ｂ４１０（内部・盤面機器共）

＜制御盤　ＬＭ－１　動力回路　改修＞

※４１．幹線

※１　．幹線、全分岐回路（内部・盤面機器共）
※２　．幹線、全分岐回路（内部・盤面機器共）
※３　．幹線、全分岐回路（内部・盤面機器共）

※４３．分岐回路　Ｂ４１２（内部・盤面機器共）

：撤　去
：撤　去
：撤　去
：既設のまま
：撤　去
：撤　去

※４２ ※４２

ＣＴ－２



（Ｌ７）
ＩＶ　６０　×３

低圧電灯盤より

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

階段室照明Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００ＡＦ
１００ＡＴ

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号

交流プラザスポット

トレーニングルーム照明

トレーニングルーム差込

トレーニングルーム差込

トレーニングルーム差込

１階廊下他差込

映写機用差込

映写機用差込 ミニキッチン

映写室他照明

休憩室差込

２００Ｖ

２階差込

１

３

５

７

９

２

４

６

８

：　８，８５０Ｎ－Ｔ

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

２５

１０

１２

１４

１６

１８

２０

２４

２６

２２

休憩室他照明

２階照明

事務室差込

リモコントランス

空調制御盤（未使用）

ヨ　ビ

交流プラザ間接照明

１階廊下照明

冷蔵庫コンセント

ヨ　ビ

ヨ　ビ

ＬＡＢＯＲＤＯ　１交流プラザ照明

給湯器電源

ＬＡＢＯＲＤＯ　２

ＬＡＢＯＲＤＯ　３

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

ＮＴ×２４

　　４００

　　４００

２，１００

　　５００

　　５００

Ｌ－２分電盤

屋内鋼板製　埋込型
７００Ｗ×１２００Ｈ×３００Ｄ

１０Ａ

１０Ｂ

１

３

４

２１

Ｒ－Ｔ ：　３，６００

：２１，４８０（ｋＶＡ）
：２１，８８０（ｋＶＡ）

主幹合計
幹線合計

ＥＤ

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

９，０３０　：Ｒ－Ｎ

事務室他照明

２２５ＡＦ

階段室照明

自動扉

会議室照明

ロビーコンセント

幼児体育室コンセント

１

３

５

７

９

１１

１３

１５

１７

１９

２１

２３

電動昇降装置

ロビー照明

ポーチ照明

控室コンセント

幼児体育室コンセント

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

回路
番号

ロビー吹抜照明

ロビー吹抜照明

２５

２７

２９

３１

３３

３５

３７

３９

ＮＴ×３４

サブミキサー

空調監視盤

西側ブラインド左側

会議室コンセント・照明

自販機用コンセント

自販機用コンセント

暗　幕

１階コンセント

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

不　明

控室他照明

２階休憩室照明

会議室コンセント

ロビー照明

廊下照明

２

４

６

８

１０

１２

１４

１６

１８

２０

２４

２２

スペース

ロビー照明

放送室コンセント

アリーナコンセント

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

２６

２８

３０

３２

３４

３６

３８

ＳＰ スペース

ロビー吹抜照明

ロビー吹抜照明

２階コンセント

自販機用コンセント

リモコントランス

暗　幕

シャッター電源

西側ブラインド右側

警備・表示器
モニターテレビ

１５０ＡＴ

２００Ｖ

２００Ｖ

２００Ｖ

電話・時計

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ＶＡ）

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ 非常放送アンプ

複合盤

１階誘導灯

１階誘導灯

１階誘導灯

２階誘導灯

ＭＣＣＢ３Ｐ

（Ｌ２）
ＩＶ１００　×３

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ
低圧電灯盤より

Ｃ

誘導灯信号装置

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

５２ｎ ×４

誘導灯信号装置より

　　１３０

　　２５０

１，３００

１，３００

１，２００

　　９８０

　　　２０

：　２，７３０Ｒ－Ｎ
：　２，５５０Ｎ－Ｔ

２，１００

１，８００

１

３

２

４

７Ｂ

７Ｃ

１２Ａ９Ａ

１２Ｂ９Ｂ

１１Ａ

１１Ｂ

７Ａ

１３

１４

２１

８Ａ

８Ｂ

１０
５０ＡＦ／５０ＡＴ
ＭＣＣＢ３Ｐ

（Ｂ４１１）
ＩＶ　２２　×３

ＬＭ－１より
３φ３Ｗ　２１０Ｖ

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ｋＷ）

会議室室外機

Ｒ－Ｔ ：　７，８００

：２８，７７８（ｋＶＡ）
：３４，０５８（ｋＶＡ）

主幹合計
幹線合計

１，５２７

　　９７２

　　６２９

１，５００

　　７５６

１，２２４

　　７００

　　４００

　　６００

　　５００

　　５００

　　５００

　　５００

　　　５０

　　１００

　　５００

　　２００

２，１００

１，８００

１，２００

１，２００

　　９００

１，１２２

　　８４８

　　５００

　　４００

　　５００

　　５００

　　５００

　　　５０

　　１００

　　５００

　　５００

　　５００

　　５００

Ｌ－３分電盤

１０００Ｗ×１９００（＋７５）Ｈ×２５０Ｄ

ＥＤ

　　１００

６．５７１

：　９，８２０Ｎ－Ｔ１１，１５８　：Ｒ－Ｎ

（Ｍ７）
ＥＭ－ＣＥＴ　３８

３φ３Ｗ　２１０Ｖ
低圧動力盤№１より

回路
番号

トレーニング室

負荷容量
（ｋＷ）

６．５７

ＥＤ

負荷名称

分岐開閉器：ＥＬＣＢ３Ｐ　５０ＡＦ／５０ＡＴ×２

屋外防水ステンレス製　壁掛型

Ｓ－１

５００Ｗ×６００Ｈ×２００Ｄ

回路
番号

負荷名称
負荷容量
（ｋＷ）

ヨ　ビ １，４２４２１

盤内凡例

屋内鋼板製　自立埋込型

空調電源用開閉器盤 （既設のまま）

※２

：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ

：安全ブレーカ ２Ｐ２Ｅ　２０Ａ

：ＭＣＣＢ２Ｐ２Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ
２００Ｖ

片切

：リモコンリレー ２０Ａ 両切

：リモコントランス ＡＣ１００／２４Ｖ

：リモコントランス ＡＣ２００／２４Ｖ
Ｒ－Ｓ

：リモコンリレー ２０Ａ

：ＥＬＣＢ２Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ（１Ｐサイズ）

２００Ｖ

：電磁接触器

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

：ＭＣＣＢ１Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ －　既設のまま

：ＭＣＣＢ１Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ －　撤　去
＜分電盤　Ｌ－２　改修＞

　　　　同上分岐銅バー

　　　　一次配線接続替え

　　５００

　　６９０

　　７９０

　　６３０

　　９４０

　　８００

　　５００

　　５００

１，５００

１，０００

　　５００

　　５００

　　５００※１ 　　５００

　　６００

１，１００

１，４４０

　　９４０

　　５００

　　５００

　　５００

１，５００

　　　５０

　　５００

　　５００

※１

※２　．分岐回路改修　２００Ｖ　ＬＡＢＯＲＤＯ　３

：撤　去

※３

※３　．主幹開閉器改修
ＭＣＣＢ３Ｐ３Ｅ　１００ＡＦ／１００ＡＴ ：撤　去

：撤　去
ＭＣＣＢ１Ｐ１Ｅ　５０ＡＦ／２０ＡＴ×２

※１　．分岐回路改修　２５，２６番回路（予　備）

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

ＮＯ．ＳＣＡＬＥ

改 修 前

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２６
電灯設備　分電盤　Ｌ－２，
Ｌ－３，電源用開閉器盤　Ｓ－１
結線図（改修前）



Ｋ

Ｌ

５
，
０
０
０

３ ５

７，０００７，０００７，１５０

２１

６，０００

４

接続材

（Ｆ２ＷＰ７６）

（Ｆ２ＷＰ７６）

改修内容

〃

撤　去

配　　線 配　管機器名

分岐配線表

ＣＨＰ－１，２ ＩＶ　２２　×６，Ｅ５．５ （ＥＰ６３）

ＣＤＰ－１，２ ＩＶ　２２　×６，Ｅ５．５ （ＥＰ６３）

プルボックスＢ～各機器

キープラン

：図示範囲を示す

消火ポンプ室

電気室

Ｍ

２
Ｒ

ＣＨＰ
２

ＣＤＰ
１

ＣＤＰ
２

Ａ

Ａ

１

Ｍ

Ｍ

ＥＦ
１１

ＳＦ
１

Ｍ

Ｍ

ＰＦＵ

Ｐ

ＢＨ

ＰＨＷ

ケーブルラック（既設流用）
６００Ｗ×７０Ｈ

ケーブルラック（既設流用）

既設流用
防火区画処理

１

ケーブルラック（既設流用）

２

６００Ｗ×７０Ｈ ＣＶ　２２　－３Ｃ×２，Ｅ５．５　（ＥＰ６３）
ＣＶ　２２　－３Ｃ×２，Ｅ５．５　（ＥＰ６３）
撤　去

ＣＶ　２２　－３Ｃ×２，Ｅ５．５　（ＥＰ６３）

１０００Ｗ－１００Ｈ（ＦＬ＋３４４０）

６００Ｗ－７０Ｈ（ＦＬ＋２２７０）

Ｌ－１

Ｃ

Ｍ

Ｐ

Ｍ

Ｐ Ｐ

ＭＭ

Ｐ

Ｂ２２（ＣＤＰ－２）
Ｂ２１（ＣＤＰ－１）

ＣＶ　３８　－３Ｃ×２，Ｅ８　（ＥＰ６３）
ＣＶ　３８　－３Ｃ×２，Ｅ８　（ＥＰ６３）
撤　去

Ｂ３１（ＡＨＵ－１－１）
Ｂ３２（ＡＨＵ－１－２）

ケーブルラック（既設流用）

ＡＨＵ

冷却塔置場へ

１
Ｒ

ＣＨＰ
１

ＯＳＴ
１

Ｐ

Ｓ＝１／１００幹線・分岐配線図

Ｎ

（空調機械室・電気室）

Ｍ３Ｍ２Ｍ１Ｍ４Ｌ８
ウ’ウ

６００×１０００×４３０Ｈ（　　　　　）鋼板製
既設のまま（アリーナ床下）

１階　幹線・空調分岐配線図参照

１階　幹線・空調分岐配線図参照

●印配線撤去（他既設のまま）

ＣＶ３．５　－３Ｃ● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）
ＣＶＶ　２　－５Ｃ● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）

撤　去
ＣＶ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）（ＥＰ２５） ５２０（コンセント）

撤　去

ＣＶ　２２　－３Ｃ Ｂ２４（ＣＴ－２）
ＣＶ３．５　－３Ｃ Ｂ４８（ＯＧＰ－２）

（ＥＰ５１）

ＣＶ３．５　－３Ｃ Ｂ４７（ＯＧＰ－１）
ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８ Ｂ２３（ＣＴ－１）

（ＥＰ５１）
ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５
ＣＶ３．５　－３Ｃ

Ｂ２３（ＣＴ－１）
Ｂ４８（ＯＧＰ－２）（ＶＥ５４）

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５
ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ５．５

Ｂ２４（ＣＴ－２）
Ｂ４７（ＯＧＰ－１）

ＣＶ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ） ５２０（コンセント）
（ＶＥ５４）

配管ピット １４００Ｗ×１８００Ｈ
ＣＶ３．５　－２Ｃ
ＩＶ　１４　×１

５１７（ＡＥＸ－１４）
（ケーブルラック）

接地母線

ケーブルラック（既設流用）
６００Ｗ×７０Ｈ

機械設備工事
自動制御盤　ＣＰ－１

記　号 改修内容配　管

分岐配線表 ＬＭ－１～アリーナ床下プルボックス

配　　線名　　称

〃

ＩＶ　８　×４

ＩＶ５．５　×６

５１１，５１２

５１３，５１４，５１７

（ＧＰ５４）

（ＧＰ５４）

ＩＶ　１４　×１０５０１，５０３，５０９，５１０，５１６

ＩＶ　１４　×１０

ＩＶ　２２　×２５０５

５０４，５０６～５０８，５１５

〃

〃

ＩＶ　１４　×６

ＩＶ５．５　×６Ｂ４５，４６

Ｂ４１Ａ，Ｂ４１Ｂ （ＧＰ３６）

（ＧＰ４２）
ＩＶ　２２　×３Ｂ４１１

ウ

ウ’ 既設のまま

〃

〃

配線撤去

配線撤去

冷却塔№１　サーモ

冷却塔№２　サーモ

Ｍ１

Ｍ４

空調加湿インターロック

電気室排気ファン　サーモ

ＣＰＥＶ－Ｓ　０．９－３０Ｐ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ 〃

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

既設のまま

既設のまま

機械室排気ファン　サーモ 〃

機械室排気ファン　ボイラー発停

オイルギアポンプ　発停

Ｂ１１（ＣＨＰ－１）
Ｂ１２（ＣＨＰ－２）

取外し

ＦＬ－１，６５０

ＦＬ－１，６５０

ＦＬ±０

ＦＬ－１，０００
芝

ＣＶ　２２　－３Ｃ×２，Ｅ５．５　（ＥＰ６３）
撤　去

１０００Ｗ×１００Ｈ（ＦＬ＋４２７０）
ケーブルラック（既設流用）

※

※

※

既　設
消火ポンプ制御盤

※

注．※印表記ケーブルラック上にて、接地母線より
　　機器接地線の分岐位置を示す。

Ｅ

ＬＭ－１

空調機械室
ＦＬ－８５０

空調機械室
ＦＬ－８５０

記　号

２

１

改修内容

〃

〃

〃

配　　線

〃

Ｌ－１

Ｌ－１

Ｌ－１

ＬＭ－１

ＬＭ－１

ＣＶＴ　６０

ＣＶＴ　６０

ＣＶＴ　６０

ＣＶＴ１００

ＣＶＴ１５０

配線撤去ケーブルラック

〃

〃

〃

ケーブルラック

〃

〃

接地母線 ＩＶ　３８　×１

配　管

ＣＶＴ　３８ＬＭ－１

ＣＶＴ１５０ＬＭ－１

〃

接地母線 ＩＶ　１４　×１ 〃ＥＡ（Ｌ用）

幹線配線表 電気室～Ｌ－１，ＬＭ－１

（Ｍ２１）

（Ｍ２２）

（Ｌ２）

（Ｍ３）

（Ｍ２）

（Ｍ１）

ＥＡ（Ｍ用）

名称　　（幹線№）

既設のまま

配線撤去

〃

接地母線 ＩＶ　３８　×１ 〃ＥＡ（Ｍ用）

配　　線 改修内容配　管 接続材機器名

分岐配線表

Ｒ－１，２

同上　制御

ＣＶ５．５　－３Ｃ，Ｅ５．５ （ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）

（ＥＰ５１） （Ｆ２ＷＰ５０） 〃

発電機商用電源

消火ポンプ

予　備

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ　３８　－３Ｃ，Ｅ２２

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ　２２　－３Ｃ

Ｉ

　〃

　〃

既設のまま

プルボックス表

外　形 材　質 改修内容記　号

２００×２００×１５０Ｄ

Ａ ２５０×２５０×２００Ｄ 　〃

鋼板製 撤　去

（Ｌ８）

既設のまま

〃

〃

ＣＶＴ　６０ＬＭ－１ 〃（Ｍ４）

機械設備機器表

ｎ
Ｒ

ＣＨＰ
ｎ

ＣＤＰ
ｎ

ＥＦ
１１

ＢＨ

ＰＨＷ

ＰＦＵ

ＳＦ
１

ＡＨＵ
ｎ

ＯＳＴ
１

：冷温水ポンプ

：空気調和機

：１階機械室系統
　　排気ファン

：１階機械室系統
　　給気ファン

：冷温水ポンプ

：給湯ボイラー

１８．５

　５．４

１８．５

ｋＷ／台

ｋＷ／台

ｋＷ／台

ｋＷ／台３０．０

ｋＷ　１．５

ｋＷ　２．２

ｋＷ　１．８

：給湯循環ポンプ ｋＷ　０．４

：消火栓ポンプユニット ｋＷ１５．０

：オイルサービスタンク

：吸収式冷温水発生機

－　撤　去

－　撤　去

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　撤　去

－　撤　去　２００ Ｌ

制御配線表 ＣＰ－１－ＬＭ－１間

ＬＭ－１ 盤内配線 改修内容用　　途

Ｍ２

Ｍ１

遠隔監視（状態・故障）

ＣＰ－１　　電源

ＣＶＶ　２　－２Ｃ

ＣＶ　２　－２Ｃ 撤　去

Ｃ ３００×３００×３００Ｄ 　〃

４００×４００×３００Ｄ 　〃

〃４００×４００×３００Ｄ ＳＵＳＷＰ

撤　去

既設のまま

既設のまま

Ｅ ５００×５００×３００Ｄ 　〃 撤　去

Ｄ

ＤＷ

　〃３００×３００×２００ＤＢ

　〃３００×３００×２００ＤＢ

〃

〃

撤　去
ＩＶ　１．６×２（ＥＰ１９）

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

Ａ３：１／１００

改 修 前

図（改修前）
電灯動力設備　幹線・分岐配線

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２７

２

Ｂ Ｂ

撤　去
－　撤　去

－　撤　去

－　撤　去

ＬＭ－１～ケーブルラック配線～各機器

撤　去

撤　去

〃

〃

※２　露出立ち上がり部はＳＧＰ６５にて保護
※１　露出立ち上がり部はＳＧＰ８０にて保護

Ｍ１

〃

〃

〃

分岐

分岐

分岐

分岐

ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶ　３８　－３Ｃ

ＣＶ　３８　－３Ｃ

Ｍ２ 幹線

分岐

分岐

分岐

分岐

分岐

分岐

制御

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

（ＥＰ７５）

ＣＶ　２２　－３Ｃ

ＣＶ　２２　－３Ｃ

ＣＶ　２２　－３Ｃ

（ＥＰ５１）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ＣＶＴ１５０

（ＥＰ６３）

（ＥＰ３９）

配線撤去 配線撤去

盤 配　線 配　管 工事内容盤 配　線 配　管 工事内容

分岐

分岐

分岐

分岐

分岐

分岐

制御

制御

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

ＣＶ　２２　－３Ｃ （ＥＰ５１）

（ＥＰ７５）

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

ＣＶ　２２　－３Ｃ

ＣＶ５．５　－３Ｃ

ＣＶ５．５　－３Ｃ

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｍ３ 配線撤去

ＬＭ－１上部配線表

盤 配　線 配　管 工事内容

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

幹線 ＣＶＴ１００ ＡＨＵ－１－１

ＡＨＵ－１－２

ＡＨＵ－１－１

ＡＨＵ－１－２

種別　機器名 種別　機器名 種別　機器名

Ｍ２

ＣＤＰ－１

ＣＴ－１

ＣＴ－２

ＣＤＰ－２

ＣＤＰ－１

ＣＤＰ－２

ＣＤＰ－２

ＣＨＰ－１

Ｒ－１

Ｒ－２

ＣＨＰ－２

ＣＨＰ－１

ＣＨＰ－１

ＣＨＰ－２

ＣＨＰ－２

Ｍ３ Ｍ４

盤 配　線 配　管 工事内容

分岐

分岐

分岐

分岐

制御

分岐

ＣＶ３．５　－４Ｃ

ＣＶ３．５　－３Ｃ

ＣＶ３．５　－３Ｃ

ＣＶ　２　－３Ｃ

ＣＶ３．５　－３Ｃ

ＣＶＶ　２　－５Ｃ

〃

〃

〃

配線撤去

〃分岐 ＣＶ３．５　－３Ｃ

分岐 ＣＶ３．５　－４Ｃ

分岐 ＣＶ３．５　－４Ｃ

（ＥＰ７５）

種別　機器名

ＦＣＵ－８

ＦＣＵ－８

ＳＦ－１

ＯＧＰ－１

ＥＦ－１１

ＥＦ－１０

ＯＧＰ－２

ＰＨＷ

ＢＨ

既設のまま

幹線 ＣＶＴ１５０Ｍ１

接地　動力用 ＩＶ　３８　×１

幹線 ＣＶＴ　６０ （ＥＰ６３）Ｍ４ 既設のまま

Ｌ８

接地

分岐

分岐

分岐

ＣＶ３．５　－２Ｃ

ＣＶ　８　－２Ｃ

ＣＶ３．５　－３Ｃ

〃

ＣＶＴ　３８

配線撤去

（ＥＰ３９）

幹線

ＩＶ　１４　×１

（ＥＰ５１）

盤 配　線 配　管 工事内容

接地　電灯用 ＩＶ　１４　×１

既設のまま

〃

〃

〃

種別　機器名

５２０

５１８

５１７

２階送り

Ｌ８

制御 ＣＤＰ－１

制御 ＥＦ－１１

制御 ＥＦ－１１

配線撤去

〃

〃

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

ＣＶＶ　２　－４Ｃ

（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）

（ＥＰ３９）

（ＦＥＰ５０）※１

（ＦＥＰ５０）※１

（ＦＥＰ４０）※２

Ｄ

既　設
ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２，Ｅ８　（ＥＰ３９～Ｆ２ＷＰ３８）

既　設
ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２　（ＥＰ５１）

ＰＦＵ
Ｍ１０

ＥＭ－ＦＰ－ＣＴ　２２　　　　（ＥＰ３９）

ＰＦＵ

既　設
ＥＭ－ＣＥＴ　３８　，Ｅ２２　（ＥＰ５１）Ｍ１０

Ｉ

ＤＷ

構内配電線路図（部分図）参照

Ｄ

〃

〃

〃

〃

ＣＶＶ　２　－４Ｃ×３

既設のまま

ＢＨ

〃

（ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）ＣＶ３．５　－４Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

ＰＨＷ 〃（ＥＰ２５）ＣＶ３．５　－４Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

ＥＦ－１１ ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ５．５ （ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）

ＳＦ－１ ＣＶ　２　－３Ｃ，Ｅ８ （ＥＰ２５） （Ｆ２ＷＰ２４）

（Ｆ２ＷＰ２４）

撤　去

プルボックスＥ～各機器

接続材 改修内容

撤　去

配　　線 配　管機器名

分岐配線表

（Ｆ２ＷＰ６３）ＡＨＵ－１－１，２ ＩＶ　３８　×６，Ｅ８ （ＥＰ６３）



Ｓ＝１／１００

Ｎ

分岐配線図

（冷却塔置場）

Ｍ

Ｍ

Ｌ

空調機械室

Ｋ

Ｊ

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

ＣＴ
１

１

２

ＯＧＰ

ＯＧＰ

２
ＣＴ

ＯＴ
１

冷却塔置場

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５　（ＦＥＰ５０）

２００×２００×１５０Ｄ（ＳＵＳＷＰ）
撤　去

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５　（ＦＥＰ５０）
配線撤去

Ｐ

Ｐ

配　　線 改修内容配　管 接続材機器名

分岐配線表 ＰＢ～各機器

ＣＴ－１，２ ＣＶ　８　－３Ｃ，Ｅ５．５ （ＶＥ２８） （Ｆ２ＷＰ３０）

ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ１．６ （Ｆ２ＷＰ１７）

撤　去

〃ＯＧＰ－１，２ －

（ＶＥ５４）

（ＶＥ５４）
ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ５．５

ＣＶ３．５　－３Ｃ
ＣＴ－１

ＣＴ－２

ＯＧＰ－２
コンセント

ＣＶ３．５　－３Ｃ，Ｅ５．５ ＯＧＰ－１
撤　去

２１

６，０００

ＣＶ３．５　－３Ｃ×２，Ｅ５．５　（ＦＥＰ５０）
配線撤去

１４００Ｗ×１８００Ｈ

メッシュフェンス Ｈ＝１２００

メッシュフェンス Ｈ＝１２００

配管ピット

幹線・分岐配線図参照

配線撤去

樹脂防水
撤　去
１５０×１５０×１００Ｄ（　　　　　　　）

機械設備機器表

ｎ

ＯＧＰ
ｎ

：オイルギアポンプ

１

：冷却塔

：オイルタンク（地下タンク）

　０．２

　５．５ ｋＷ／台

ｋＷ／台

ＣＴ

ＯＴ

２００×２００×１５０Ｄ（ＳＵＳＷＰ）
撤　去

２００×２００×１５０Ｄ（ＳＵＳＷＰ）
撤　去

撤　去

ＣＶ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）

ＣＶ３．５　－３Ｃ（１Ｃ：Ｅ）（ＶＥ２２）
撤　去

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

有限会社　アムーン

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

改 修 前

Ａ３：１／１００
電灯動力設備　冷却塔置場
分岐配線図（改修前）

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

２８

配線撤去後の既設管口は止水処理を行うこと。

コンセント撤去後の既設管口は止水処理を行うこと。

防水コンセント
２Ｐ１５Ａ×２ＥＥＴ（ＬＫ）



１１ １３

７，０００ ７，１５０

８，０００７，５００

屋外休憩場

ＤＳ ＤＳ

（３）
倉庫

風除室

ロビー

（４）
倉庫

（女）
ＷＣ

（男）
ＷＣ

（５）

ステージ外廊下

８
，
０
０
０

６
，
８
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

５
，
５
０
０

６
，
３
０
０

５
，
５
０
０

５
７
，
１
０
０

３
７
，
３
０
０

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

ＵＰ

吊物制御盤

Ｓ

Ｌ－２

トレーニングルーム

Ｓ－１

ＥＤ

構内配電線路図（全体図）参照

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＦＥＰ５０）
既設のまま

ＩＶ　８　×１（ＶＥ１６）
既設のまま

休憩室（女）

更衣室（女）

更衣室（男）

休憩室（男）

エントランスロビー

ＥＭ－ＣＥＴ　３８　（ＺｎＧＰ５４）　　Ｍ７
既設のまま

分岐配線表

トレーニング室空調機

改修内容配　管 接続材

（Ｆ２ＷＰ３０） 既設のまま

配　　線機器名

（ＺｎＧＰ２８）

Ｓ－１～空調室外機

中央監視盤

事務室

屋外休憩場

（２）
倉庫

（Ｌ３）

既設のまま
ＩＶ　２２　×３　　　　　（ＥＰ３１） Ｂ４１１

５５３

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８　（ＥＰ７５）

ＩＶ２００　×３，Ｅ３８　　（ＧＰ８２）　（Ｌ１）
ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　　　（ＧＰ３６）　（Ｌ９）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　（ＧＰ３６）　（Ｍ９）
既設のまま

７７５

既設のまま
ＣＶ　８　－２Ｃ，Ｅ３．５　（ＧＰ２８） ガーデンライト

６４３

カ

階段室Ｂ

倉庫

会議室

ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　（ＥＰ３１）
既設のまま

（Ｌ９）

以降省略

５５３

以降省略

ＩＶ　１４　×３，Ｅ５．５　（ＰＦ２２）
ＩＶ　１４　×３　　　　　　（ＰＦ２２） Ｂ４１Ｂ

Ｂ４１Ａ

５５３

自販機

医務室

（男）
ＷＣ

ＷＣ

（女）

（ＧＰ２２） 予　備
ＣＶ　５．５　－２Ｃ（ＧＰ２８） ガーデンライト

湯沸室

身障者観覧席

選手控室Ａ

書庫

幼児体育室 選手控室Ｂ 放送室

４４３

●
●

●印配線撤去（他既設のまま）

ＩＶ　６０　，Ｅ３８　　　　　　　（ＥＰ６３）
ＩＶ　２２　×２＋ＩＶ　８　×２　（ＥＰ５１）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＥＰ３９）

ＩＶ２００　×３，ＩＶ５．５　×３（ＥＰ７５）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＥＰ３９）

ＩＶ　１４　×１０
ＩＶ　２２　×２

（Ｌ１）
（Ｍ６）
屋外灯，ガーデンライト
５０４，５０６～５０８，５１５
５０５
（Ｌ９）
（Ｍ９）

（ＥＰ５１）

１２２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９１ １０

６，０００

７，１５０ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００

７０，３００

９１，８００

空調機械室

消火
ポンプ室

ＤＳＤＳ

階段室Ａ

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

電気室

アリーナ

Ｌ－１

５５３

６８５６１０４ ６６４

ア’，アイウ，ウ’

器具庫Ａ 器具庫Ｂ

ガーデンライトＩＶ５．５　×２（ＰＦ２８）
既設のまま

ＩＶ　１４　×３（ＰＦ２２）
ＩＶ　１４　×３（ＰＦ２２）

以降省略

ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８　（ＥＰ５１）
ＩＶ　１４　×１０

ＩＶ５．５　×６
●
●

ＩＶ　８　　×４　　　　　（ＥＰ５１）
●

ＩＶ５．５　×６　　　　　（ＥＰ３１）
●印配線撤去（他既設のまま）

既設のまま既設のまま

ＤＳ

倉庫（１）

多目的
ＷＣ

オ

オ’

Ａ

５５４

ＤＳ

Ｌ－３

キ

キ’

配線撤去

ＩＶ　２２　×２，Ｅ５．５　（ＰＦ２８）　５０５
ＩＶ　１４　×４，Ｅ５．５　（ＰＦ２８）　５０４、５０６

配線撤去

ＩＶ　１４　×４＋２２　×２ ５０４，５０５，５０６
（ＥＰ５１）　

ＩＶ　１４　×６，Ｅ５．５　（ＥＰ３９）　　５０７，５０８，５１５
Ｅ５．５　×１

ＩＶ　６０　×３　　　　　（ＥＰ５１）

（ＥＰ５１）
ＩＶ　２２　×３ Ｂ４１１

ＩＶ　８　　×４　　　　　（ＥＰ５１）
ＩＶ　１４　×１０
ＩＶ５．５　×６

●
●
●

（Ｌ３）

５１３，５１４，５１７
５１１，５１２

（Ｌ２）

５０１，５０３，５０９，５１０，５１６

ＩＶ５．５　×６

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８　（ＥＰ７５）

●印配線撤去（他既設のまま）

Ｂ４５，Ｂ４６

ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８　（ＥＰ５１）
ＩＶ　１４　×１０

ＩＶ５．５　×６
ＩＶ　８　　×４　　　　　（ＥＰ５１）

（Ｌ２）

５１１，５１２
５１３，５１４，５１７
Ｂ４５，Ｂ４６

●印配線撤去（他既設のまま）

ＩＶ５．５　×６　　　　　（ＥＰ３１）
ＩＶ５．５　×２　　　　　（ＥＰ２５） ガーデンライト

●
●

●

ＩＶ　２２　×３，ＩＶ１４　×６ Ｂ４１１，Ｂ４１Ａ，Ｂ４１Ｂ

ＩＶ２００　×３＋ＩＶ５．５　×３（ＧＰ８２）
ＩＶ　６０　，Ｅ３８　　　　　　　（ＧＰ５４） （Ｍ６）

（Ｌ１）

ＩＶ　２２　×２，ＩＶ　８　×２
（ＧＰ５４）ＣＶＶ　２　－４Ｃ×４

ＣＶＶ　２　－５Ｃ

（ＧＰ５４）

ＩＶ　８　　×４　　　　　　　　　（ＧＰ５４）
ＩＶ　１４　×１０
ＩＶ５．５　×６

ＩＶ５．５　×６
●
●

●印配線撤去（他既設のまま）

ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＧＰ３６）
ＩＶ　２２　×３　　　　　　　　　（ＧＰ５４）

（Ｌ９）
（Ｍ９）

５１１，５１２
５１３，５１４，５１７

Ｂ４５，Ｂ４６
５０１，５０３，５０９，５１０，５１６●

ＬＭ－１

●印配線撤去（他既設のまま）

１４

舞台調光盤

ＣＶ３．５　－３Ｃ
ＣＶ３．５　－２Ｃ

●
５１７
Ｂ４１２

ＣＶＶ　２　－５Ｃ● Ｂ４１２

屋外灯，ガーデンライト
排気ファン押釦
未使用

５０１，５０３，５０９，５１０，５１６

エ

構内配電線路図参照

３３３

外　形 材　質 改修内容記　号

既設のまま

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　４００×　４００×　３００Ｄ 　〃４４３

　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ 鋼板製

３３３

Ａ

　６００×　４００×　３００Ｄ 　〃６４３

　〃　６００×　６００×　４００Ｄ６６４

　５００×　５００×　３００Ｄ 　〃５５３

　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃５５４

〃

〃

〃　６００×　８００×　５５０Ｄ 　〃６８５

　６００×１０００×　４３０Ｄ 　〃６１０４

　７００×　７００×　５５０Ｄ 　〃７７５

プルボックス表

５１３，５１４，５１７ ＩＶ５．５　×６

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５Ｂ４５，Ｂ４６

（Ｌ７） ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８

ＩＶ　１４　×６

５０１ ＩＶ　１４　×２

５０３，５０９，５１０

　名　　称　　　　（№） 配　　線

（Ｌ３）

Ｂ４１１ ＩＶ　２２　×３

ＩＶ１００　×３，Ｅ３８

５０４，５０６ ＩＶ　１４　×４

ＩＶ　２２　×２，Ｅ５．５５０５

５０５，５０６ ＩＶ　１４　×４，Ｅ５．５

ＩＶ　１４　×２５０４

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５

ＩＶ　１４　×４

５１５

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５

ＩＶ　１４　×４５０７，５０８

５１５

＜注　記＞

・アリーナ床下配線の撤去は、ファンコイル配線と個別空調機並びに空
　調換気扇の配線が同一配管に入線されている経路がある為、空調機
　空調換気扇の配線も各所天井内プルボックスまで撤去とする。

既設のまま

〃

〃

既設のまま

改修内容配　管

（ＧＰ７０）

（ＧＰ２８） 〃

（ＥＰ３１）

（ＥＰ３９）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２８） 〃

配線撤去

既設のまま

配線撤去

〃

（ＥＰ３１）

（ＥＰ３１）

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）

配線撤去

〃

配線撤去

〃

（ＧＰ５４）

（ＧＰ４２）

配線撤去

（ＧＰ５４） 〃

〃

ＰＡＣ
１

ＥＭ－ＣＥ５．５　－３Ｃ，Ｅ５．５

ＩＶ　１４　×１ 接地母線

（ケーブルラック）

Ｂ４１Ｂ
Ｂ４１Ａ

Ｓ＝１／３００

Ｎ

１階　幹線・空調分岐配線図

鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 前

Ａ３：１／３００
空調分岐配線図（改修前）
電灯動力設備　１階　幹線

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

全３２

２９

５１６

５０７，５０８

５１１，５１２ ＩＶ　８　×４

ＩＶ　１４　×２

２階トイレ排気ファン

イ

Ｌ－２　１φ３Ｗエ

ア，ア’

ウ，ウ’

ＰＡＣ－１

ファンコイル

記　号

幹線・分岐配線表 電気室・ＬＭ－１～アリーナ床下、アリーナ床下～各所

Ｌ－３　３φ３Ｗ

Ｌ－３　１φ３Ｗカ

ファンコイル

ファンコイル

ファンコイル

ファンコイル

キ

キ’

オ

オ’

空調換気扇

ファンコイル

空調換気扇

ファンコイル

ファンコイル

ファンコイル，空調換気扇

構内配電線路図（電気室）参照

構内配電線路図（電気室）参照

幹線・分岐配線図図（空調機械室・電気室）参照

空調換気扇



屋外休憩場

幼児体育室

ＦＣＵ
×７

６

オ

選手控室Ｂ
ＷＣ
（男）

ＷＣ
（女）

放送室

自販機

倉庫（４）

多目的ＷＣ

ＤＳ
身障者観覧席

選手控室Ａ

５０５
５０４

ロビー

下足室

会議室

ＡＥＸ
１２

Ａ

２
ＰＡＣ

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ

５０６

廊下

Ｆ

５５４

配線撤去

エントランスロビー

ＣＨ＝７，６００～８，６００

ＣＨ＝３，１００

ＣＨ＝２，７００

ＦＣＵ
×６

７
ＦＣＵ
３

ＡＥＸ
７

ＦＣＵ
４

ＦＣＵ
３

ＦＣＵ
１

ＦＣＵ
３

ＡＥＸ
１０

ＡＥＸ
９

ＡＥＸ
１１

ＡＥＸ
８

Ａ
１階　幹線・空調分岐配線図参照

１階　幹線・空調分岐配線図参照

キ’

キ

Ｆ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

既設のまま
ＰＡＣ－２ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８　（ＥＰ３９）

オ’

カ’

Ｆ

事務室

Ｎ

Ｓ＝１／２００１階　空調分岐配線図

（北東側）

：ファンコイル（天井カセット型）

：ファンコイル（天井埋込ダクト型）

：空調吸込口（エントランスロビー）

　（エントランスロビー）

：空調換気扇

：空調室内機（天井カセット型）
　（会議室）

－　撤　去

－　撤　去

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま：空調室外機（会議室）

機械設備機器表

３３３

オ

オ’

（ＥＰ３１）

（ＥＰ３１）

ＩＶ　１４　×４５０７，５０８

空調換気扇

ファンコイル

５１５

（ＰＦ２８）

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５ （ＰＦ２８）

ＩＶ　１４　×４５０７，５０８

空調換気扇

ファンコイル

５１５

配線撤去

〃

配線撤去

〃

記　号 　名　　称　　　　（№） 改修内容配　管配　　線

ファンコイル

（ＥＰ３１）

５０４，５０６ ＩＶ　１４　×４ （ＥＰ３９）

ファンコイル ＩＶ　２２　×２，Ｅ５．５５０５

（ＰＦ２２）

ＩＶ　１４　×４，Ｅ５．５

配線撤去ファンコイル ＩＶ　１４　×２５０４

キ 配線撤去

〃

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５

キ’

カ’

（ＰＦ２８）

（ＥＰ３９）

ファンコイル ５０５，５０６

１ＰＡＣ－２ ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８

接地母線

接地母線

既設のまま

既設のまま

〃

〃

ＩＶ５．５　×１

ＩＶ　２．０×１
（ＥＰ３９）

幹線・分岐配線表 アリーナ床下～各所天井内プルボックス

外　形 材　質 改修内容記　号

既設のまま

〃　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ 鋼板製

３３３

Ａ

プルボックス表

〃　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃５５４

Ｌ－３ ＣＰ－２５０７

Ｓ

Ｓ

Ｓ

キープラン

：図示範囲を示す

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

ＩＶ５．５　×２，Ｅ２．０ （ＰＦ２２） 　〃５．５

配線撤去

　〃

　〃

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×４，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×５ （ＰＦ１６）

配　線　表

Ｓ Ｓ

＜注　記＞

・アリーナ床下配線の撤去は、ファンコイル配線と空調換気扇の配線が
　同一配管に入線されている経路がある為、空調換気扇の配線も天井内
　プルボックスまで撤去とする。

７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，１５０

７６５４３ １２１１９８ １０２

５．５

５．５
５０８

ＣＶ　２２　－３Ｃ，Ｅ８

改修内容天井内 屋　外

既設のまま

配　　線機器名

ＰＡＣ－２ 冷媒同時巻（ＥＰ３９）

分岐配線表 Ｌ－３～二重天井内～空調室外機

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 前

Ａ３：１／２００

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

電灯設備　１階　空調分岐配線
図（北東側）、自動火災報知設備
平面図（改修前）

３０

７，０００

ＩＶ５．５　×２，Ｅ２．０（ＰＦ２２）



Ｎ

Ｓ＝１／２００１階　空調分岐配線図

（北西側）

キープラン

：図示範囲を示す

放送室

器具庫Ｂ 屋外休憩場

ＤＳ ＤＳＤＳ

自販機

倉庫（４）

多目的ＷＣ

ＤＳ
身障者観覧席

選手控室Ａ

倉庫（３）

風除室

中央監視盤

湯沸室

医務室

ＦＣＵ
×３

３

Ｆ

Ｆ

（男）
ＷＣ

トレーニングルーム

休憩室（男）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

休憩室（女）

ＰＡＣ
１

ＡＥＸ
６

ＦＣＵ
５

ＦＣＵ
４

ＦＣＵ
２

ＦＣＵ
３

ＦＣＵ
４

×２

ＡＥＸ
５

ＡＥＸ

ＡＥＸ

ＡＥＸ

ＡＥＸ

３

４

１

２

Ｆ

Ｆ

エントランスロビー
ＣＨ＝３，１００

ＣＨ＝２，７００

Ｌ－２

１階　幹線・空調分岐配線図参照
ＤＳ

Ｗ

Ｗ

６６６

ＩＶ５．５　×２　　　　　（ＰＦ２２）
ＩＶ　８　　×２

ＩＶ５．５　×２

ＩＶ　１４　×２
ＩＶ　１４　×２

（ＰＦ２２）

５１７（ＡＥＸ－１３，１５）
５１４（ＦＣＵ－４）
５１１（ＦＣＵ－５）
５１０（ＦＣＵ－７）
５０９（ＦＣＵ－７）

倉庫
（２）

エ

エ’

倉庫
（１）

ＷＣ
（女）

コーナー
喫茶

書庫

事務室

５．５

５０３

５１２

５１３

５．５

５．５

５０１（ＰＡＣ－１）
５１３（ＦＣＵ－５）

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５　（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ２．０　（ＰＦ２２）●

外　形 材　質 改修内容記　号

既設のまま

〃　３００×　３００×　３００Ｄ 　〃

　２５０×　２５０×　１００Ｄ 鋼板製

３３３

Ａ

プルボックス表

〃　５００×　５００×　４００Ｄ 　〃５５４

　名　　称　　　　（№） 改修内容配　管配　　線

（Ｌ７） ＩＶ　６０　×３，Ｅ３８

ＩＶ　１４　×６

〃

既設のまま（ＧＰ５４）

５０３，５０９，５１０

５０９，５１０ ＩＶ　１４　×４

（ＧＰ４２）

配線撤去

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５Ｂ４５，Ｂ４６

Ｂ４５，Ｂ４６

既設のまま

（ＰＦ２８）

ＩＶ５．５　×６５１３，５１４，５１７

５１３，５１４

ＩＶ５．５　×２

ＩＶ５．５　×４

ＩＶ５．５　×６，Ｅ５．５

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０

既設のまま

既設のまま

（ＰＦ２８）

５０１ ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２

〃

配線撤去

〃

〃

（ＧＰ５４）

（ＰＦ２８）

配線撤去

〃

５１７ 配線撤去

〃

Ｓ

Ｓ

ＣＨ＝３，１００
踊り場

●印配線撤去（他既設のまま）

機械設備機器表

：ファンコイル（天井カセット型） －　撤　去

：空調室内機（天井カセット型）
　（事務室・トレーニングルーム）

－　既設のまま

－　既設のまま
：空調室外機
　（事務室・トレーニングルーム）

：空調換気扇 －　既設のまま

配　線　表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

ＩＶ５．５　×２，Ｅ２．０ （ＰＦ２２） 　〃

配線撤去

　〃

　〃

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×４，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×５ （ＰＦ１６）

＜注　記＞

・アリーナ床下配線の撤去は、ファンコイル配線と個別空調機並びに空
　調換気扇の配線が同一配管に入線されている経路がある為、空調機
　空調換気扇の配線も各所天井内プルボックスまで撤去とする。

５
７
，
１
０
０

５
，
０
０
０

６
，
８
０
０

３
７
，
３
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

５
，
５
０
０

６
，
３
０
０

５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｌ

ロビー
ＣＨ＝７，６００～８，６００

ＷＣ
（女）

更衣室（男）

更衣室（女）

５．５

鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 前

Ａ３：１／２００

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

電灯設備　１階　空調分岐配線
図（北西側）、自動火災報知設備
平面図（改修前）

全３２

３１

ＩＶ　８　×４

ＩＶ　１４　×２５１６

５１１，５１２

記　号

幹線・分岐配線表

Ｌ－２　１φ３Ｗ

ファンコイル

エ

エ’

ファンコイル

ファンコイル

２階トイレ排気ファン

２階トイレ排気ファン

給湯機電源

ＰＡＣ－１

ＰＡＣ－１

ファンコイル

ファンコイル

ファンコイル，空調換気扇

アリーナ床下～Ｌ－２～天井内プルボックス

５１１，５１２

５０１

ＩＶ　８　×４
（ＰＦ２８）

ファンコイル ＩＶ　１４　×２

ＩＶ　１４　×２，Ｅ５．５
（ＰＦ２８）

配線撤去

〃空調換気扇

５０３

５１６

空調換気扇

空調換気扇

配線撤去



ＤＮ

Ｆ

ＦＣＵ
４

ＡＥＸ
１５

吹抜

５１４

１２

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２） ５１４
撤　去

４００×４００×２００Ｄ（　　　　　）鋼板製
既設のまま

Ｆ

７
ＥＦ

倉庫（６）

ＷＣ
（女）

観覧席

観覧席
ＷＣ
（男）

Ｆ

５１０

５．５

５０９

３００×３００×１００Ｄ（　　　　　）鋼板製
既設のまま

Ｆ

バルコニー防炎タレ壁 Ｈ＝５００

５１１

×２
ＦＣＵ
５

ＡＥＸ
１３

交流プラザ（卓球場）

休憩室
ＣＨ＝３，７００

ＣＨ＝３，７００

ＣＨ＝３，７００

ＣＨ＝４，５００～６，５００

観覧席
Ｎ

Ｓ＝１／２００２階　空調分岐配線図

×４
ＦＣＵ
７

倉庫（７）

倉庫（８）

電力増幅架

ステージ上部

ＩＶ　２２　×３，Ｅ８　（ＥＰ３１）
既設のまま

配線撤去
ＣＶＶ　２　－５Ｃ（ＰＦ２２）

（Ｌ９）

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

５
７
，
１
０
０

５
，
０
０
０

６
，
８
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

５
，
０
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｆ

３
７
，
３
０
０

５
，
５
０
０

６
，
３
０
０

５
，
５
０
０

６
，
３
０
０

Ｉ

Ｈ

Ｆ

１２

アリーナ上部アリーナ上部

キープラン
：図示範囲を示す

１１３１ ２ ７，１５０７，１５０６，０００

機械設備機器表

：ファンコイル（天井カセット型）

：空調換気扇

：ファンコイル（天井埋込ダクト型）

：ファンコイル（床置き型）

　（交流プラザ）

　（音響・調光室）

－　撤　去

－　撤　去

－　撤　去

－　既設のまま

－　既設のまま

－　既設のまま

：空調吹出口（交流プラザ）

：消音形ストレートシロッコファン
　（男女トイレ）

ＤＳ

●印配線撤去（他既設のまま）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６） ５１１（ＦＣＵ－５）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６） ５１４（ＦＣＵ－４）

●
●

ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２） Ｂ４６（ＥＦ－７）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６） ５１７（ＡＥＸ－１５）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６） ５１７（ＡＥＸ－１３）

●印配線撤去（他既設のまま）

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２）

５１７（ＡＥＸ－１３）
Ｂ４６（ＥＦ－７）

● ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２） ５１１（ＦＣＵ－５）

●印配線撤去（他既設のまま）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）

●
●

ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）
ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ１６）

●印配線撤去（他既設のまま）

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２）
ＩＶ５．５　×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２）

５１７
Ｂ４６

● ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２） ５１１

ＩＶ５．５　×２，Ｅ１．６（ＰＦ２２）
配線撤去

５１１（ＦＣＵ－５）

Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）

ＡＥＸ
１４

● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）ＩＶ　２．０×３，Ｅ２．０（ＰＦ２２）

●印配線撤去（他既設のまま）
ＣＶＶ　２　－５Ｃ　　　　（ＰＦ２２）● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）

●印配線撤去（他既設のまま）

ＣＶ３．５　－２Ｃ ５１７（ＡＥＸ－１４）
（ケーブルラック）ＣＶ３．５　－３Ｃ● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）

ＣＶＶ　２　－５Ｃ● Ｂ４１２（ＦＣＵ－８）

配　線　表

図中特記なき配線・配管は下記による。 改修内容

ＩＶ５．５　×２，Ｅ２．０ （ＰＦ２２） 　〃

配線撤去

　〃

　〃

ＩＶ　２．０×３，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×４，Ｅ２．０ （ＰＦ２２）

ＩＶ　２．０×５ （ＰＦ１６）

５１１（ＦＣＵ－５）
５１４（ＦＣＵ－４）

Ｂ４６（ＥＦ－７）
５１７（ＡＥＸ－１５）
５１７（ＡＥＸ－１３）

ＥＦ
６

ＦＣＵ
８

５１７（ＡＥＸ－１３，１５）
ＩＶ５．５　×２　　　　　（ＰＦ２２）
ＩＶ　８　　×２

ＩＶ５．５　×２
５１４（ＦＣＵ－４）
５１１（ＦＣＵ－５）

ＩＶ　１４　×２
ＩＶ　１４　×２ ５１０（ＦＣＵ－７）

５０９（ＦＣＵ－７）
（ＰＦ２２）

ＩＶ　１４　×１ 接地母線

映写室

５．５

５．５

全３２鹿児島市建設局建築部設備課

一級建築士　第６４４４０号

前之園　与市

有限会社　アムーン

改 修 前

Ａ３：１／２００

吉田文化体育センター空気調和設備改修その他電気設備工事

３２
電灯設備　２階　空調分岐配線図、
自動火災報知設備　配線図
（改修前）

ランニングロード

バルコニー

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０（ＰＦ２２） ５１７（ＡＥＸ－１４）

ＩＶ　２．０×２，Ｅ２．０（ＰＦ２２）
既設のまま

５１７（ＡＥＸ－１４）
音響・調光室

配線撤去


